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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　知っての通りというか、知らない人がいるかもしれないので説明すると、俺おれこと瀬せ能のうナツルは男であって女でもある。冗談みたいだが本当で、普段も戸籍も男なのに、変身することによって女になれるのだ。勘ぐっている人に説明したいが、ここに至るまでと至ってからの話と来たらそれはそれは長いもので、全校生徒の前で事情を話すと半分は寝て半分は暴動を起こすんじゃないかってくらいある。なので省略。とりあえず女の俺はケンプファーっていう戦う存在。

　でまあ、そんな俺は私立星せい鐵てつ学院高等学校に通う二年生でもある。この高校は男女別学というやつで、男と女では敷地も校舎も二つに分かれている。今の時代に意味はないと思うのだけど、呪じゆ術じゆつの一種かもしれん。地脈を抑えるとか。

　この学校で、俺は男と女の二つに学籍がある。しかし身体からだは一つしかないので、どちらかに出席すれば必ずもう一つは欠席になっており、目下大変な悩みとなっていた。公平に出ようとすると出席日数は五十パーセントになるわけで、はっきり言ってこれじゃ留年しちまう。前にこのあたりのことを、万能生徒会長三さん郷ごう雫しずくに相談したところ、

「普通に出席しなさい」

　なんてことを、この冷血女は言いやがった。

「あのな会長。どっちかに出たらどっちかに出られなくなんだよ。分かんだろ、それくらい」

　雫はじろっと俺を睨にらみ、

「だから？　片方出ないからって、もう片方も欠席するのは話がおかしいわよ」

「そりゃ……まあ」

「男子も女子も授業のカリキュラム自体は変わらないんだから、勉強に不自由はないわよね」

「おい。まさかこのまま勉強しろって言うんじゃないよな」

「そうよ」

　なに言ってんだこの女。俺を困らせるのがそんなに楽しいか。

「いやそうじゃなくって、こんなことしてたら出席日数が足りねーんだよ」

「そこはなんとかしてあげるわ」

「どうするんだよ」

「大丈夫よ」

　平然とこいつは言う。よくよく考えてみれば生徒会長とはいえ一生徒がなんとかできるわけないんだが、本当にやってしまうから恐ろしい。この学校の権力構造はどうなっているんだろう。

「気にするのはやめなさい。フォローはしてあげるから。けど」

　彼女はなんの感慨もない瞳ひとみで、俺おれを見つめていた。

「試験はどっちも受けることね」

　まったく喜べない台詞せりふだった。雫しずくを慕うマゾ男共なら快感で気絶するかもしれないが。

　で、今日の俺は女子部に通っていた。男子部に出てもいいんだけど、まあなんとなく。どっちにしろいずれは顔を出さなきゃならん。

　所属している（させられた）女子部は二年四組。女だらけの環境にはだいぶ慣れては来たものの、やはり男との雰囲気の違いは大きい。

　まず空気がきんきんしている。これで頭痛がしたら毒ガス撒まかれてんのとか誤解するところだが、質が男と全然違う。きゃあきゃあ言ってる声が実に鋭利で、ウニを殻ごとぶつけられている気分になる。

　次に態度がよくない。男も十分悪いんだが、異性の目がないとここまで乱みだれるのかとびっくりする。人目をはばからず下敷きでスカートの中を扇あおぐのは慣れたが、背中をめくってロッカーに押しつけ、「あー冷たい」と幸せそうに言うのはどうにかならんのか。汗でべとべとしてるぞ。これでいざ学校の外に出たりすると、しとやかな女の子に変身したりするから余計に驚いた。

　二の四はそこそこ可愛かわいい娘ことかなり可愛い娘が揃そろっている。俺が男だから感じるんだけど、きっと女もそう感じているだろう。

　しかし、男子部の大半は知らないことだが、ここの女どもは性格があまりよろしくない。ツラばっかりいいもんだから、実に困る。味方ははっきり言って一人だけである。

　休み時間、俺が財布の中身を確認していたら、その味方がやって来た。

「ナツルさん……どうしたんですか？」

　声をかけてくれたのは紅あか音ねちゃんこと美み嶋しま紅音。やっぱり同じケンプファーで、このクラスでは俺の正体を知る唯一の女の子。

　俺は照れ笑いを浮かべた。

「いや……ちょっと寂しくなって」

「お金……ですか」

「うん」

　俺の父親は遠くに転勤してしまい、ラブラブな母親は可愛い息子を置いてくっついて行ってしまった。最初はなんて薄情なと思ったが、女の俺おれを見たら仰天どころではすまないはずなので、むしろ幸いではある。

　一応仕送りによって、生活費は確保されている。もちろん俺が仕送りされる方ね。で、そこから遊興費、ぶっちゃけ小遣いも捻ねん出しゆつするんだけど、そこはそれ管理能力の低い高校生である。セルフコントロールの悪さから、月末はいつも苦しんでいた。

　今月はいつもにまして苦しい。臓物アニマルの新グッズ「カードＤＥ臓物」が発売されて箱買いしたからだ。だって沙さ倉くらさんが「一緒に遊びましょうね」なんて言うんだもん。

　このままだと生活費を切りつめるかアルバイトをして収入を増やすしかない。まるで日本国財政の縮図だ。赤字でないだけマシか。

「バイトかな……」

　俺が呟つぶやくと、紅あか音ねが言う。

「あ、あの。大変なんですよね。その……生活費とかも」

「まあね」

「じ……じゃあ、たとえば、毎日……あ、あたしが」

「？」

　紅音は何故か顔を赤くしていた。風邪でも引いたか、はたまた暑いのか。

「材料買ってきて……ご飯を作ったら、その……助かりますよね」

「そりゃまあ」

　食費が浮くわけだからなあ。でも、そこまでしてもらうのもねえ。

「悪いよ」

「いいんです。それと、あの、お弁当も作りますから……。そうすれば三食浮きますし……」

　紅音の瞳ひとみは悲壮な決意を湛たたえていた。清きよ水みずの舞台から飛び降りそうな塩あん梅ばいである。いやそこまで必死になってご飯を作ってもらわなくても。嫌ならやらなくても構わないよ。

「いいって」

「でも……」

「なんかさ、水み琴ことがカレーばっかり作って、余ってるんだ。あれ食べないと」

「そう……ですか……」

「会長もカレーうどんとか作ったしさー。食事係がこれ以上増えんのも……」

　紅音は俺の言うことを聞いていなかった。どんどんしおれていったのだ。まさに青菜に塩。水分足りないのかな。

　彼女は全身からオーラが抜けていたが、俺はそれどころじゃなかった。金がない事実には変わりがない。よく考えてみると食事を作ってもらっているのに文無しってことは、よほど無駄遣いをしてるってことかもしれぬ。確かに臓物アニマルグッズは予想以上に高かった。

　悩んでいると、別方向からクラスメートがやってきた。

「瀬せ能のうさん瀬能さん」

　薄笑いを浮かべているのは委員長さん。眼鏡の似合う女の子である。

「小耳に挟んだのですが、お金に不自由してるようですね」

「うん……」

　俺おれは声のトーンを落とした。今の俺の外見は完全に女なのだが、声だけは男の時と同じで変化がないのだ。いつもの調子で喋しやべっていると疑われてしまう。

「いい話があるんです」

　俺は警戒しながら近寄った。

「……なに？」

　委員長さんはしわくちゃになったコピー用紙を差し出してきた。俺は眉まゆ根ねを顰ひそめながら文面を読む。

「……クラブ『碧みどり』、接客スタッフ募集中……」

「どうですか」












「これ……キャバクラの募集広告……！」

　なに考えてんだ。こら、俺おれは高校生だぞ。

　委員長さんはにこにこしている。多分、いや、きっと本気だ。本気で俺をキャバ嬢にしようとしているのだ。

「瀬せ能のうさんなら綺き麗れいですから、すぐにナンバーワンになれます」

「そうじゃなくて……！」

「お金も儲もうかりますよ」

　糞くそ。どうせそこらが理由だろう。俺にだけ金を稼がせるのではなく、店に紹介することでマージンを受け取るに違いない。一種の合法的な人身売買だ。

　委員長さんは可愛かわいらしい外見のくせに、どうも生臭いことを好む。クラスの他の娘こたちも、「世間とはちょっとずれた感覚」をしているのだ。

　俺の想像していた女子高生とは明らかに違う。別に俺でなくたってそうだろう。これは文化祭でのことだが、このクラスは「メイドのようなもの喫きつ茶さ」を営業していた。普通は「メイド喫茶」だろ。なんで「ようなもの」をつけるんだよ。

「なにー？　ナツルたんキャバクラで働くの？」

「時給換算で三千円です。いい商売ですね」

　クラスの女子が二人、どこからか近寄ってきた。

　明るい声で、馴なれ馴なれしく俺の肩に手をかけているのが副委員長さん。俺を「たん」づけで呼ぶのは日本広しといえどこの娘だけ。電卓叩たたいてろくなことを言わないのが会計さん。無表情な割には頭の回転が速く、損得勘定に長たけている。

　この三人が二年四組を牛耳っていた。権力闘争があったわけじゃなくて、必要以上に目立っているわけなんだが。

「そんなことしない……！」

　俺はあまり声を張り上げないよう気をつけつつ、文句を言った。

「キャバクラなんて……」

「なんだよー。ナツルたんなら絶対売れっ子なのに」

「バンスもうまくすれば一千万はいきます」

　勝手なことばかり言いやがる。ちなみにバンスとは前借り金のことだそうだ。あとで知った。

「興味ないから……」

　興味があったところで、それは男の俺の話だ。就職したら試しに行ってもいいけど。

　委員長さんはまだ不敵な笑みを浮かべていた。

「実はですねナツルさん」

　声を潜めている。時々眼鏡が怪しく光るんだが、発光ダイオードでも仕込んでいるのか。

「他にもいい話があるんです。文化祭のこと覚えていますよね」

「うん……」

　個人的には忘れたい。「メイドのようなもの喫きつ茶さ」で働かされたせいで、俺おれの心にはちょっとしたトラウマが残っていた。メイド服なんか二度と着ねえぞ。

「それが……？」

「実はお店に私の姉が来てまして」

「は……」

　虚を突かれた。しばし思考が停止する。委員長さんにお姉さんがいたというのが驚きだ。いや、よく考えたら姉妹がいて不思議ってことはないんだが、なんとなく一人っ子だと思っていた。

「姉は水商売を経営しておりまして、都内にクラブのグループ企業を持っているのです。さっきのチラシもそれ」

　なるほどね。手際がいいと思ったぜ。

「その姉が文化祭の『メイドのようなもの喫茶』を大変気に入ってまして、ぜひもっとあんな気分を味わってみたいと」

「はあ」

「それでナツルさんをぜひ」

「……反対」

　俺はそれ以上言われる前に拒絶した。委員長さんが「どうして」と言いたげな顔をしている。

　どうしてもこうしてもない。ようするに俺にメイド服を着せて、給仕をさせるってことだろう。やなこった。メイドどころか、こっちはファミレスでのバイトだってしたくないんだ。ましてや人んちで、ロハなんだろ。

　紅あか音ねはなんとなく不安そうに俺を見ている。委員長さんは再び、

「メイドをして欲しいわけではありません。メイドのような格好をして欲しいのです」

「同じ」

「そう言わないで。日当は出ます」

「やだ」

　日当には大変心引かれたが、俺は委員長さんにそれ以上言わせなかった。この人は口が上う手まい。それに他の二人まで加勢してきそうな勢いだ。見ろ、会計さんが電卓を叩たたき出したぞ。

　しかしなんでこの娘こたちは、こうも俺おれにちょっかいをかけるのだ。こっちは男と女の二足のわらじを履いていることもあって、とにかく目立たないようにしたいというのに、委員長さんたちのおかげで嫌でも脚光を浴びている。

　なおもメイドだホステスだと騒ぐ彼女たちを無視して、俺は教室から出た。どこかに行くあてがあるわけもなく、とりあえず校庭の隅でうずくまっているつもりだった。まるで虫だな。

「あの……」

　歩こうとした俺を、か細い声が押しとどめる。ん？

「あの……ナツルさん……」

　振り返ると、紅あか音ねがいた。

「えと……さっきの話なんですけど」

「どうしたの？」

　俺は一応遠慮しながら聞き返した。声が他に漏れたらやばい。

「委員長さんの……お姉さんのことなんですけど……。ナツルさん……」

「やらないって」

「あ、あたしもそう思ったんです。だから訊きいても駄目ですって言ったんですけど……」

「ん？　ちょっと待った。なになに？」

　なんか話が変だ。訊いたってなにさ。

　紅音ははっとして、急いで言い直した。

「ご、ごめんなさいっ。あのですね、ナツルさんが学校に来る前に、委員長さんに相談されてたんです。お姉さんのこと……」

「へえ……」

「委員長さんだけじゃなくて、副委員長さんと会計さんもいて……えと、それで、『メイドのようなもの喫きつ茶さ』を出張したいってことだったんです。そこで、あ、あたしにもメイドの格好しないかって……」

「……やるの？」

　そっと訊いたつもりだったんだが、彼女は大いに慌てだした。

「えっ……あ、あたしそんなことは……メイド服もちょっといいかなって……そんなことは……その、えっとですね……！」

　俺はあえて声をかけず、落ち着くのを待った。どうも女の子っていうのは可愛かわいい格好にはすべからく興味があるらしい。ぴんとこない話だ。

「……それであたし、やることになっちゃったんです。む……無理矢理ですよ無理矢理……でも、やっぱり一人じゃやだから他の人もって言ったら、ナツルさんに……」

「……えーっと、俺おれにやって欲しいの？」

「はい……？」

「いや、紅あか音ねちゃんは」

　彼女はもじもじしつつ、小さな声で答えた。

「一緒がいいです……」

　紅音は申し訳なさそうにしていた。

　なーるほど。どうも委員長さんに狙ねらい撃ちされてると思ったら、こういうことだったか。副委員長さんと会計さんがやってきたのも理解できる。俺のことは織り込み済みなんだな。

「どうでしょう……」

　彼女は上目遣いで見つめてきた。むー、なんかぞくぞくするものがあるな。

　俺の性的嗜し好こうはともかく、おいそれと承諾はできんだろう。なにしろあの委員長さんのお姉さんだ。どんな人だか分かったもんじゃない。

　返事をためらっていると、不意に紅音が目をしばたたかせた。しかも、目線を俺の背後に移している。

　嫌な予感がしたので後ろを向く。

　そこには委員長さんに副委員長さんがにやにやしながら立っていた。会計さんもいるが、この娘こは滅多に笑わない。

「結局やるのですね」

「ナツルたんは断れないからなー」

「マネージメントを任せてもらえれば、賃上げ交渉を引き受けますが」

　俺は瞬時に理解した。これは多分、はじめっから俺目当てだったんだ。あえて先に紅音と話をつけ、手順を踏みつつ俺を説得にかかる。将を射んと欲すれば、まず牛からってやつだ。たぬきだっけ？

　どっちでもいい。とにかく俺は委員長さんたちの手に乗せられているってことだ。

「……」

　返答しないでいると、委員長さんの眼鏡が光った。

「すでに瀬せ能のうさんのメイド服は準備しております。替えも含めてちゃんと」

「またそんな……」

「友人の美み嶋しまさんは参加するのですよ」

　背中に紅音の視線が刺さる。

　もはや逃げ道はなかった。どうせこのことも全て、計算済みだったんだろう。従うのも釈然としないが、白旗以外のものが用意されていなかった。

　一応抵抗のため、むすっとしながらうなずいた。

　にっこりとする委員長さん。

「ありがとうございます。姉も喜びます」

「いえーい。ナツルたんのメイド服がまた見られるー」

「服のレンタル料は請求しませんから」

　またお前が用意したのか。

　委員長さんは手帳になにやら書き込んでいた。

「今度の日曜日です。場所はあとで知らせます。あと、お客さんが来ますから」

「え……？」

　客は俺おれだろうと言おうとして思いとどまった。そうかメイドだった。

「何人か招待しますから、給仕をお願いします」

「なんで」

　そんなことまで、と抗議しようとして止めた。言っても意味はない。

　メイドだから、だよな。





　　○






　なんつーか女子部に絶望したので、俺は昼休みを待って男子部へ行った。ま、毎回女には絶望してんだけどさ。

　男に戻って男子部二年四組に顔を出す。中の連中はちらっと俺を見るが、「またか」って感じでそれ以上反応しない。冷たい気もするが俺にはありがたい。女子部の興奮ぶりがおかしいのだ。おかげで「遅刻大魔王」の異名をつけられてしまったが、それくらい甘受するわい。

　唯一寄ってきたクラスメートがいて、それが東ひがし田だだった。

「よおナツル、遅い出勤だな」

「俺くらいになると重役出勤が許されてんだよ」

「許されるわけねえだろ。生活指導の工く藤どうがお前のことを探してたぞ」

「げ」

　俺はうめいた。工藤はどこにでもいがちな熱血教師で、学校の枠からはみ出る存在を厳しく取り締まっている。俺の場合ははっきり言ってはみ出すぎ──だって半分しか男子部にいねえんだぜ──なので、このところ狙ねらわれているのだ。もっとも一部にはいい先生だという評判もある。確かに、熱意と性格は両立するものだしな。

　まあいいや。雫しずくに圧力を掛けてもらおう。俺おれを両刀遣い（この使い方であってるのか？）にしたのは生徒会長様だ。権力でなんとかせい。

「それとな」

　東ひがし田だは制服の袖そでを摑つかんだ。

「離せよ、気持ち悪わりぃな」

「聞けよ。美少女同好会のメンバーから連絡が入ったんだ」

「まだあんなのやってんのか」

「お前は顧問だぞ。知ってるか。実は美少女同好会には名誉会長がいる」

　俺が特別顧問で誰だれだか知らん人が名誉会長か。手広いな。

　馬ば鹿かにする癖がついているが、実際この美少女同好会とやらは大きい。男子部だけではなく女子部にも会員がおり、東田曰いわく「鉄の掟おきてで結ばれている」んだそうな。星せい鐵てつ学院女子部の詳細なデータが残されているのは、ひとえにこの連中のおかげである。数ある地下部活動の中でもトップスリーに入るだろう。当然予算も潤じゆん沢たく。特に文化祭での写真集の売り上げが大きかったらしい。写真集では女子部の瀬せ能のうさんとやらが人気者で、俺の頭痛の原因でもある。

「最高幹部の一人から連絡が入ったんだ。名誉会長がうちの文化祭に来たんだが」

「そりゃ初耳だ」

「情報統制を敷しいていたからな。学校にバレたら組織全部が駄目になる。組織の全ぜん貌ぼうは知られないようになってんだ。俺にも全ては分からない」

　まるでナチス占領下のフランスレジスタンスだね。

「そんでその冒険小説みたいなのがどうした」

「名誉会長は、女子部でやっていた『メイドのようなもの喫きつ茶さ』が気に入ったらしい」

「……」

　俺は返す言葉をなくしていた。東田さん、今なんとおっしゃいました。

　馬鹿と欲が血管に流れている男は、わざとらしく俺の耳に口を近づけた。

「あの喫茶店、女子部の二年四組がやっていただろ。あそこの委員長が最高幹部の一人なんだ」

　俺はなにも言わない。まったく不思議じゃなかったからだ。

「委員長の姉が名誉会長なんだよ。『メイドのようなもの喫茶』をすげー喜んで、個人的に体験したいと思ったらしい。なにしろ名誉会長だ、断れん」

「そりゃそうかもしれねえけど、なんで美少女同好会が仕切るんだよ」

「女子部の二年四組と美少女同好会は深く繫つながっている。写真集の売り上げも、あそこの協力があってこそだ」

　ああそうだろうな。会計さんなんか、ノートパソコン開いて表計算ソフトを数字で埋め尽くしていたからな。

「でも『メイドのようなもの喫きつ茶さ』なら、女子部だけでやってたじゃねえか。俺おれたちになんの関係があるんだ」

　俺は関係あるけど。

「あるんだよ。委員長が最高幹部だと言っただろ。名誉会長の家に、俺たち美少女同好会が客として招かれることになったんだ。パーティーだよパーティー」

　なんだそりゃ。どんな道楽なんだ。

　こっちは頭がひどく痛んできたってのに、大おお馬ば鹿か野郎の顔は買ってきたばかりの蛍光灯みたいに輝いていた。

　実に楽しそうな話ですな。他ひ人とんちのパーティーに招かれて、しかもメイドまでいるんだ。男にとってはさぞ至福だろう。女にとっても面白いだろうな。

　だが東ひがし田だは知らないことだが、俺はメイド役で出ろと言われているのだ。楽しさなんてまったくない。接待される側じゃなくてする側。労働に勤いそしむんだよ。

「もちろん俺は出席するつもりだ」

「そりゃよかったな」

　東田が俺の肩に手を添える。

「お前の席も確保した」

「はあ!?」

　つい大声を出しちまった。この馬ば鹿か、いくら知らないこととはいえ。

「瀬せ能のうも特別顧問として参加できるようお願いしておいた。感謝してくれ」

「誰だれがするか！　行くつもりなんかねえぞ」

「恥ずかしがるなよ。メイドったって、女子部の女たちだ。緊張することはない」

「行きたくねえんだよ！　用事があんだ！」

「用事をキャンセルしろ。一生に一回、あるかないかだぞ」

　なに言ってやがる。一回でも多すぎるくらいだ。

　なおも俺は「重要な用事だ」「抜けられない」「すっぽかしたら呪のろわれる」と言い続けたが、東田は「出席すればみんなが幸せになる」と宗教めいたことを告げて打ち切った。こいつもいったんこうだと決めたら、他のことが見えなくなる手合いか。

　俺おれは頭を抱えたくなるのを、懸命にこらえた。女の俺が出席しなきゃならんのに、男の俺まで出させられるのか。なんでこうなるんだ。

　そこまで考え、顔から血の気が引いた。同じ場所に、俺が二人ってことじゃないか。不可能だろそれ。どうやったらそんなことができるんだ。俺が給仕して俺が接待されるなんて、絶対無理だろ。

　なにがなんでもどちらかを休まないと。俺は東ひがし田だを捕まえようとしたが、無情にもチャイムが鳴り、どこで待っていたのか素早く工く藤どうが入ってきた。

　そうかこれから保健の時間か。工藤は俺をじろりと睨にらみ、「早く席に着け」と言った。

　色んな意味で絶望的だ。俺は愛想笑いを浮かべ、せめて生活指導室に呼ばれないよう、真面目まじめな生徒になるしかなかった。
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　家に帰ってから俺は、紅あか音ねに電話して「相談がある」と告げた。彼女は即座に「分かりました。すぐ行きます」と返答した。声が弾んでいたみたいだったけど、俺んち来るのがそんなに楽しいのかな。掃除してないのに。

　彼女が来るより前に、俺はことの顚てん末まつを報告することにした。誰だれに？　我が家に居候しているぬいぐるみに、である。

　机の上に鎮座しているアイパッチをつけたトラのぬいぐるみに、俺は今日起こったことを話した。

「あははは」

　そいつは楽しそうに笑いやがった。

「そりゃ災難ですね。しょうがない」

　今さらもったいつけて紹介することもないだろう。臓物アニマルの一シリーズ、ハラキリトラである。腹部から飛びだしている内臓がシュール。作っているメーカーは「子供たちの未来のため」ってのをキャッチフレーズにしているらしいが、トラウマでも植え付ける気か？

「しょうがないですむか」

　俺はいらいらしながら言った。

「身体からだは一つしかないのに、二人で出なきゃなんなくなったんだぞ」

「どうするんです」

「それを相談するんだよ」

　玄関でごとごと音がする。紅あか音ねが来たらしい。

　俺おれは一階まで降りていって戸を開けた。彼女はぺこりと頭を下げた。

　礼儀正しい娘こである。これが水み琴ことになるとマリンバみたいに扉を叩たたくか、音も立てずに錠前破りをする。

　とりあえず二階に上がってもらった。ハラキリトラと同じように説明する。ただし女子部であったことは省略。

　彼女は笑ったりせず、ただただ驚いていた。

「そんなことが……ナツルさん……男のナツルさんが」

「うん。行かなきゃ」

「メイドの方は、どうするんですか」

「どうしよう」

　俺だけでは思いつかないのである。その相談のために、来てもらったのだから。

　うんうんうなる俺の前で、紅音は一緒になって悩んでくれた。つくづくいい娘である。この場にはいないが雫しずくなんかとは大違いだ。あいつはきっと苦く悶もんする俺を酒の肴さかなにする。これで紅音が沙さ倉くらさんと仲がよかったらもっといいのに。

「ナツルさん……男のナツルさんも女のナツルさんも、どちらも休むのは」

「それやったら、紅音ちゃんが嫌じゃない？」

「はい……」

「なんか別の手段が欲しい……たとえば、女の俺の身代わりを立てるとか」

「女のナツルさんそっくりの人って、いるんですか」

「……いないか」

　いるかもしれないけど、今から探して説得して連れてくるには時間がなさ過ぎる。

「諦あきらめて、全部話したらどうです？」

　ハラキリトラがいい加減なことを言った。

「なんだその自爆テロみたいな方法は」

「もしかしたら皆さんびっくりして、受け入れてくれるかもしれませんよ」

「普通はドン引きだよ」

　男だけど女になりますなんて、誰だれが信じるんだ。信じられたとしても翌日から俺は珍獣扱いで、旭あさひ川かわ動物園で生態もろとも展示されてしまうだろう。だいたい、そんなことしたらモデレーターが黙っちゃいないだろうに。このぬいぐるみは後先を考えていない。

　恐る恐る、紅音が喋しやべった。

「あの……やっぱり出るしかないんじゃないかって思うんです」

「そりゃそうなんだけど」

「途中で入れ替わるとか駄目なんですか」

　どうやるんだ。

　紅あか音ねが唇を舌で濡ぬらす。

「男のナツルさんも出て、女のナツルさんもメイドの格好をするしかないかなって……。タイミングを計って入れ替わるしか」

「乱暴な方法だなあ」

「でも他にありませんから」

　そりゃそうだ。いいやり方なんかないし、仮にあっても時間がない。

　でもこれってやけに綱渡りだ。同じ場所同時刻に同じ人間が二人存在できるわけないのに、無理矢理やろうって話である。デビッド・カッパーフィールドのマジックか。なんか俺おればっかり苦労するし。せめて東ひがし田だとか委員長さんに負担を押しつけてえなあ。

　それからも考えてみたが、いい方法は思いつかない。結局なし崩し的に、紅音の案でいくことになってしまった。
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　日曜日。

　天気がどうだったか覚えてない。雨が降ってなかったから、きっといい天気だったんじゃねえの。爆弾が降ってこなけりゃどうだっていい。

　すさんだ感情を胸に秘め、俺は委員長さんのお姉さんの家に行った。迎えの車とか来ねえかなと思ったが別になく、仕方がないので電車を使った。旅行用のでかい鞄かばんをぶら下げてＪＲの客となる。

　格好は女である。最初は途中まで男の姿で行って、駅のトイレで女になるかと思ったが、人目が多いので断念した。なので自宅で変身したのだが、これもまた家を出るところを近所のおばさんあたりに目撃されると話がややこしくなるので気を遣う。まったく、ケンプファーになってこの方、ろくなことがない。

　途中で紅音と合流。降りた駅では委員長さんが待っていた。

「ようこそ」

　は。どうも。

「私が案内しますから……瀬せ能のうさん、大きな鞄かばんですね」

「う……うん」

　ぎゅっと抱きしめる。中を見られると色々まずい。

「なにが入っているんですか」

「化粧品とか……」

　そんなものは入ってない。もっと別なの。

　委員長さんは追求せず、先導した。

「こっちです」

　歩くのか、と思ったらタクシーだった。おいおい、豪勢だな。

　閑静な住宅街へ。静かな通りに、ぽつんぽつんと屋根が見える。地価のせいで東京都内には狭苦しい家かマンションしかないと思われがちだが、あまり報道されていないだけで、でかい家もちゃんとある。このあたりはまさにそうだった。

　タクシーを降りて、鉄てつ柵さくで仕切られた門をくぐる。なんだよ門って。俺おれんちはすぐ玄関だぞ。

　旅館みたいなでかさの屋敷に入ると、大人しそうなご婦人が出迎えてくれた。

「よく来てくれました。この娘この姉です」

　委員長さんのお姉さんは、優雅に腰を折る。おお、なんか良家の若奥様風だ。

「わがままを聞いてくださってありがとうございます。こちらへどうぞ」

　絨じゆう毯たんの敷しかれた廊下を歩く。俺は委員長さんをちょんちょんと突いた。

「……あの人がお姉さん？」

「そうですよ」

「旦だん那なさんは……」

「姉は独身です」

　そうなのか。なんか結婚してると思っちまったぜ。そんな物腰だった。俺はなおも訊きく。

「水商売のオーナーに見えない……」

「皆さん同じこと言いますけど、商売と私生活は別だそうです」

「美少女同好会の名誉会長にも……」

「そっちはそっちで……」

　委員長さんはまじまじと俺の顔を見た。

「瀬能さん、どこでその話を？」

　俺は慌てて口をつぐむ。やべえ、東ひがし田だから聞いたのは、男の俺だった。

　とりあえず、「なんとなく、風の噂うわさで」とごまかした。こんな噂がそうそう流れるとも思わないが、黙るよりはまし。

　畳の部屋に通された。お姉さんは「しばらくお待ちください」とだけ言い残して去っていく。

　室内には、副委員長さんと会計さんがいた。

「おー、ナツルたんと紅あか音ねちゃんだ。いえー」

「遅刻です。日当から引かれてしまいますよ」

　息のあったコンビだ。余計なことを言うが。

　部屋の奥には簡素なハンガーがあって、メイド服がずらり並んでいた。副委員長さんが近づく。

「ほらほら見てみて。文化祭の服からもっとグレードアップしたの。生地も縫ほう製せいもいいやつなんだよ」

　そうだろうな。ここから見ても質がいいことが分かる。

「ナツルたんの服も、もっとエロくなってるからね」

　……今のは聞かなかったことにしよう。

　俺おれは委員長さんに、さりげなさを装いつつ訊きいた。

「お客さんは……」

「もうすぐ来るはずです」

　彼女は腕時計で確認をしていた。

「どんな人が……」

「言ってませんでしたか。男子部の人たちです」

　腹に重いものが出現する。やっぱりか。なんらかの奇跡が起こって東ひがし田だたちが来なければいいと願っていたが、そうもいかない。運命の神様は俺が嫌いらしい。

「将来メイド喫きつ茶さの客になる可能性も高いので、リサーチも兼ねたいと姉が言ってまして」

　俺はそれ以上聞かず、紅音に目配せした。

「あ……あの、委員長さんっ」

　紅音はさも我慢しきれないように言った。

「お手洗い、貸してもらえませんか」

「あの、俺……私も」

　小さく手を上げる。委員長さんは特に疑いもせず、トイレまで案内してくれた。

　男女別にこそなっていないが、小こ綺ぎ麗れいな洗面台までついている大変豪華なものであった。もしかして便器が金ぴかなんじゃないかと考えたが、さすがにそれはない。

「ナツルさん、早く……」

　いかん。用足しに来たわけじゃないのだ。鞄かばんのチャックを開く。

　中に入っているのは男物の服である。今着ているのと色の違うジーンズにシャツ、上着。靴を確認したが、ちゃんと入っていた。これは見落としがちなのだ。靴が二足なければ怪しまれる。

　手早く服を脱いだ。やけに大きい二つの脂肪があらわになったが、今は恥ずかしがっている場合ではない。

「紅あか音ねちゃん、トイレに入って」

「え……」

「男に戻るから」

　変身し終えたら男のままで裸となるのだ。

　紅音は何故かもじもじしたあと、残念そうにトイレへ入る。なんだそれ。

　右腕に力を込めた。ブルーの誓約の腕輪が輝き、全身に光が回る。

　男に戻った。服を着る。

「いいよ」

　紅音はトイレから出てきて、「……もう着替えたんですか」と言った。そりゃ着替えるよ。それより外はどうなっているのだ。

　まず彼女が廊下に出る。誰だれもいないことを確認してから俺おれも洗面所から抜け出た。

　音を立てないように苦労しながら走る。

「この家、監視カメラとかないよな」

「……多分」

　多分なのか。俺にも分からんけど。

　入ってきたのと逆のルートをたどり、玄関から外に出る。幸い誰にも会わなかった。

　門から抜け出すときは、さすがにこそこそした。もっと堂々としててもよかったんだろうけど、そこは気分の問題。

「……ナツルさん！　あっち」

　紅音が道路の先を指さす。男子部の見慣れたツラが、こっちに歩いてきていた。

「紅音ちゃんは早く戻って」

「は、はい」

「それと委員長さんになにか言われたら、打ち合わせたとおりに」

「はい。ナツルさんお元気で」

　なんか戦場に行くみたいじゃないか。似てるかもしれないけどさ。

　紅音は足をもつらせながら屋敷に戻っていく。「きゃー」とか悲鳴が上がったところをみると転んだらしい。怪け我がしてないといいな。

　俺おれは呼吸を整え、やってきた東ひがし田だに手を上げた。

「よー。遅いな」

「遅くねえだろ」

　東田は携帯電話の時刻を眺ながめていた。

「早めに来たんだぞ。瀬せ能のうはいつからいたんだよ」

「三十分くらい前だな」

　馬ば鹿かがにやりとする。

「早いな。そんなにメイドの接待を受けたいのか。あれだけ嫌がっていたくせに」

「うるせえ。事情があったんだよ」

「ごまかすなごまかすな」

　わははと笑ってやがる。いいよな、なにも知らないやつは。頭に花を咲かせられて。

　東田以外の面々は、同じクラスの半はん澤ざわに、あとは名前を知らない連中。美少女同好会のメンバーなんだろう。何人かはスポーツ関係の部活にいる顔だから、思ったよりも広く浸透しているようだ。

「瀬能君！」

　なにを思ったか、東田と半澤以外のやつらが整列して頭を下げた。ぎょっとする俺。

「特別顧問にお会いできて光栄です！」

「よろしくお願いします！」

　こら待て。なに考えてんだ道の真ん中で。

　土下座せんばかりに頭を下げる連中と腰が引けてる俺。タクシーの運ちゃんが興味深げに眺めている。宗教かヤクザの出所祝いに見えただろうな。

「あんまり派手なことはすんな」

　半澤が手を叩たたきながら言う。

「瀬能はあまり活動していないが、女子部の動向に詳しく、アドバイスも的確だ。写真集の売り上げアップもこいつのおかげ。感謝の気持ちだけは忘れないように」

「はい！」

　わー。なんか知らんけどこっ恥ずかしい。美少女同好会って体育会系だったんだー。

　と思ったら今度はてんでバラバラなことを喋しやべり出す。俺どころか隣の話すら聞こうとしない。あ、やっぱり文化系だ。

　しょうがないんで俺が「こっち」と伝えて先導することにした。一同は、バラバラになりながらついてくる。

　邸内に入る。ふらふらと落ち着きなく歩き回るやつらをまとめるのにはコツがいった。ああ面倒くせえ。東ひがし田だと半はん澤ざわもこういうことにはあまり役に立たず、俺おれが「ちゃんと並べ。静かにしろ」と言わなきゃならない。

　やたらと重い扉を開ける。

「いらっしゃいませ」

「いらっしゃいませ」

　俺が来たときと違い、いきなり丁寧な挨あい拶さつで迎えられた。

　そこにいたのはメイド服を着た女の子たち。委員長さんに副委員長さんに会計さん。日ひ頃ごろはいい加減で男が幻滅するようなことばかりやってる人たちが、きちんともてなしている。

　東田たちもぽかん……としてなかった。それどころか知らない間に服の乱みだれを直し、ちゃんと並んでいる。なにこの変わり身。

「いらっしゃいませお客様。どうぞこちらへ」

　委員長さんが優雅な手つきで招き入れる。

「は、ども……」

　なんでか俺が恐縮してしまった。文化祭のときもそうだったけど、この人たちの化けっぷりにはついていけない。

　彼女はにこりとした。いつもは絶対見せないとろけるような笑顔だ。

「男子部の瀬せ能のうさんですね。はじめまして」

「……ども、瀬能ナツルです」

　俺にしてみれば白々しいやりとりだ。

「お噂うわさはかねがね」

　かねがねって、なにを聞いているんだろう。美少女同好会の最高幹部だっていうから、東田からろくでもないことを吹き込まれているんだろうな。

「本当に、女子の瀬能さんと同じ名前なんですね」

「よく言われるけど」

　同一人物だし。

「声も似てますね。瀬能さんってとってもハスキーなんですよ」

　む。ちとやばいか。あまり喋しやべらない方がいいかもしれない。

　返事をしようかどうかためらっていると、背後から東田が馬ば鹿か声ごえを上げた。

「女のナツルちゃんは？」

「いるんですけど……」

　委員長さんが周囲を見回した。

「まだ出てきてないみたいですね。お手洗いに行ったままなんです」

　これは俺おれが考えておいた噓うそだ。具合が悪くてトイレに閉じこもりがちってことにするつもりなのだ。こうでもしないと、無理がありすぎる。

「トイレ？」

「便秘と生理痛が同時に来て、あと脱だつ肛こう気味だそうです」

　ちょっと待て。

「そりゃ大変そうだ……」

　東ひがし田だが気の毒そうに言いやがった。いやいや、俺も知らねえぞ。

「ええ。持病があるなんて知りませんでした。あと精神錯さく乱らんの気もあるので、時々変なことを口走るかもしれないと」

「んー、美少女キャラにしては、ちょっとネガティブだなあ」

　うるせえよ馬ば鹿か。

　俺は紅あか音ねを探したがどこにもいない。こらどこ行った。いくらなんでも、他に言い訳の方法があるだろうって思うのだが。

「瀬せ能のうさん、どうしました？」

　いきなり委員長さんに声をかけられ、ぎょっとした。

「いや、なんでも……。ええっと、美み嶋しまさんは」

「美嶋さんは、食堂で準備しています。でも……」

　彼女は首をかしげた。

「よくいるってご存じですね」

　俺は急いで付け加える。

「いやまあ、なんとなく」

「女子部のことに、かなりお詳しい様子」

「そりゃもう、特別顧問だから」

　東田が陽気な面持ちで、会話に加わってきた。

「瀬能は独自ルートで女子部の情報を摑つかんでるからね。美少女同好会の切り札だよ」

「さすがですね。これは幹部会でも取り上げないと」

「最高幹部へ引き上げるべきだと思うな」

　俺はそうは思わねえよ。ていうか、関わりたくないよ。なにもしてないのに、地位だけがどんどん上がっていくのは何故なんだ。

　俺たちは食堂へと案内された。どうしてか俺が先頭。こいつらのまとめ役とでも思われているのか。

　なんで食堂かというと、「メイドさんに給仕してもらってご飯が食べたい」という、贅ぜい沢たくなんだか貧乏くさいんだか分からない欲求による。これを素直に実行するんだから、委員長さんのお姉さんも分からん人だよな。商売上のリサーチも兼ねているらしいんだが。

　中には紅あか音ねがいた、俺おれたちを見て慌てて頭を下げる。

「い……いらっしゃいませ」

　あんまり急がない方がいいぞ。ほら、裾すそを踏んづけた。

　床に転がる紅音に手を貸しつつ、俺は囁ささやく。

「俺の着替えは？」

「お手洗いの……洗面室の上の棚です……」

　とりあえず、すぐにはバレないところに隠してくれたらしい。ついでに脱だつ肛こうのことも言おうとしたが、彼女は委員長さんに呼ばれて離れていった。

　メイドどもが客を席に案内する。この女の子たちには、「ども」って表現がぴったりだと思うんだ。

　俺のことは会計さんが案内してくれた。この娘こ、どういうつもりか俺の顔を見ようとしない。メイドがそれでいいのか。格好は可愛かわいいんだけど。

　隣では委員長さんが、声を小さくして紅音になにか喋しやべっていた。

「瀬せ能のうさんはまだ？」

「え……は、はい。具合がよくないらしくて……」

　俺はわざとらしく咳払いし、会計さんに、

「ごめん、ちょっとトイレに」

「ご案内します」

「いいよ。分か……一人で探すから」

　危ない危ない。また余計なことを口にして、疑われるところだった。なんか会計さんの目の奥が光った気もしたが、見なかったことにしておく。

　食堂を出るなり走る。トイレに飛び込んで変身。女の俺へ。

　棚からでかいバッグを下ろし、メイド服を取り出す。

　一瞬、また着なきゃならんのかと絶望感に襲われたが、我慢するしかない。急げナツル。早く着替えるのだ。

　着用して全身をチェック。同時に俺はひっくり返りそうになった。

　なんだこれは。肩はがばっと空いてるわ背中は丸見えだわスカートは短いわ、これメイドなのか？　バニーガールにスカート穿はかせただけじゃねえのか。

　副委員長さんが言ってたとおり、無駄にエロい。ホワイトブリムも被かぶるから、一応メイドなんだろう。ウサギ耳だったら完全にバニーさんだ。

　ハイヒールまで入ってやがる。こんなんで人前に出るのかよ。しかし時間がない。

　俺おれは無茶苦茶恥ずかしい気分を抑えて、食堂へ駆け戻った。一いつ旦たん深呼吸をして息を整え、それから扉を開ける。

　おお、との歓声が、静かに沸き起こった。

　野郎どもの視線が俺に集中している。メイドを見るというより動物園で珍獣を観察しているみたいだ。こんな格好ならそうなるよな。

　俺は視線を避けようと、腰を折った。

「遅れて申し訳ありません。いらっしゃいませお客様」

　屈辱を押し殺して挨あい拶さつ。こんな台詞せりふがすらすら出てくるのは、文化祭での訓練のたまものだろう。世の中なにが役に立つか分からない。

「瀬せ能のうさん、こちらのお客様についてください」

　委員長さんが指示した。ちなみにご主人様ではなくお客様なのは、主人はあくまで委員長さんのお姉さんだからである。感心したが、なんでこんな設定ばっかり細かいんだ。

　で、つけと言われた客がよりによって東ひがし田だだった。

　このアホンダラは、満面の笑みを浮かべていた。

「やあナツルちゃん。久しぶり」

　俺もにっこりと笑みを返す。馴なれ馴なれしい口調で言われるとさすがに「このアホ」と殴りたくなってくるが、ここは我慢。なにしろクラスメートですからね。

「文化祭以来だね」

「ええ」

「会いたかったんだ。あれが楽しくて」

「ありがとうございます……」

「今日はよろしくお願い」

「はい」

　とにかく口数は少なめにせにゃならん。バレたらどうなることやら。

　やつは左側の空席を見つつ、

「ここにさあ、男の瀬能がいるんだけど」

　知ってます。

「今トイレにいるんだよね。ナツルちゃん、こいつの面倒もお願いできるかな」

「え……」

　委員長さんをちらっとうかがったが、なんか普通にうなずいていた。

「瀬せ能のうさん、男子の瀬能さんも担当してください」

「でも……」

「今はお手洗いだそうです」

　東ひがし田だは「こいつ人畜無害だから大丈夫だよ」なんて言うが、そうじゃねえ。なんで自分で自分の給仕をするんだ。それじゃセルフサービスかバイキングじゃねえか。

　もちろんこんな悩みなんか、ここの人たちは知らない。紅あか音ねはと見ると、聞いていたらしくおろおろしている。これはこれで役に立たない。

　俺おれは泣きたくなるのをぐっと堪こらえていた。心なしか肩のあたりが寒い。むき出しだからか。

　最後になって委員長さんのお姉さんがやってきた。なんか雰囲気がこの家の主人っぽい。あとで聞いたところ実際にこの家はお姉さん名義で、なんでもどっかのＩＴ社長の持ち家だったのだが、銀行の抵当に入っており競売にかけられ、格安で手に入ったとのことだった。

「こんにちは皆さん」

　改めて挨あい拶さつをしている。俺たちメイドは直立不動。












「わたくしのわがままを聞いてくださってありがとうございます。今日はゆっくり楽しんでいってください」

　副委員長さんが厨ちゆう房ぼうからワゴンを運んできた。食事といっても昼すぎなんで、軽食と飲み物である。

　委員長さんがめくばせ。俺おれを含む女の子たちはワゴンから紅茶セットを取り上げた。カップにティーポットが人数分用意されている。なんと葉っぱまで事前にアンケートを取って、各人の好みに合わせるという凝りようだ。

　俺は笑顔を崩さないように気をつけながら、東ひがし田だの前に置いた。やつはにこにこしている。幸福なのはいいことだ。これで俺の正体を知ったらどうなるんだろう。

　あらかじめ茶葉を蒸らしてあるポットの取っ手を、やけどしないようナプキンで包み、泡立てないようにゆっくりとカップに注ぐ。

「お砂糖はどうなさいますか」

「一さじで」

　銀色のスプーンで、シュガーポットからすくう。ポットごとぶち込んでやろうかとも考えたが、さすがに過激すぎた。中に入れてかき混ぜるのもメイドの役。

　レモンとミルクを脇わきに置く。こっちはお好みでどーぞ。

　隣の空席にもカップとティーポットを並べる。

「あら……」

　と言ったのは委員長さんのお姉さんだった。

「そちらの方は？」

「男子の瀬せ能のうナツルです」

「あの特別顧問の」

　東田の返事に、お姉さんは「ああ、あの」という顔をしていた。ええっ、俺ってそんなに有名なの。

「席を外しています。迷ってるのかな」

「特別顧問がいないのでは、はじめるわけにはいきませんね」

　いえそんな、遠慮なくやって欲しいんですけど。

「帰ってくるまで待ちましょう」

　男どもは素直に従った。ひえ、やばい。

「俺……わたしが呼んできます」

　優雅に（のつもりで）腰を折ると、許可を待たずに食堂から飛びだした。廊下をひた走る。トイレに飛び込んで変身。猛烈な勢いで着替える。こんなに早く服を着るなんて、小学校での仮装レース以来だ。

　駆け足で来たコースを戻り、食堂の扉を開ける。

「どーもすんません、遅れました」

　なるべく馬ば鹿かっぽい口調で、へらへらしながら席に着いた。委員長さんのお姉さんがちろりと睨にらむ。東ひがし田だが囁ささやいた。

「おい瀬せ能のう。お前遅いぞ」

「わりーわりー」

「遅れたら遅れたで、礼儀ってもんがあるだろうが。相手は名誉会長だぞ。空気読め」

　うるせえ死んじまえ。

　お姉さんは「では」と言った。

「どうか楽しんでください」

　軽食アンド歓談タイム。さすが脳天気高校生の集団。瞬く間に会話がはじまった。

　男同士で話すよりは、ここぞとばかりにメイドと会話をしている。このあたり、美少女同好会の連中は図々しさも兼ね備えていた。しかしだね諸君、相手は女子部二年四組の女どもだぜ。

　半はん澤ざわの相手は紅あか音ねだった。彼女はおどおどしてろくに相づちも打てず、半澤は軽くへこんでいた。まあ紅音は、男が相手だとどうしてもそうなるんだが。

　ひるがえって他の女の子たちはとみると、一応メイドっぽいことをしている。

　メイドではなく「メイドっぽい」のは、業界に詳しくない俺おれでも感じられたこと。委員長さんはそつがないが、親父ギャグを連発してギャハハと笑う副委員長さんや、株やマルチ商法の手口を説明する会計さんは違うと思うんだ。

　俺は一人、黙々と紅茶を飲んでいた。

　一人だろうと相手がいようと、味が変わるわけじゃなし。男は孤独でいいんだ。

「瀬能さんは、お加減でも悪いのですか」

　委員長さんが、自分の受け持ちから離れて親切そうに訊きいてきたが、俺の健康を気遣っているわけじゃあるまい。こうした方がメイドっぽいからだろう。

「そういうわけじゃないけど」

「瀬能はいつもこんなだから」

　余計な口出しをする東田。

「最近は学校もさぼりがちなんだよ。家でゲームでもしてんのか？」

「してねえけど」

「引きこもりになりそうなのか。もっと学校来い」

　お前が知らないだけで俺おれは来てるの。ケンプファーになって以来、風邪もひいてないの。皆勤賞もんなの。

「分かったあれか。女子のナツルちゃんがいないからか」

　東ひがし田だは一人で納得する。

「確かにあの娘こは可愛かわいい」

「うちのクラスで一番売れっ子ですから」

　と委員長さん。余計なことをと言いたいが、確かに文化祭じゃみんな俺を指名してきたんだよなあ。

「写真集も、ナツルちゃんのとこを注目してたもんな」

　してねえ……というか、自分がどうなってんのか気にはなったよ。

　俺は返事のしようがない。東田は肯定と受け取ったようで、実に満足げに笑っている。

　一生そうしてろ馬ば鹿か。

　それからふと、なにか思い出したような顔になる。

「待てよ、お前沙さ倉くらさんが好みなんじゃなかったか」

「そうだよ」

　これは否定しない。俺は沙倉さんのために生きる男だからだ。

「おいおい、ナツルちゃんに鞍くら替がえかよ。抜け目ねえな」

「鞍替えなんかするか」

「浮気はいけませんよ」

　委員長さんまで言う。

「誠実な男の方が好かれます。……女の瀬せ能のうさんは、誰だれ彼かれ構わず手を出すタイプですけど」

「あー、やっばりそうか」

　東田がアホ面で得心する。いやいやちょっと待とうよ。

「校内新聞にそんな記事があったもんな」

「全部事実です。うちのクラスでは常識です」

「おい……！」

　委員長さんがこっちを向き、

「どうかなさいました？」

「……いや」

「あの人は可愛い女の子を見るとまず手を出してみます。転校してきてからというもの、すでに何人もの一年生が毒どく牙がにかかりました」

　噓うそつけ。一年の知り合いなんてほとんどいねえぞ。

「毒どく牙がって乱暴なのか」

　東ひがし田だは興味深そうに食いついた。

「いえ、女の子たちはみんなメロメロだそうです。美人ですから」

「あの顔とスタイルだもんなあ」

「レズじゃないかとみんな思っていたんですが、今では男にも手を出すという噂うわさが」

　どう考えても噓うそ。完全な噓。

　委員長さんは口から出任せを並べていた。顔色がまったく変わらないんだから、これは才能だ。前世は詐欺師だったのか。

「おお、やはり」

　隣の馬ば鹿かが身を乗り出した。

「ついに男まで。なんでもありだな。できれば道具とか使って、相手をいじめて喜ぶタイプならいいんだけど」

　そういやこいつはマゾだった。委員長さんは「あり得ます」と答えた。

「あの人の性癖は幅広いです。いずれ動物にも手を出すんじゃないかって、女子部では評判です」

「馬鹿な……！」

　俺おれは思わず叫びかけた。どんな変態なんだよ。全部委員長さんのでっち上げじゃんか。

　二人はきょとんとして俺を見ていた。東田が哀れみの色を浮かべる。

「ショックなのは分かるけどな」

　なにこの上から目線。

「女ってのは裏の顔を持っているもんだ。もっと現実を見ろ」

「いやそれは俺のことで……いやいや、ええっと、現実も、多分違う」

「同じクラスの人が言ってるんだ」

　俺は深呼吸した。いかん、頭に酸素が回っていない。

「東田、よく考えろ。女ナツルは、そういうタイプじゃないだろ」

「女の趣しゆ味みは深い。男の俺たちが全てを理解しようというのが間違っている」

「いきなり悟ったようなこと言うな。彼女はまともだぞ」

「しかしな、美人ほど倒錯的な趣味があるとの統計がある」

「ねえよ！」

　深呼吸なんざプランクトンほどの役にもたたない。まるで駄目だ。どうやったらこいつに理解させられる。

　例によって委員長さんはいつものままだ。

「あたしが言うのもなんですけど、夢見すぎです」

　夢じゃねえ。全部俺おれのことなんだって。

　俺は酸欠の金魚みたいに口をぱくぱくさせていた。くくく、反論したいのになにも言えん。これじゃ女の俺がとんでもない変態じゃねえか。女だろうと男だろうと、自分から手を出したことなんか一度もねえし、出す気もないんだぞ。

「……本人が聞いたら怒るぞ」

　かろうじてこれだけ言えた。

「事実なんですから。ここにいませんし」

　いるよ。聞いてるよ。

　俺は立ち上がりつつ、言った。

「じゃあ女ナツルを連れてくる」

　そして食堂を飛び出す。なんかもう、走ってばっか。

　またトイレで変身とお着替え。もうどうなっているんだ。このエロメイド服にもかなり慣れちまったぜ。

　とんぼ返り。走んのきついぜこのハイヒール。

　食堂では委員長さんと東ひがし田だがまだなんか話していた。俺はそこに寄っていく。

「ナツルちゃん、戻ってきたんだ」

　来たよ。でもこいつは無視。委員長さんの所へ。

「あの……さっき、俺……瀬せ能のうさんとすれ違いました」

「あら」

「わたしが……女の子を食いまくってるって……」

　委員長さんは小首をかしげ、

「新聞部が報道してましたけど」

「あれは噓うそ……」

　西にし乃のますみが大喜びででっちあげたインチキである。誤解中の誤解だ。

「でも人気ありますよね。いつも校門に女の子が待ちかまえていて」

「わたしからは……」

「このようなものがあるのですが」

　委員長さんはいきなり声を潜め、メイド服のポケットから、一枚の写真を取り出した。

　一いち瞥べつしてぶっ飛んだ。俺が四組の女の子にもみくちゃにされているやつである。文化祭の前に、接客トレーニングと称して練習したあれだ。副委員長さんと会計さんに、胸元から手を突っ込まれスカートをまくり上げられている。恥ずかしげにもだえる俺の顔が淫いん靡び。ぎゃー。

「まだあります」

　別の一枚。今度は俺おれの着替えシーンだった。メイド服に着替える直前撮られたもので、上下とも下着姿。ああ、女子のおもちゃにされたのが昨日のように思い浮かぶ。

「こ、これは……」

「あたしとしては、これを新聞部の西にし乃のさんに渡すような真ま似ねはしたくありません」

「しなくていい……」

「ですが、瀬せ能のうさんが噂うわさを否定するようなことをすると、渡ってしまうかも」

　つまり、「バラされたくなければ言うことを聞け」ってことだ。早い話が脅迫である。

　俺の頭の中で、落胆と絶望が手を取りあってスキップする。

「事実は問題ではないのです。男の子の幻想を維持しないと」

「そんな……」

「女は男に幻想を与え続ける生物なのです」

　幻想っつーか妄想だろう。誰だれが得をするんだよそれで。二年四組の女の子たちは知らんが、俺は一方的に損だぞ。

　委員長さんは、当然のように話を続けた。

「話を合わせることを希望します」

「……はい」

　観念する俺。物的脅迫材料を使われると弱い。

「とりあえず、女子を食いまくったということで」

「……はい」

　委員長さんは妖あやしい笑みを浮かべると、東ひがし田だに言った。

「お客様、瀬能さんはあまりお相手できないかもしれません」

「なんで」

「やはり男の方より、女の世話を焼きたいと」

「男にも手を出してるんじゃなかったの？」

「今週は女を食う週なのだそうです」

　そんな週があるか。

　しかし俺に反論は許されていない。頰ほおを引きつらせながらも聞いているしかなかった。

「ナツルちゃん、今は男に興味ないんだ」

　ひくひくしながらうなずく。

「参ったなあ、うちの男子って結構ナツルちゃんのことを狙ねらってるんだよ。みんながっかりするよ」

　それもそれでどうかという心境だ。いくら女だからって、男から迫られるのも気持ちが悪すぎる。繰り返しますが本来は男。

「なにしろ、自己紹介のときに好物は女の子と宣言しましたから」

　委員長さんが真顔で噓うそをつく。言ってねえよ。

「そりゃすごいな」

「顔を見てみんな納得してました。この人はやると」

「そうかあ」

「女子部二年生の可愛かわいい女の子は大抵やられました。多いときには日に三人のペース。あまりに激しいので、今度瀬せ能のう保険が売り出されるそうです」

　俺おれが入りたいんだが。風評被害を救済してくれる保険か機関は存在しないのか。

　東ひがし田だの馬ば鹿かは素直に納得している。なんて単純さだ。もっと世の中の情報を疑ってかかれ。これからの時代、リテラシーは必ひつ須す技能だぞ。

「気分によって変わるのかあ」

「そうですね。女に飽きたら男へ行きます。なかなか女の子には飽きないって言ってましたけど」

　東田は「じゃあ仕方ない」なんて言った。俺は顔を引きつらせたまま、こいつのところから離れた。この野郎の相手をするのは御免だったので助かったのは事実なんだが、失ってはいけないものを大量に失った。

「瀬能さん、こっちへ」

　別の場所へと導かれる。俺は反対する気力がない。今度はなんだ、もう怖いものなんかねえぞ。

　委員長さんのお姉さんの席だった。

　お姉さんは優雅に紅茶のカップに口をつけている。非常に上品で、常識が服を着て歩いていそうだ。とてもメイド喫きつ茶さをもう一度体験したいと言い出したとは思えない。ついでに言うと、委員長さんと血が繫つながっている気もしない。

　紅あか音ねがぺこりと俺に頭を下げる。おや、半はん澤ざわのところからこっちに移動したようだ。

　俺はお姉さんに「紅茶のお代わりはいかがですか」と訊きいた。

「ありがとう。いただくわ」

　ポットの紅茶を注ぐ。中にはダージリンだかなんだか知らないけれど、高そうな茶葉が入っていた。これは会計さんが非合法なルートで手に入れたものではなく、今日のためにちゃんと買ったんだそうだ。

　ついでにお茶請けのスコーンがなくなりそうだったので、もう少し余分に出しておいた。

「瀬せ能のうさんは接客に慣れていますのね」

　とお姉さんが言う。

「いえ……」

　とりあえず否定。こないだの文化祭がはじめてだ。客商売に必要なスキルがなかったので特訓させられ、身についてしまったのである。

「手慣れていますよ。これだけお綺き麗れいな方だったら、お客様も喜ぶでしょうね」

「どうも……」

　男にはあんま必要ないと思うんですが。綺麗とか特に。

　ちょうどよかったので、俺おれはずっと考えていた疑問を口にした。

「その……なんで、美少女同好会なんて……」

「あれは星せい鐵てつ学院の中でも由緒正しい地下部活動なのです」

　地下に由緒もへったくれもないと思うのだが、真顔で説明していた。

「元々は女子部が主導権を握って作りあげたものです。わたくしたちの代のときでした。なにしろみんな、可愛かわいい女の子が好きで」

「……はあ」

　なるほど、女子部の女の子好きは、筋金入りだったのか。

「男子部との連絡手段に予算編成。全て私たちが考えました。ただ当時は『少女会』という名称でした。『美少女同好会』は東ひがし田ださんのときに名称を変更したものです。こっちの方が、実体を現していますわね」

「それで……東田が会長……」

「わたくしは名誉会長と呼ばれていますが、特になにかをしているわけではありません。敬意を払ってもらえるのは、うれしいことですけど」

　にこにこしている。というか、名誉会長なんて肩書きがあるなんてこっちは初耳だった。この分だと学外会長とか臨時代表会長とか終身名誉会長とか色々とありそうだ。

「でもなんで……俺……わたしたちにメイドの格好を」

「聞いていませんでした？　文化祭で体験して気に入ったものですから」

「は……」

「それにわたくし、事業をやっているものですから。こういうのも知っておきませんと」

「どのような、感想を……」

　まさかこのとき、俺はこの何気ない台詞せりふを後悔することになるとは考えてもみなかった。

　お姉さんは俺の目を見据えていた。

「瀬せ能のうさん。お店で働きません？」

「……ほへ？」

「わたくしメイド喫きつ茶さをやろうと思っていますの。興味本位のコスチューム喫茶店ではなく、本格的な長続きするものです。スタッフになっていただけませんか。店長待遇です」

「な……な……」

　なんで俺おれがそこまで。ただの高校生なんですけど。それにメイドじゃねえって。

「年齢のことなら心配なさらないで。最初はうちの人間を店長にします。卒業したらすぐに昇格してもらいますわ」

「でも……」

「妹から推薦されていたんですけど、見事な接客でした。問題ありません」

「す……推薦？」

「妹にはマージンを支払うことになりますけど」

　委員長さんは素知らぬ表情をしている。やっぱりか。金で俺を売りやがって。人身売買反対。国会で問題にしよう。

「でも……お……わたしは……」

「気にすることはありませんわ。瀬能さんならすぐにお店に馴な染じめます。わたくしがいいと言えば、うちの会社はいいのです」

「ええっと……」

「明日からでも来ていただけません？　内装のチェックもやってもらいませんと」

　若奥様みたいな人だけど、凄すごい押しの強さだ。こうじゃないと水商売を経営していられないんだろうけど、今の俺には災難である。

「このことは……えと……」

「承諾でよろしいんですね」

　そんなこと言ってないのに、なにこの有無を言わせない姿勢。

　もっと反論したかったが、うまく喋しやべれない。男だとバレたら困るので口数が少ないキャラで通していたんだが、こんなところで足を引っ張られるとは。

　助けを求めたかった。でも委員長さんはただ微笑んでいるだけでなにもしようとしないし、副委員長さんも会計さんも聞き耳を立てているくせに傍観者の態度。男どもは庭の置き石より役に立たん。

　意外なことに、横から口を出したのは紅あか音ねであった。

「む……無理だと思います」

　お姉さんは意外な顔。そりゃそうだ。関係ない（と思われる）女の子が喋り出したんだから。

「ナツルさんは口べたで……接客に向いていませんから」

「それはそうですね。喋しやべり方の講座にでも出席してもらわないと」

　世の中にはそんなのもあるのか。

「ええっと、ナツルさんは……メイドとしては……」

「適任ですわよ」

「適任だと、あたしも思います。でも向いてないと……」

　誤解を解こうとしてくれているのか、補強しているのか分からん。俺おれと同じでこういうときに喋り慣れていないんだろう。あたふたしていた。

「どうしてですの？」

「その……」

「はい？」

　紅あか音ねは意を決したかのように言った。

「ナ……ナツルさん……男のナツルさんがいるからです！」

　全員が啞あ然ぜんとした表情。俺を含めて。

　眉まゆ根ねを顰ひそめるお姉さん。

「特別顧問がどうなさったのですか」

「ナツルさんは……えっと……男のナツルさんに相談してるんです。前から、名前が同じだからって、色々と。ナツルさんは、未成年の女の子が変なバイトすることに厳しい人なんです」

　そんな事実ははじめて知った。ていうか、ねえよ。

　確認するまでもなく紅音がとっさについた噓うそである。なんとか事態を打開しようと考えた結果だ。

　だけどこれ、俺には味方に向かって機関銃を撃っているとしか思えない。よりによってそれはない。他に言い訳の方法なんかいくらでもあるはずなんだけど。

　喋っているうちに、紅音も事態の深刻さに気がついたらしい。見る見る顔が青くなっている。

「つまり……ナツルさんはナツルさんと一緒で……」

　お姉さんが首をかしげつつ言う。

「男子の瀬せ能のうさんと相談されているのですね」

「はい……」

　紅音がすがるような瞳ひとみで俺を見る。うなずく以外に、こっちに選択肢はない。

「してます……」

「いつの間に」

　と委員長さん。

「今週は男子には興味のない人になっているものだと」

　そりゃあんたが勝手に言い出した習慣だろが。

「だ、男子の瀬せ能のうさんには、お世話になって……」

　自分で自分を認めるのも妙に変な気分である。

「あまり……高校生が過激なことをするのは……よくない」

「特別顧問らしくもない意見ですね」

　委員長さんがお姉さんの方を向く。お姉さんは紅茶のカップをソーサーに置いた。

「実際に、特別顧問にうかがってみましょうか」

「そうですね」

　俺おれも「それがいいです」と言おうとして焦った。なにがいいんだ俺の馬ば鹿か。ここにいるけどいないことになってんじゃねーか。

　きょろきょろする委員長さん。

「特別顧問は……」

「呼んできます」

　俺は食堂を飛び出した。「あ、あたしも」と紅あか音ねが言い、ついてきた。

　廊下を走る。絨じゆう毯たんが厚いのでほとんど足音がしないのが救いだ。

「ナツルさん、待って……きゃ」

　紅音が転びそうになったので、とっさに手を伸ばして救い上げた。

「す、すいませんっ」

「早く」

「ごめんなさい。あたしが余計なこと言っちゃって……」

「しょうがない。それより、俺になんないと」

　トイレへ。誓約の腕輪を発光させて変身解除。裸は見られたくなかったので紅音を個室に押し込み、着替え着替え。そしてとんぼ返り。

　はあはあ言いながら、食堂に入った。

「どこにいたんですか」

　委員長さんが訊きく。俺は呼吸の乱みだれを悟られないように注意しつつ、

「ト、トイレ……」

「具合でも？」

「いや平気。今は平気」

　明るい顔を作って椅い子すに座ろうとする。

「特別顧問。少しお話を」

　お姉さんに呼ばれたので近寄る。彼女は端的に訊きいてきた。

「女子の瀬せ能のうさんから相談を受けていらっしゃるのですか？」

「えー……ええ。はい」

「もしかして、今日のことも？」

「そうです。あまり来たくなかったみたいなんですけど、行けばって言っておきました」

「わたくしとしては、瀬能さんにメイド喫きつ茶さの店長をやってもらいたいのですが、特別顧問は反対されますか？」

「あんまりよくないんじゃないでしょうか」

「どうして？」

　俺おれは極力静かに話そうとする。

「彼女はあの通り、口べたで愛想がないですから。確か女子の間でもそんな評判があったと」

「あのクールなところがいいとみんな言ってます。瀬能さんもそれを利用して、もう女の子を食い散らかして」

　と委員長さん。こら、でまかせはやめろ。

「いやいやでも、やはり当人の意思は尊重しないと」

「瀬能さんならお客様の間で評判になりますのに」

「高校生を宣伝に使うのは問題があると思うんです」

「特別顧問は意外と保守的でいらっしゃるのね」

　自分のことですから。

　お姉さんはなにやら思案する仕草。お、考え直してくれるか。

「でもやはり、わたくしとしては、瀬能さんと話しあってみないと……」

「お姉さん、あたしが……」

「俺が呼んできます」

　委員長さんより先に、くるっと回って全力疾走。トイレで待ってる紅あか音ねの元へ。

「紅音ちゃん、服！」

「は、はい」

　また女に変身して着替えだ。あーもう、この服面倒くさい。どこにホックがあるのか分かりづれえし。エロいし。

「ナツルさん、髪を整えないと……」

「いい」

　時間優先だ。そのままで。

　食堂に駆け戻る。あーしんどい。今年で一番走ってるぞ。

　笑顔だけは忘れないようにして、お姉さんの所へ。

「……お呼びでしょうか」

「瀬せ能のうさん、やはりまだ、乗り気ではないのですか？」

「……はい」

「でも接客は嫌いではないのでしょう。向いてますわよ」

　女の格好で仕事すんのはやです。本意じゃないです。

　そう言うわけにもいかず、俺おれは首を振る。

「特別顧問も乗り気でしたのに」

　そんなことないはずですよお姉さん。あーもう、さすが姉妹、はったりの利かせ方が同じだ。

　お姉さんはため息をつきつつ、

「ここはもう一度、特別顧問とお話を」

「あたしが呼んで……」

　無言のまま俺は即座にダッシュ。だから委員長さんは大人しくしててってば。

　いい加減走ってばかりで疲れてきた。ケンプファーだから肉体的な疲労はそれほどでもないけどね。精神的なものが激しい。

　トイレの中に転がり込む。紅あか音ねは気の毒そうに、

「ナツルさん、汗……」

「元に戻るから、目をつぶってて」

　もう個室に入っていてなんて、どうでもいい。男に戻って服を替える。

　そしてまた疾走。くそ、今日何回目だこれ。

　息を切らせつつ食堂へ帰還。呼吸を整えている余裕もない。

　さすがに委員長さんもお姉さんも、呆あきれたように俺を見ていた。

「……何故お疲れなのです？」

「ちょっと脱だつ肛こう気味で……」

「あら、女子の瀬能さんと同じような病気ですね」

「相談し合う仲なんで似てるんですよ」

　もうどうだっていいや。

「で、お話は……」

「そうそう、メイド喫きつ茶さの店長の件で」

「お断りする……と、瀬せ能のうさんは言っているはずだと」

「人間、話しあえばきっと分かり合えるものだと信じております」

　この件に関しては、冷戦時代のアメリカとソ連どころじゃないと思うんですけど。

「特別顧問も一緒に説得していただけませんか」

「あの、俺おれもあんまり好ましくないと考えているんですけど」

「そうなのですか。とすると、やはり瀬能さんとお話をしませんと」

「あたしが……」

「俺に任せてください」

　走ってトイレに行って、また戻ってくる。メイド服じゃなくて短距離ランナーのユニフォームでもあればいいのに。

　俺は息を切らしながらお姉さんの前に立った。

「あら。早かったですのね。脱だつ肛こうは平気なのですか」

「はい……」

　脱肛でもなんでもないんですけど。

　お姉さんはしれっとして話を続ける。

「特別顧問もあなたはメイド喫茶の店長に相応ふさわしいと請け合ってくれました」

　だからそんなこと言ってませんってば。俺はぶんぶん首を振った。

「お給料は弾みます。ぜひお店を助けてくださいな」

　ぶんぶん。

「そうおっしゃらないで……？」

　お姉さんの視線が俺の足下に向いていた。なんですか。

「……靴が」

　俺も確認してはっとした。わ、これ男物だ。メイド用のハイヒールじゃねえや。履き替えるの忘れてた。

　お姉さんと委員長さん両方の顔が曇っていく。

「どうして靴が……」

「あたしが特別顧問を」

　呼んでくるのは俺の役。

　トイレに頭から飛び込んで、急いで変身を解く。そして男に変わって着替えると、今度はハイヒールを履いた。食堂へ帰還。

「脱だつ肛こうはまだ保ちます」

　あらかじめ言っておくと、靴を見せびらかす。

「瀬せ能のうさんと取り替えてもらったんですよ」

「ハイヒールがいいんですか？」

　委員長さんに、俺おれは考える隙すきを与えまいと即答する。

「前っから興味があったんだよ、こんなかかとの高い靴を履いたらどうなるかって。想像以上に履きやすくて助かっ……楽しいもんだね」

「……瀬能さんはそういう趣しゆ味みがあったんですか」

「そうそう」

　眼鏡の奥から、若干軽けい蔑べつするような視線が飛んでくる。お姉さんは「なんと変態的な……」と呟つぶやいている。ちょっと、人のことを非難できるんですか。

「特別顧問はお店に招けませんね」

　とお姉さん。委員長さんも深く首肯し、

「自分からメイド服を着るなんて言い出しかねません」

　着ねえよ。

「やはり、ご本人がいないと話にもなりませんわ」

「あたしが」

「俺が呼ぶって！」

　行って帰ってＮＯの返事。でもこの二人は諦あきらめてくれない。

「特別顧問の意見を」

「あたしが」

　言い終わらないうちに疾走。帰還。特別顧問としては賛成できないと主張。

「ご本人に」

「あたしが」

　走ってまた着替え。戻ってくるまでわずか数分。

　お姉さんの前に立つころには、パンク寸前の自転車みたいになっていた。

「……すると、瀬能さんはどうしてもメイド喫きつ茶さに興味が持てないとおっしゃる」

　俺はもう、言葉も発せずうなずくのみ。息が荒く、手を膝ひざについていた。

「残念ですわね」

「はふっ……はふっ……」

「業界でも評判のお店になるはずですのに」

「はふっ……はふっ……」

「そこまでおっしゃるのなら、わたくしも諦あきらめるべきかもしれません」

「はふっ……はふっ……」

　分かっていただいて嬉うれしいです。俺おれはもう、息を吸って吐くことしかできませんが。

「では特別顧問にもこのことをお知らせしましょう」

　お姉さんは委員長さんの方を向いた。

「呼んできてちょうだい」

「はい」

「待って……わたしが……」

　かろうじて発する声で引き止める。が、お姉さんはむしろ俺を止めた。

「いいえ、お二人揃そろってお話ししませんと」

　なんだってー。ていうか、そんなん無理に決まってんじゃん。

「考えてみたら、お二人ご一緒にお話ししていませんから。寂しく思っていました」

　思わなくていいですよ。一生思わないで。俺はちっとも寂しくないから。

　委員長さんが食堂を出ようとする。俺はなりふり構わず、彼女の服の裾すそを摑つかんだ。

「わたしの役……」

「瀬せ能のうさんはここにいてください」

　意外と強い力で俺を引ひき剝はがし、トイレに行こうとする。もう駄目だ。

　……いや、まだなんとかなる！

　俺は最後の力を振り絞って駆け出した。お姉さんがなにか言っていたが、気にしてられない。委員長さんより先にトイレに行かないと。

　もつれる足でトイレに転がり込んだ。

「……ナツルさん？」

　俺は叫ぶように紅あか音ねに告げた。

「着替えて！」

「は、はい？」

「俺のメイド服と交換……時間ないな、男の格好に」

「え……え!?」

　紅音を替え玉に仕立てるつもりだった。俺の扮ふん装そうをさせて二人でお姉さんの所へ行く。そこで決着がつけば万々歳。背丈とか話し方とか違うとか、そんなこと考えている場合じゃない。この場を切り抜けねば。

「早く着替え！」

　俺の服を押しつける。

「あっ、あたしがナツルさんの格好ですか!?」

「俺おれの役をやんの！」

「無理ですよお」

「やって！」

　服を押し返そうとしてくるので、強引に押す。強情な娘こだな。

「紅あか音ねちゃんが俺になってくれれば、うまくいくから」

「なに言ってるのか分かりませんよお」

「変身した姿でもいいから」

「銃撃っちゃいます」

「なんでもいいの！」

　早くしないと委員長さんが来ちまう。

　ぐいぐい、ぐいくい。狭いところで暴れるものだから、つい足がもつれた。

「うわっ」

「きゃ……」

　びたーん。二人で床に転がる。俺が紅音の上にのしかかる格好になった。

「ああああたし、ナツルさんの下に……」

「ここで着替えて！」

「ええー！」

　猶ゆう予よはないんだよ聞き分けのねえ女だ。さっさと脱げこら。こうなったら力ずくでと思い、服に手をかけた瞬間。

　がちゃっ。

　扉が開いた。廊下側に立っているのは委員長さんと、様子を見に来たのかお姉さん。副委員長さんに会計さん。あと野次馬らしき東ひがし田だたち。

「……お邪魔でしたか」

　委員長さんが呟つぶやく。

「瀬せ能のうさんと美み嶋しまさん……。まさかこんなところではじめてしまうなんて。クラスメートながらびっくりです」

「あの……これは……」

　組み敷しかれた紅音が悲鳴に近い声で説明しようとする。が、誰だれも聞きそうにない。

「まいりましたね」

　お姉さんは首を振る。

「我が家をラブホテル代わりにされるのは初めての経験です」












「ご……誤解なのに……」

「店長の話はなしです。従業員を食いものにされてはさすがに困ります。このままでは、仕事中に手を出しそう」

「そんな……」

　お姉さんは、無言になってトイレから離れていく。委員長さんは俺おれたちを見下ろして、

「瀬せ能のうさんは今、美み嶋しまさんにご執心なのですか」

「え……」

「ごゆっくりどうぞ」

　扉が閉められた。ぱたぱたと去っていく足音。副委員長さんの「いやー、ナツルたんクラスメートにも手を出すんだねー」と感心している声だけが響いていた。

　俺はしみじみと、取り残された感を味わっていた。

「助かった……のか」

　誤解はされたようだが、当面の危機は回避できたようだ。しかしなんだ、取り返しのつかない感が湧わき上がってくるのは何故だ。

「ありがとう、紅あか音ねちゃん」

　極力優しいつもりで、彼女にも礼を言った。

「もうどいてくださいよお……」

　半泣きの台詞せりふが、彼女からは返ってきた。





　　○






　後日談。

　女子部内には「瀬能ナツル、クラスメートに手をつける」の評判が流れた。あの地味な娘こがということで紅音のことも噂うわさの的。ついでに「ナツルは地味な女の子が好み」ってことになり、校門で待ちかまえる女子生徒の黒髪率が急上昇した。

　男子部内では、俺はなぜか「女のナツルに捨てられた」ことになった。

「やはりああいうタイプは、異性への興味が薄いんだな」

　東ひがし田だは感心したように言った。

「ああいう娘に憧あこがれるのも考えもんだ。なあ、瀬能」

「うるせえ」

　俺はそう返すのが、精一杯であった。












第二章







「ナツルいるか！」

　ドコドコドコドコ。夜だってのに、西アフリカの森林部族による太鼓通信みたいな音が、家中に響き渡る。俺おれは顔を上げると、自室で観みていたお笑い番組のビデオをストップさせ、玄関へと向かった。

　扉が軽く振動している。ここが発生源だった。夜間になんと近所迷惑な。だが戸の向こうの人間はそんなことお構いなしで、叩たたくだけではなく口でも騒いでいた。

「ナーツールー！　開けないとぶち破るわよー。無駄な抵抗は止めて開けなさーい！」

　抵抗ってなんだよ。俺がいつ立たて籠こもった。もっともこう何度も同じことをやられると、あさま山荘並に闘争したくはなる。

　俺は向こう側に聞こえるよう喋しやべった。

「今開けるから、勝手なことするなよ」

「えー、開けなくてもいいわよ。あたしの華麗な解錠テクニックを見せてあげるから」

「余計なことすんな」

　開けろと言ったりいいと言ったり、まったく矛盾している。つまり自分が主導権を握っていたいんだろう。俺はなにかされないうちに、鍵かぎを開けた。

　玄関前に立っていたのは、幼なじみの近こん堂どう水み琴ことであった。

「いえーい」

　なんかＶサインをしている。

「あたしだって分かった？」

「当たり前だ」

　こいつの声は百メートル離れていたってすぐ分かる。

「よし。それでこそ幼なじみだ」

「お前、近所迷惑だぞ」

「誰だれも気にしないよ」

　お気楽すぎることを言う女である。実は半分以上正解で、何度も俺ん家ちに来ては騒ぐものだから、「瀬せ能のうさんとこの女の子」としてすっかり定着している。この分だと警察に通報しても来てくれないだろう。「近堂さん」でないあたり、ここに住んでいると思われているのかもしれない。

　水琴はずかずか入ってきた。

「なにしに来たんだよ」

「ご飯作りに」

　この台詞せりふだけをとると実に女の子らしい。が、どうせやることは決まっている。

　俺おれはうんざりした。

「またカレーかよ」

「そーだよ」

　水み琴ことは当然と言わんばかりに胸を張った。

　こいつのカレー好きは異常だ。とにかく朝から晩までカレーカレー。レストランだろうと人の家だろうとカレーを求め、他人にも強要する。カレーの神様に脅迫されているのか、賄わい賂ろでももらっているのか。

　彼女によると「カレーは日本の誇る文化」ということになる。賛成しないでもないが、他国に行って無理矢理食わすのはやり過ぎだと思う。中東の部族一つをカレーで手なずけたこともあるらしい。ここまでいくと戦略兵器だ。

　そしてこいつは、なにを考えているのか俺のとこまでやってきては、カレーを作っていく。幼なじみが料理を作るのはシチュエーションとして素晴らしいものの、こうなってくると拷ごう問もんに近い。身体からだが黄色くなっちまうぞ。

　水琴はスーパーのビニール袋を提げていた。

「今日はなにカレーなんだ」

「チキンカレー」

「まともだな」

「オーソドックスが一番いいんだよ」

　それはそうだが、俺はもう何百回も食った。

　水琴は「台所借りるねー」と言った。貸さないと告げても耳を貸すはずないので、黙ってしたいようにさせる。

　まず彼女は冷蔵庫を開けた。

「うわ。まだ残ってるじゃん」

「あれだけ作りゃ残んの当たり前だろ」

「もっと沢山食べなよー。もったいない」

「昼の弁当にも持っていってんだぞ。それでも消化しきれん。冷凍庫にも凍らせたカレーが売るほどあるんだ」

　水琴が冷凍庫をのぞいて「おお」と感嘆の声をあげる。なに驚いているのか。全部お前が作ったものだよ。

「なんだ。じゃあ今日はラーメンにすればよかった」

「いやそれもいいから」

「じゃあなにがいいの。カレーラーメン？」

「そんなのあんのかよ」

　こいつの料理にバリエーションという言葉はないのだろうか。カレーとラーメンなんて、まるで小学生の好物である。

　水み琴ことはラーメンも好きなのだが、その理由たるや「手軽だから」である。聞いたとき「手軽じゃないだろ」と反論したら、なんとやおら袋入ラーメンから麵めんを取り出し、ばりばりかじったのにはたまげた。山奥などで手軽に腹を満たせるんだと。ただ水が欲しくなるので、そこだけは欠点らしい。

「ま、今日はカレーね」

　結局そうなるのか。

　彼女は鼻歌交じりにまな板を洗うと、鶏とり肉にくを取り出して一口サイズに切る。動きはかなり速い。

「お前さあ、カレーばっかりなのに、手際はいいんだよな」

「褒ほめてんの？」

「一応そのつもり」

「ありがと。ジャングルじゃ小さいナイフだけで、なんでもこなさなきゃならなかったからねー」

　およそ女子高生とは思えない台詞せりふである。

　水琴は休学を繰り返しては世界各地を飛び回っている。普通ならアメリカやヨーロッパに憧あこがれるものだが、こいつは中南米とか中東とかアフリカとか。「古代文明の遺跡があるところ」を狙ねらって旅立つ。両親の影響で、すっかり発掘マニアと化しているのだ。

　当人ははっきりと言わないが、発掘だけではなくて盗掘もしているらしい。どうも非合法すれすれあたりが性に合っているらしく、グァテマラではケシを栽培する武装農民と撃ち合いもやったそうな。

「お前のおじさんとおばさん、なにしてんだ」

「んー？　まだ外国いるよー。グルジアだったかな」

　どこだそこは。

「よく一人で帰ってきたよな」

「別にどうでもよかったんだけどさ、高校くらい出ておかないとやっぱまずいじゃん」

　変に堅実な女だ。こいつくらいなら中卒どころか学歴ゼロでも食べていけるだろうに。

「ナツルだって高校卒業するでしょ」

「当然だろ」

「だったらあたしも出る」

　何故かはっはと笑っていた。

「外国、楽しくないのかよ」

「楽しいよー。ナツルも行けばいいのに」

「俺おれは日本語だってあんま自信がねえ」

「あたしだってほとんど喋しやべれないよ。度胸があればいいの」

「小心者の俺へのイジメだな」

「なに言ってんの。今のうちに挑戦しておきなさいよ」

　俺より一歳下のくせに、まるで姉みたいだ。

　しみじみと思うのは、この女ほど人生を楽しんでいる人間はいないんじゃないかということだ。「自分を見つめ直す」と称してインドあたりに行く大学生とは違い、こいつは実地作業までしてしまうのだ。小さいうちから各国を飛び回って色々な経験をして、しかも実になっているんだからただごとではない。自伝を書いたらそこそこ面白いのができるんだろうな。

　普通の高校生なら将来や自分自身について悩んでもよさそうなのに、その手の葛かつ藤とうが一切ない。今あることが一番楽しいのだ。だからケンプファーになってもすんなり受け入れられたのかもしれない。

「しかしこのカレー地獄はどうにかならんのかな」

　やべ。声に出しちまった。もちろん水み琴ことが聞き逃すはずがない。

「なに？　あんたあたしに喧けん嘩か売ってんの？」

「いーや。近こん堂どうさんのカレーライスはいつも素晴らしいなっていう意味」

「あたしが憎いのねそうなのね」

　水琴はたたたたと激しく包丁を動かしている。タマネギをみじん切りにしてる模様。余計なことを言うのはやめよう。振り向きざまに投げられたら避よける自信がない。

　でかい鍋なべで炒いためはじめている。片端から鍋をカレーまみれにするのだが、母親が料理好きなんで鍋フライパンはいくらでもあった。恨むぜお母さん。

　肉を炒めて野菜を入れて、水と野菜ジュースを入れてしばらく煮込む。

「なんで野菜ジュース？」

「ちょっと変わった味つけで美お味いしいよ」

　へー。そりゃ知らなかった。

「何度かこの方法で作ってるんだけど……」

　水み琴ことがじろりと睨にらむ。

「あんた覚えてないの？」

「覚えてないっていうか、作るところいちいち見てねえよ」

「駄目ねー。料理に理解のある男の方がもてるよ」

　さいでございますか。

　カレールーを入れる。市販のものではなく、なにやらスパイスとカレー粉を調合したもので、自家製なんだそうだ。

「あとはしばらく煮るだけ、と」

　満足げに手を叩たたく。

「どうよ、この鮮やかな手際」

「カレーばっか作ってりゃうまくもなるだろ」

「うわー、ムカつく。こういうときはまず褒ほめんのよ」

　今さら幼なじみを褒めてどうすんだ。宝くじの当選確率でも上がるのか。

　水琴は憤慨しつつも、「あんたにお世辞を期待する方が間違ってんだけどさ」と呟つぶやいた。

　煮込みが終わるまでは暇ひま。二人して台所の椅い子すに着席した。

　できるまでジュースを飲む。冷蔵庫はそりゃもうカレーばかりだが、ほんの少しだけ俺おれのパーソナルスペースがあって、コーラが置かれている。

　自分の分と水琴の分を注いだ。

「ほれ」

「ありがと」

　ぐびぐびと飲み干している。優雅に飲食とは遠い姿だ。

「ぷは。一仕事終わったあとの一杯は美お味いしいね」

「仕事なのか」

「ナツルを生かすための仕事だよ」

　カレーで命を繫つないでいるわけでもないんだが。それでも食費が助かっているのは確か。

「お前さあ……」

「なあに」

「なんで俺んちまで、わざわざメシ作りにくんの」

「なんでって……幼なじみだからよ」

　それは理由なのか。

「前にも言ったでしょ。幼なじみの義務として、やらなきゃなんないの」

「義務ってなんだよ」

「義務は義務よ……」

　珍しいことに語尾がごにょごにょしていた。もしかしたら、義務ではなくて嫌がらせだと言いたいのかもしれぬ。

「紅あか音ねちゃんと会長は、幼なじみじゃないのに作ってるぞ」

「あの二人は……なんかよこしまなこと考えてんじゃない」

　なんだそりゃ。だとすると、俺おれの周囲には腹に一物抱えた女の子ばかり集まっていることになる。

　水み琴ことは周囲を見回した。

「もしかして、会長また来るんじゃないでしょうね」

「来ない来ない」

　俺は即座に否定。来られても困る。水琴と違ってバリエーションのある料理を食わせてくれるのはいいが、あとが怖い。なに要求してくるか分からん。

「……もしかして、紅音ちゃんが来るとか」

「来ないと思う」

　紅音は水琴と違って事前連絡をしてくる。ないから来ない。

「なーんだ」

　とか言いながらも、ほっとしているように感じられるのはどうしてだよおい。

「じゃあ今晩はあたしのカレーライスアワーで……」

　といった途端、ピンポンとチャイムの音が。

　俺は思わず水琴と顔を見合わせた。この家にも一般家庭らしくチャイムがあって、普通は鳴らす。扉を狂ったように叩たたくのはこの女くらいだ。さてこの常識的な訪問からすると。

　俺は扉を開けた。

　そこにいたのは紅音であった。

「こ……今晩は」

　おどおどと頭を下げる。

「すみません。来ちゃいました……」

「えっと……」

「ナツルさん、ご飯まだだろうって思って、作りに……あ」

　彼女の目は、俺の後ろの水琴に向けられていた。

　口がＯの字に開かれ、それから瞳ひとみが涙でにじむ。

「ご……ごめんなさい。お邪魔だったんですね」

　いきなり回れ右して帰ろうとするので、俺おれは慌てて引き留めた。

「いやいやいいよ、入って入って」

　半ば強引に引っ張る。

「水み琴ことの料理に飽き飽きしていたんだ。あいつまたカレーなんだよ」

「え……」

　一瞬にして申し訳なさそうになる紅あか音ね。

「あたしもカレーなんです……」

　なんじゃそら。

　まあ、引き留めた以上、また追い返すのは間違っている。俺は彼女を上げた。水琴はしばらくじっと眺ながめて、「むー、ライバルの登場か」とか言ってる。

　紅音ちゃんは台所まで来ると、鍋なべの中身をじっと眺めた。

「……チキンですか」

「うん」

　と水琴。

「チョコレート、入れてもいいですか」

「いいわよ。自由にどうぞ」

　おい。理科の実験じゃねえんだから。しかしあとで聞いたところ、隠し味でチョコレートはわりとよくあるんだそうだ。へー。

　再び煮込む。ことこと。

　水琴はため息をついて椅い子すに座る。

「結局紅音ちゃんも来ちゃってさあ、やっぱ会長も来るんじゃないの？」

「いやいや、それだけはない」

「本当？」

「ほんと。マジ。俺もごめんだから」

　ピンの外れた手しゆ榴りゆう弾だんを懐ふところに入れるようなものである。

「なんだって、そんなに会長のことを気にすんだよ」

「あの人手強いから」

「あ……あたしも気になります……」

　なんと紅音まで。水琴はうなずきつつ、

「ライバルになったら大変なんだって。ヤバい」

「ライバルって、料理勝負でもすんのか」

「似たようなもんよ。料理だって上う手まいし、頭いいし、美人だし」

　嘆息している。紅あか音ねも同じ仕草。

「なんでナツルなんかに……」

「陰謀家だからだろ。違う色のケンプファーだったのに、俺おれを仲間に引き込んだくらいだ。味方を作るのにも手段を選んでない」

「そうじゃないわよ」

「え？」

「違いますね……」

　と紅音。お前らの言ってることはよく分からんぞ。

　カレー鍋なべが少しずつ音を立ててきた。水み琴ことはちらっとだけ見た。かき回さなくていいのか。

「……ねえナツル。あんた会長からデートに誘われたりしないわよね」

「なに言ってんだ。地球が裏返しになったって起こらねえぞ」

　俺、雫しずくのこと苦手だし。つーか警戒してるし。

「あたしだってちょっと前までは、手術台の上でミシンとコウモリ傘が出会うよりシュールだと思ってたわよ。でもねー、世の中なにが起こるか分かんないからさあ」

「いやそれは分かるぞ。俺が会長とデートするのはない」

「ないの？」

「ないよ」

　雫はレイプ魔で俺の唇を奪ったが、心まで奪われるわけにはいかない。沙さ倉くらさんのためにも、純潔はできる限り守らねば。

「むう、一安心なのかな……」

「なんでお前が安心すんだ」

「幼なじみだからよ」

　やっぱ基準が分からん。

　水琴はいったん席を立って、コンロの火を弱めた。そしてまた座る。

「……あたしと会長ってそんなに違うかな」

「全然違うだろ」

「だって同じ女なのにさあ、不公平だと思わない？」

「それ、あたしも時々思うんです……」

　紅音が小さい声で賛成。

「あの人なんで、あんなに美人でスタイルがよくて胸も大きいんでしょう……」

「遺伝じゃないかな」

「神様ってひどいです……」

　紅あか音ねちゃんはそんなに貧相じゃないと思うんだが、瘦やせすぎかもしれない。あと腰とおしりの境目がいまいち不ふ明めい瞭りよう。

　水み琴ことが椅い子すを落ち着きなく揺すった。

「あたしの胸と交換してくんないかな」

「お前の胸も相当なもんだ」

「形があんまりよくないんだよ……うるさいなあ、見たのかよ」

　ちょっと待て。ここは怒るところなのか。俺おれはお前の胸も裸もあんま興味がないんだけど。

　実はケンプファーになってからというもの、性的なものへの興味が若干歪ゆがみつつある。

　端的に言うと女の裸への反応が鈍くなったのだ。「見ようと思えば自分の裸があるんだよなあ」と考えると、色々と気持ちが鈍る。じゃあ自分の裸を見るのかというと、これはこれで恥ずかしいんだが。

　水琴はなにやら自分の胸を寄せたり上げたりしていた。おいおい。

「ねえナツル」

「なんだよ」

「どうかな、あたしの胸」

「知らねえよ」

「紅音ちゃんは？」

「さ……さあ……」

「む。やっぱ服の上からじゃ分かりづらいかな」

「自分で触ってんじゃねえよ」

　俺は注意をした。ぐいぐいもむのはやめろ。手打ちうどんじゃあるまいし、一分二分で大きくなるものでもないだろうに。

「なんだよー、自分だって女の身体からだがあるくせに。そんなに恥ずかしいの」

「俺は男なの」

　くそ、早くカレーできないかな。

　話を終わらせたくなって、テレビをつけた。俺の家の台所にはテレビがある。食事しながら観みるのはあまり行儀がよくないけど、やっぱあった方がいいじゃん。

　なんだか知らないバラエティ番組をやっていた。グラビアのねーちゃんたちが水着姿で出演。熱湯だなんだできゃあきゃあやっていた。うへ、ここでも乳だ。

　水琴がひょこっと覗のぞき込む。

「やっぱ女の身体からだが好きなんじゃん」

「うるせえな」

　紅あか音ねもちらちら観みている。消すタイミングがなくなっちまった。このあまり面白そうじゃない番組を観続けなきゃならんのか。

　水み琴ことはカレーをほったらかしてる。

「……ねえ、男って、この『あはーん』とか『うふーん』みたいポーズって興奮すんの」

「なんでお前はダイレクトに聞くかな」

「あたしもこうすれば、興奮してくれんのかなって」

「誰だれが」

「ナツル」

　ふざけんなと言いかけたが、意外なことに、それなりに真面目まじめな顔つきであった。

「お前のキャラじゃねえよ」

「言ったな。あたしの小学生や犬まで鼻血を出すような色気を知らないくせに」

　知らねえよ。相手も小学生と犬じゃねえか。自慢になんのかそれ。

　馬ば鹿からしくなってコーラを飲む。と、水琴がやおら立ち上がった。

「……？」

　彼女はいきなり、フローリングの床の上に寝転がり、横向きになってしなを作った。

「どう？」

「へくしっ」

「ちょっと！」

　水琴が激げつ昂こうした。

「いきなりくしゃみするってどういうことよ!?」

「わざとじゃねえって。鼻がむずむずしたの」

　不可抗力だ。なにやらかす気だと思ったのは事実だが。

「もう一度やるからね。ちゃんと見ててよ」

　また横になって、しな。今度はとろんとした目つきになって、右腕を前に突き出し、くいくい指を動かした。

「……どう？」

「あー興奮した興奮した」

「真面目にやれ！」

　真面目ってなんだよ。幼なじみのがさつ女が寝っ転がってくねくねしてもなんとも感じねえぞ。かなり昔に、音楽に合わせて身体を動かす鉢植えの花があったけど、あの程度だな。

「ひっどい。そんなにあたしの胸が嫌か！」

　なんで胸の話になるんだ。

「いや別に、色っぽくないとは思わねえよ」

「噓うそつけ」

「ほんとに。だけどさ、幼なじみにやられてもなあ」

　幼稚園の頃ころは、泥で作った団子をぶつけあい、一緒に風ふ呂ろに入って汚れを落とした仲だ。裸なんかその頃いくらだって見てる。今さらなにを感じろというのだ。むしろ泥団子の投げっこが、幼稚園中を巻き込む大合戦に発展してしまい、掃除のため翌日は閉鎖になったことの方が印象深い。

　紅あか音ねが俺おれの服の袖そでをくいくいやった。

「ナツルさん。もう少し、真面目まじめに答えた方が……」

「なんで。俺は本音を言ったつもりだけど」

「紅音ちゃんが見てどう？」

　と水み琴こと。紅音はちょっと狼ろう狽ばいした。

「え……そんな……特に……」

「やってみてもらえる？」

　水琴は紅音を引っ張った。返答する暇ひまも与えてない。まったく強引なやつだ。

　紅音は床に寝っ転がった。背後から水琴が演技指導。

「もっとこう、下の腕を伸ばして……足はずらし気味に重ねるの。スカートがこう、ぎりぎりな感じで。口を半開きにしてナツルを見て」

「こ、こうですか……？」

「そうそう。いい感じ。どうよナツル」

　楽しそうな水琴と、横たわった紅音が見上げていた。むー。週刊誌のグラビアと比べても、ちょっと貧弱……いや、頑張ってるよ。

　紅音は俺の表情で察したらしい。しょんぼりしていた。

「やっぱり……あたしのような娘こじゃ……」

「こらナツル、紅音ちゃん泣かせるんじゃないの」

　お前が勝手にやったんだろうが。

　水琴の顔から楽しそうなものはなくなり、納得のいかないものにチェンジした。

「あたしそんなに駄目かな」

「人によるんだよ」

「紅あか音ねちゃんも」

「だから人によるの」

「それ、褒ほめ言葉じゃないと思う」

　水み琴ことはぶつぶつ言う。確かに褒めてはいない。というか、褒める場面なのか。女心の専門家に解説してもらいたいところだ。

　水琴はシャツの胸元に指を入れ、ぐいっと引っ張る。前まえ屈かがみになった。

「こういうのどう？」

　どうと言われても。

「谷間が見えない？」

「なんか赤いぞ。もう蚊の季節か」

　水琴は「ぐがー！」とか叫ぶと暴れ出した。

「なに考えてんの！」

「裏の家の庭に池あんだろ。あそこよくボウフラ湧わいてんだよ」

「頭きた！」

　落ち着け。カレーが焦げる。

　だが水琴はもう、カレーどころではなくなったようだ。ガスコンロの炎と同じくらい、頭に血を上らせている。












「エロかっこいいあたしに向かってなんてことを！」

「どこの誰だれがエロかっこいいんだ。お前はお前だろ」

「ジャングルでヘビを素手で捕まえる女は格好いいのよ！」

　ちょっとは格好いいと思うが、エロでは断じてあるまい。

「どうやったらあんた興奮すんのよ！」

「沙さ倉くらさんが、こうしなだれかかってきたら、コンマ一秒で興奮する。理性を抑えきれる自信がない。男の俺おれ限定だが」

「女のあたしはどうなるんだー！」

　もはやなにを言ってるのやら。

　それにしても、なんでこいつはこんなにカッカしてるんだ。興奮とか裸とか、お前は男子中学生か。俺に含むところがあるみたいだけど、とんと分からんし。それに紅あか音ねも不満を溜ためていそうだ。

　水み琴ことは頭をかきむしっていた。

「あー、この色気のない身体からだが憎い！」

「あんま卑ひ下げすんなよ。お前のことが好きな男もきっといるさ」

「鈍い上に馬ば鹿かなナツルはもっと憎い！」

　悪うござんした。彼女は親の敵みたいな目で睨にらむ。

「……あんた、そういや変身すると、女の身体になったよね」

「まあな」

「ちょっと見てて」

　水琴が右腕に力を込めた。薄い赤の腕輪が輝く。

　ぱっと光が広がり、彼女の全身を包んだ。やがて収まると、そこに金髪の少女が立っていた。

　水琴のケンプファー姿である。赤が変身するところをじっくり見たが、やっぱ青と変わんねえな。

　髪は金色。日本人が染めたようなインチキっぽさはなく、純粋なブロンドだ。瞳ひとみの色も薄い灰色。ちょっといいな。

　服は元のまま。理屈は不明だが、学校制服と一部下着以外は変化しないのだ。

「これはどうよ」

「どうよって、変身しただけじゃねえか」

　そんなことなら俺にもできる。しかも性別まで変化するおまけ付きだ。

「ちょっと変わってない？」

　どうだろうか。確かに顔立ちに変化はついている。が、身長や声なんかは前と同じだ。

　これはケンプファーが全員そう。

「鈍いなあ。胸だよ胸」

　言われたので水み琴ことの胸元を観察する。

　いきなり両手で隠された。

「ちょっと！　いやらしい目つきしないでよ！」

「してねえよ。お前が言い出したことだろ」

　複雑な女だ。しょうがないから、いやらしくない目つき（ってどんなのだか不明だけど）で、じっくり見る。

「……分かんねえぞ」

　彼女は「はーあ」とため息をつき、

「違ってるの。こっちの方が大きいし形もいいの。分かるでしょ」

「だから分からんと言うに」

「まーったくもう。本当に駄目ね。こういう時は噓うそでいいから褒ほめるのよ」

「なんだ噓か」

「これは噓じゃないわよ！」

　と言われたって区別がつかない。東ひがし田だなんかだと服の上からでも女子のサイズを当ててしまうが、あんなのは一部の人間だけの特技だ。しかもバレたらセクハラと騒がれるだけで割に合わない。一般人の俺おれとしては努力したってできないことだ。

「でも大きさや形なんてなあ……」

「違うのよ。女は努力してんのよ」

「ケンプファーに変身すんのは努力なのか」

「変身前。あたしはお風ふ呂ろで、いっつも胸の大きくなる運動してんのよ！」

「その口ぶりじゃあ、効き目がなさそうだな」

「死んじゃえばいいのに」

　カレーはどうした。そろそろいい感じに煮えてくるんじゃないのか。

　だが水琴にとっては、どうもこっちの方が重要になったらしい。また自分の胸を触りはじめた。

「む……やはりこっちの方が大きい。これからはこの姿で生きるか」

「そんなんで学校来られたらみんなびっくりするぞ」

「あんた行ってんじゃん」

　あれは必要にかられたというか、会長の仕業なんだよ。

「楽しそうだよね。女子部の娘こに囲まれて、校門できゃーきゃーやってるし」

「それほどでもないぞ。むしろ苦しい」

　隙すきあらば尻しりを撫なでたり、スカートの中に手を突っ込んだりするからな。髪の毛を切り取って持っていこうとする女の子がいたのには戦せん慄りつした。

　何故か不審そうな目つきになる水み琴こと。

「そうか。つまりナツルは、ケンプファー姿のスタイルがいいからって満足して、他の女には興味がなくなったのか」

「どうしてそうなるんだ。沙さ倉くらさんは常に追ってるぞ」

「あの人スタイルいいもんね。あー、そういや会長もモデルみたいにすらっとしてたなー。そーかああいうのが好みか」

　好みといえば好みだが、なんか少々誤解があるぞ。

「ねえ、紅あか音ねちゃんもそう思うよね」

「え……。ナツルさん、会長が好みだったんですか」

「だから、俺おれは沙倉さんは好きだけど、会長は好みでもなんでもないの」

「そうでしょうか……」

　紅音がぶつぶつ言い出す。

「なんか最近のナツルさん、会長と仲がよさそうですし……」

　よくないよ。こっちは憎んでるのに向こうがちょっかいかけて来るんだよ。

　紅音だけではなく、水琴も疑いの瞳めをしていた。君たち、俺の台詞せりふを信じないのか。

「沙倉さんに会長なんて、普通すぎてつまんないよナツル」

「そのうち片方しか当てはまんないぞ」

「なんで。会長好きな男子なんか一杯いんじゃん。食虫植物みたいに凄すごいよ、あの人」

　譬たとえがおかしいが同感だ。

「会長なんか綺き麗れいなだけで、別に好きじゃねえよ」

「うちのクラスの娘たちなんか、見てるだけでくらっとするって言ってた。他校にもファンがいるみたいだよ」

「みんな中身を知らん。あれは美人のテクスチャを貼はった悪鬼だ。あんだけ真っ黒けっけの性格なんて見たことない。ぼやぼやしてると食われるぞ。警戒心がないのか」

「んー、でも」

　紅音は頭をぼりぼり搔かいた。

「肝心の会長がねえ……」

「どうした。食中毒で入院でもしたか。めでたいな」

「違う。あんたのことをさあ……」

　ごにょごにょごにょ。俺おれのことがどうだと言うのだろう。利用するだけ利用して捨てるのか。生いけ贄にえとして祭壇に捧ささげるのか。どれもありそうだな。気をつけねば。

　水み琴ことは言いそうで言わない。

「あんたが気づいてないから、まだ助かってるんだけどねえ」

「なんだよ。引っかかるな」

「そこはあたしも……ほっとしてます……」

　紅あか音ねまでそんなことを。みんな俺と雫しずくをどうとらえているんだ。俺と一緒になって憎めばいいのに。

「やっぱ会長や沙さ倉くらさんに勝つには……胸になるのかなあ」

　またその話か。こいつ意外にコンプレックスがあるんだな。そんなもん二つついてりゃいいじゃねえか。

　水琴はなおも、しみじみと自分の胸を触っていた。

「……紅音ちゃん」

「は……はい？」

「ちょっと変身してもらえる？」

　紅音は端から見て分かるくらい、びくっとしていた。

「ど、どうしてですか……」

「比べてみたいの。変身前とあとでどうなってるか」

「それは……あたし変身しちゃうと」

　あとずさる紅音。

「ら、乱暴になりますから。近こん堂どうさんになにするか分かりません……」

「いいわよ。気にしない」

　いや気にしろよ。あんなトリガーハッピーの猛犬女、本当になにするか分からんぞ。

「ほ、本当に自分を抑えきれないんです。絶対変なこと口走っちゃいます。駄目……」

「いいから。あ、その前に」

　水琴が後ろから紅音に抱きつく。手を前に回した。

「ちょっと確認させてね」

「きゃ……」

　水琴ががしがし胸をもむ。紅音は真っ赤になって、なすがままにされていた。

「なるほど、結構あんのね」

「もういいですかあ……」

「いいわよ。はいじゃあ変身。ケンプファーになーれ」

　強引に、紅あか音ねは変身させられた。光が煌きらめいて、紅音を取り囲む。

　一瞬にして、むすっとした猛犬女が登場した。

「……ったく、めんどくせえことしやがって」

　紅音はまるで、猛獣みたいな目をしていた。

「おめえの乳のことなんか知るかよ。へこんでたっていいじゃねえか。ギネスに載るかもしれねえぜ」

　うわー、あんま機嫌よさそうじゃねえな。もっとも猛犬女バージョンは、いつだって不機嫌で殺す相手を探しているんだが。

　しかし水み琴ことは平然としてる。

「いいじゃん。胸は女の命よ」

「聞いたこともねえや」

「ちょっと触らせなさい」

「あ？」

　紅音が呆あきれたような声を出す。

「馬ば鹿か言ってんじゃねえ。あたしをエロいゲームに出てくる頭のイカれたロリ女と一緒にする気か。脳天に穴開けるぞ」

「ちょっともむだけよ」

「あたしは萌もえアニメの抱だき枕まくらじゃねえんだ」

「少しだけ」

　手を伸ばす水琴。紅音は身体からだをよじって避よけ……たりはしない。代わりに光の速さで拳けん銃じゆうを出現させた。ぴたりと水琴にポイントする。

「額の穴で呼吸がしたいようだな」

「引っ込めて。拳銃じゃなくて胸」

「馬鹿言ってんじゃねえ」

「あたしの胸も触っていいから」

「死ね！」

　あっ、紅音め撃ちやがった。しかし次の瞬間、水琴が日本刀の柄で銃身を跳ね上げた。そういやこいつは剣シユヴエアトだった。

　天井に穴が開く。うぎゃー、両親が帰ってくる前に塞ふさがないと。水琴は白刃に蛍光灯の光をわざと反射させて牽けん制せいし、紅音の背後に回り込む。

「とった」

　そして片手で胸をもむ。むぎゅ。

「うわおっ」

　猛犬女が驚くという、珍しい光景が見られた。

「むむむ、やっぱケンプファーになると変わるね。こっちの方がもみごたえがある」

「てめえっ、離しやがれ！」

「まだ待って……あー、あたしよりあるなあ。むかむかしてきた」

「ムカついてんのはあたしの方だ！」

「先っちょも、こう……」

「てっ、てめっ、殺すぞ！」

　ケンプファーは力が強い。だから暴れた紅あか音ねに抜け出せる力はあるのだが、水み琴ことも立場は同じである。しかも背後からの分有利だ。

　それでも片手だけでいじくっていたせいか、紅音は顔を真っ赤にしながら脱出した。

「このクソったれが！」

「馬ば鹿かもう撃つな！」

　止めようとした俺おれの方へ、銃口が向けられる。

「口出しするんじゃねえ！　お前から先に、脳みそぶちまけてやる！」

「危ねえから！」

　こっちは男のままなのだ。撃たれたら避よけることもできない。

　水琴の日本刀が、また光った。

「まーまー、紅音ちゃん、そんなに怒んないでよ」

「てめえ、ちゃんづけで呼んだな」

「紅音ちゃんは紅音ちゃんじゃん」

　そうか、水琴は猛犬女が「ちゃん」づけで呼ばれることをなによりも嫌っているって知らないのだな。ほら、紅音のまぶたが引きつってるぞ。

「ちょっともんだだけだし、許してよ」

「あたしはレズじゃねえぞ」

「あたしだって違うし。でも気になんじゃん」

　あっけらかんと言う。紅音は喉のどの奥でうなりながらも、拳けん銃じゆうを引っ込めた。納得したわけじゃなく、水琴の腕前を見て、厄介だと認識したんだろう。

　俺は胸をなで下ろした。危なかった。家がぼろぼろになるかと思った。

「ねえナツル」

　水み琴ことが言う。

「なんだよ。そろそろカレー食うか」

「あとでいいわよ。あんたも変身しなさい」

「なんで」

「もむのよ」

　御免こうむる。なんで俺おれまで。

　紅あか音ねが笑っていた。

「そりゃいいや。あたしだけってのは不公平だと思ってたんだ」

「そういうことよナツル」

「冗談じゃない」

「本気よ」

　断ると言おうとしたら、誓約の腕輪が光った。その気はなかったのだが、水琴と紅音が力を込めたので、釣られてしまったのだ。

　瞬く間に光に包まれ、女の俺にチェンジ。私服は元のままなので、シャツの胸が張った状態になった。

　水琴はその胸をじろじろ見ていた。

「でっかいなあ」

「あんま見んなよ」

「あたしのだって見たじゃん。見せなさいよ」

　だってお前の視線、なんかエロいんだもん。

　いきなり手を伸ばした。ひい。

　水琴の右手が俺の胸に、左手は自分の胸に置かれていた。こら、なにするつもりだ。

　ぐいぐいもみはじめる。どうも自分のと、もみ比べをしているらしい。どういう儀式なんだよ。気持ち悪いからやめろ。

　もまれた感触はダイレクトに伝わってきた。この「もにもに」だか「めにめに」だかの、心臓の上あたりを鷲わしづかみにされる感覚は、なんとも表現しづらい。なんか胃のあたりが「くにゅっ」てなる。

「お、お前……手つきがやばいって」

「あー、やっぱりあたしより大きい。なんか形もよくない？」

「知らねえって……」

「紅音ちゃんも触ってみて」

「おー、どれどれ」

　お前レズじゃないって言ってたくせに。しかも水み琴ことと違って、遠慮もなにもなくがしがしもむ。

「おいっ……痛いって」

「はー、こいつぁもみごたえがあんな」

「でしょう」

　水琴が納得してる。

「でかくて弾力がある。先っぽはどうなってんだ」

「やめろ！」

　遠慮なくシャツを脱がそうとしてきたので、急いで遠ざかった。どうするつもりだったんだ。

「ナツル、今度はあたしの触ってみてよ」

　水琴がまたとんでもない発言をする。

「ばっ、馬ば鹿か言うな」

「なに照れてんのよ。女同士でしょ」

「俺おれは男なんだよ！」

　さっきまでは「いらやしい目で見んな」とか言ってたくせに、触るのはいいのか。ころころ変わりやがって。俺をなんだと思ってる。

「触んなさいよ。あんたがどれだけ恵まれてるか、教えてあげるから」

「いいよ！」

「あたしのあとは紅あか音ねちゃんをもんであげれば」

　それこそ御免だ。猛犬女が激怒して発砲するなんてものじゃない。きっと地獄の底まで追ってくるぞ。

　水琴が引っ張り、俺が引っ張り返す。自分の腕を使った綱引きだ。さっきまでと違って俺もケンプファーだから力がある。

「往生際が悪いなあ。紅音ちゃん、手伝ってよ」

「あいよ」

「おい！」

　反対側から紅音が回り込んでくる。俺は焦って、この場から逃げだそうとした。しかし正面にはガスコンロがあってカレーが煮えている。

「ナーツールー」

　水琴が「胸がただで触れるんだから喜べ」なんて言ってるが、時と場合による。だから引っ張るんじゃないって。












「あんまり暴れると危ないよー。カレーがあるから」

　お前のせいだろが。

　ぐい。俺おれは逃れようと力を込める。女二人もケンプファーだから強い。俺はついバランスを崩してたたらを踏んだ。

「うわっ……」

「きゃあ」

「あー、馬ば鹿か」

　鍋なべに身体からだを引っかける。どでかいカレー鍋が派手な音と共にひっくり返った。

「あーちー!!」

　俺は大声で悲鳴を上げた。




　で、その後。

　大ごとにならなかったのは、ひとえに運がよかったためだ。カレーはたまたま服を重ね着していたところにかかり、直後に水をぶっかけたおかげで重度のやけどにならずにすんだ。ケンプファーなんで熱にも強いってこともある。宝くじがまったく当たらないのは、こういう時のために運を温存したからかな。

　代償として台所はカレーと水で悲惨なことに。椅い子すは捨てた方がいいかもしれないな。

「ねえナツル」

　軟なん膏こうを塗っている俺に、水み琴ことは言った。さすがに反省した顔をしている。紅あか音ねは無言だが、さっきまでカレーまみれの俺を見て大笑いしていたので、顎あごでも疲れたんだろう。水をかけてくれたのもこいつだが。

「なんだよ」

「夜のご飯、なくなっちゃったね」

「しょうがないだろ。たまってるカレーでも食うよ」

　チキンカレーは全て床と雑ぞう巾きんが飲み込んだ。あそこから元に戻すのは不可能だ。

「お詫わびに作るよ。買い物行ってくるから」

「ラーメンならいらねえぞ」

　ぎょっとする水琴。

「……あたしの心を読んだ？」

「分かるに決まってんだろ」

　俺はささやかな復ふく讐しゆうとして、彼女のほっぺたに軟膏を塗りつけた。












第三章







　俺おれは高校二年生であり、青春を楽しむ権利を十分持っている。マスメディアが散々言いふらしているように、異性とデートするとか体育祭で健けん脚きやくを披露するとか文化祭で校舎に火をつけるとか。最後はないか。

　とにかく人間延々と学生やるわけにいかないんだから、今を楽しまなければ損なのだ。正直、当人の俺としてもぴんとこない理屈なのだが、転勤している父親が何度も言っていたから確かなんだろう。なにせ父親ときたら「高校の時は友達も少なくて彼女もいなかったから、休み時間はずっと寝てた。お前は俺のようになるな」なんて変な説教すんだから。

　おかげさまで、変わったやつばかりだが友達には不自由していない。しかし、だ。青春するには余計なもんがくっついている。

　俺はケンプファーであり女の身体からだを持っている。正確には変身すると女になる。さらに相棒が大層口が悪く、なにかにつけて人を穴だらけにしようとする。想おもい人は友達としてしか見てくれない。幼なじみがカレーばかり作る。ぬいぐるみが喋しやべる。等々。

　普通ならまず経験できないことばかりで、そういう意味では夢のような高校生活だが、できれば夢のままでいて欲しかったのが正直なところ。こんなワイルドな人生いらない。

　お話だとこういうのは友人知人が助けてくれて、協力のもと乗り越えていくものだ。週刊少年漫画誌を見ろ。あれこそが友情だ。

　だが俺にはそれも怪しい。逆に俺を利用しようとする連中ばかりなのだ。たとえば東ひがし田だを筆頭とする美少女同好会とか、女子部二年四組の三人組とか。

　中でも今目の前にいるこの女ときたら、俺を将棋かチェスの駒こまとしか見ていない。

「どうしたの。あまり機嫌が良さそうじゃないのね」

　生徒会長の三さん郷ごう雫しずくは、そんなことを言った。

　俺は憮ぶ然ぜんとしていた。

「いきなり生徒会室まで呼び出されたら、機嫌も悪くなる」

「休み時間に誘ったんだけど」

「貴重な昼休みを使わせやがって」

「どうせ暇ひまだったんでしょう」

　はい図星でございます。東田が「一緒にメシでも食おう」と誘ってきたが、やんわりと拒否したところだ。嫌いなやつじゃないんだが、どうも話題が限定されるきらいがある。具体的には女子部の女の子の写真がどうだとか。同じ話題ばっかりじゃさすがに俺も飽きてしまうのだ。たまにはテレビの話とかしたい。

　雫しずくは生徒会室の、なんだかやけに大きい机を使っている。値が張りそうなんだが、前に「中古品だったから格安」と言っていた。というかお前が自分で選んだのか。

　生徒会長様は椅い子すに座ったままこっちを眺ながめていた。頭の中で、俺おれの皮でも剝はいでいるんじゃなかろうな。このサドならあり得ることだ。流れるような黒髪も整った顔立ちも実に綺き麗れいだと思うが、俺にはまるで響かない。マネキンと同じ感覚である。

　こいつはいつも休み時間はここにいる。いったいどんな仕事をしてるんだろう。前に生徒会の人間に聞いたところ、「会長の仕事量は半端じゃないです」との答えだった。男子部と女子部を束ねているのでかなりのものらしく、彼女以外にはとても務まらないとのこと。

　これで赤のケンプファーまでやってんだから、どういう身体からだをしてるのやら。影武者がいるんじゃないだろうな。

　俺は考えるのをやめて訊きく。

「用はなんだよ」

「どんな用がいい？」

「馬ば鹿かなこと言うな。だいたい呼び出さないで、会長が男子部まで来いよ」

「私がそっちに行ったら、騒ぎになるでしょう。来てもらった方がお伴がいなくていいわ」

　それはそうだ。この学校には「三さん郷ごう雫様に罵ののしられる会」なる地下部活動があって、雫に罵ば声せいを浴びせられるのを心待ちにしている。このマゾどもは男子部に雫が姿を見せると、周りを用もなくうろうろするのが常。あれは少しでも近づきたいというよりは、「さっさとどこかへ行きなさい」と叱しかってもらえるのを待ちかまえているんだそうだ。

「だから用件はなんだよ」

「ちゃんと用事はあるわ」

「早くすませてくれないか」

「そうね。ここで伝えてもいいんだけど」

　雫は立ち上がり、自分の鞄かばんを取った。

「おい会長」

「場所を変えて話しましょうか」

「なんで」

「お昼ご飯、まだよね。一緒にどう」

「えー……」

「持ってきたんでしょう」

　実は弁当を持ってきていた。呼びに来た生徒会の役員が、「昼食を持ってきて欲しいとのことです」と伝えたのだ。理由が分からなかったが、こんなことなら東ひがし田だの誘いを断るんじゃなかった。やはり優先すべきは男の友情か。

　彼女も弁当を取り出した。今日は学食じゃなくて作ったようだ。小判型の箱を、白のナプキンで包んである。女の子っぽくはないな。ＯＬみたいだ。

「行きましょうか」

「どこへ」

「上」

　彼女は人差し指で天井をさした。




　上というのは文字通りで、屋上だった。生徒会室は図書館の建物を利用しており、そこの上である。星せい鐵てつ学院では女子部校舎の屋上が開放されており、生徒たちの憩いの場となっている。ちなみに男子部では、以前言ったとおりサックス吹いた馬ば鹿かがいて出入りを制限されていたのだが、つい先日忍び込んだやつがトランペットを、しかも授業中に鳴らしたのでめでたく全面禁止となった。学校側の横暴だとの声もあったが、当の男子生徒は「トランペットを吹けばクトゥグア様がＵＦＯに乗ってやって来るのです」と真顔で主張したらしい。そりゃ禁止にもなるわ。

　屋上への金属扉に鍵かぎはかかっていなかった。開けた途端に風が顔を叩たたく。

　天気がよく、日光が気持ちよかった。他に人の姿はない。これで雫しずくが相手でなけりゃ、もっと気持ちいいだろう。

　端っこへ歩いた。鉄てつ柵さくの土台が腰かけるのにちょうどいい高さだ。

「座りましょう」

「生徒会長様が、こんなとこでメシ食っていいのかよ」

「誰だれも禁止してないわよ」

　そりゃそうだろうが、なんつーか彼女のイメージに合わねえんだよな。

　コンクリートの上に雫がハンカチを敷しく。おや俺おれの分まで。

　遠慮なく腰を下ろした。別に直接座ったって構わんけど、なんとなく。

　俺はさっさと自分の分の弁当を開ける。中身はいちいち見なくても分かっている。だって俺が作ったんだから。

　雫がこっちの手元を覗のぞいていた。

「カレーね」

「他になくてな」

　弁当に自宅からカレー持ってくるのも変なんだが、水み琴ことが大量に作ったから仕方ないのだ。もう何日目だろう。そろそろ手首を切ったらスパイスが流れ出るはずだ。

　スプーンは忘れてきたので箸はしで食う。日本人はこれでいいんだ。

　雫しずくの弁当は白いご飯と鶏とりのささみみたいなのと、あとなんか色々。バリエーションに富んでいる。栄養はありそうだ。

「会長の手作りか？」

「そうよ。こう見えて料理好きなの」

「へー」

　そいつは意外だ……とは思わない。なんでもできるパーフェクトガールなのだ。ずば抜けて優秀で、星せい鐵てつ学院に入ったのが不思議だと思われるくらいだ。料理くらいお手の物だろう。

「食べる？」

「……いや、いい」

「遠慮しなくていいわよ」

「いいって」

　そんなに物欲しそうにしてたかな、俺おれ。

　目の前のカレーを片付けなきゃならん。幸いなことに水み琴こと謹製のカレールーは冷めてもそこそこ食べられた。残飯を出すのはよくない。地球に優しく。

　太陽光線が俺たちを包む。気温が高いのはなによりだ。俺は箸をくわえつつ、

「他に誰だれもいないのな。秘密の隠れ家てやつか」

「今はね。いないわけじゃないわよ」

「そういや鍵かぎかけてねえのな」

「本当は立ち入り禁止なの。でも生徒の楽しみを取り上げたってしょうがないでしょう。飛び降り自殺があったら困るけど」

　雫は上品な手つきでご飯を口に運んでいた。

「ここはよくカップルが来るわよ」

「ふーん……っておい、そういうのやばいだろ」

　星鐵学院は男女交際に厳しい。なにせ男女別学で、敷地も真っ二つなのだ。ゲシュタポみたいな生活指導の連中がうろちょろしており、共同で使用しているのはこの図書館棟しかない。

「生徒会長が学校の規則破んのか」

「カップルがこっそり屋上に来て、誰か迷惑な人がいるの？」

「……いないけどさ」

「じゃあいいわよ。見て見ぬふりも会長の役目」

　ううむ、堅そうな見かけと違って、こいつは融通を利かせることもできる。実際「会長は生徒の味方だ」って意見も多いのだ。慕われてるってのも道理か。敵対してるのなんて俺おれくらいだな。

　カレーを食べ終わった。家にはまだまだあるので、カレー地獄はこれからも続くが、今は終了。

　雫しずくも弁当を空にしている。紙パックのお茶を飲んでいた。

　俺もなんか飲み物買ってくるか……いや待て、なにかがおかしい。

「そうだ会長」

「なあに」

「俺に用があるんじゃなかったのか!?」

　普通に飯食って世間話しちまった。

「そういえばそうだったわね」

　なに吞のん気きなことを。茶なんか飲むな。

「どんなことなんだ」

「そうね」

　雫はじっと俺を見ていた。

「デートの誘い、かな」

「は？」

　俺は嫌そうに言った。また心にもないことを。どうも俺のことをからかいやがる。

「なんだそれ」

「いけない？」

「どんな裏があるんだよ」

「裏？」

「企たくらみがあるんだろ」

　この女は得体が知れない。なにせモデレーターに逆らおうとする根性の持ち主だ。計画やら陰謀やらを腹の中にたくさん抱えている。本心を探るのは骨が折れるが、警戒を怠っているとやけどをしてしまう。

「デートに裏なんかないわよ」

「またまた」

「あなた、私をなんだと思っているの」

「陰謀会長」

「わざわざ二人きりで会って、他に言うことないの」

「二人っきりってな……」

　そりゃ屋上で昼食べて、確かに二人だけだけどさ。こうなったのはたまたま……てか雫しずくが呼び出したからで。

　そこではっとした。俺おれと雫が二人きりなんだから、ここでしか話せないことがあるのだ。きっと他者には聞かれたくない重要な件。

　だとしたら一つしかない。ケンプファーのこと。しかもモデレーターの味方となっている俺たちの敵のことだ。

　なるほど。考えてみりゃ俺と雫の接点なんて、他にないのだ。ケンプファー絡みに決まっている。

　緊張した。恐らくデートというのはカムフラージュで、なにかあるんだろう。ひょっとしたら、世界の命運を握る重大な案件かもしれない。

　俺は思わず声を潜めた。

「……本当の目的は？」

　くすりと笑った、ような気がした。

「デートよ」

「だから、本当のことだよ」

　若干だがいらいらした。雫は秘密主義っていうか、中々本心を明かさない。親友の沙さ倉くらさんにも同じ態度なんだからあっぱれだとは思うが、少しは教えてくれないとこっちも困る。

　だが眼前の女は、喋しやべってくれなかった。

「次の祝日なんてどう？」

「目的はやっぱ新しいケンプファーのことか」

「暇ひまでしょう」

「……まあ、暇だけどさ。それよりも敵の話を」

「ならオーケイね」

　雫は満足したのか、弁当箱をナプキンで包み直すと立ち上がった。

「朝十時に、楓かえでの家に行ったとき待ち合わせた場所で」

「俺たちだけか」

「デートは二人きりでするものでしょう」

「いやカムフラージュじゃなくて、本当のことは」

　答えてくれない。それどころか、彼女は面白そうに俺を見ている。おいおい、こっちは真剣なんだぞ。

「本当のことねえ……来てくれれば分かるわよ」

「もったいぶるなよ。心の準備があるだろ」

「デートのつもりでいれば十分よ」

　訳の分からんことを。沙さ倉くらさんが相手ならなにも考えずに飛んでいくんだが。

　しかしここまで言われたら、同意するしかない。男女兼用の服じゃないとまずいな。どこで変身するか分からない。

　俺おれも立ち上がる。弁当箱が軽い。

　いきなり金属の扉が開いた。誰だれか上がってきたのだろう。

　その生徒は、俺たちを目撃して眼をぱちくりさせていた。

「……ます……」

　一年生の新聞部員、西にし乃のますみであった。ハイテンションでデマをまき散らすスピーカー女子高生である。それなりに可愛かわいいんだが、あのアップテンポには女子部の娘こたちも中中ついていけないんだそうだ。

　彼女はしばらくきょとんとしていたが、やがて回れ右をして帰っていった。

　嫌な予感で心がざわつく。

「会長……」

「あの娘、西乃さんね」

「落ち着いている場合かよ。なんか俺と二人でいるところを見られて」

「別にいいんじゃない」

「よくないだろ。デートとか喋しやべっていたの、聞かれたかもしれないんだぞ」

「聞かれたらまずいのかしら」

　まずいだろう。いくら冷血女とはいえ星せい鐵てつ三大美女の一人である。男の嫉しつ妬とは女にも負けない。やっかんだやつらに囲まれて、なにされるか分かったもんじゃねえや。

「気にすることはないわよ。瀬せ能のう君は平気」

「なんで」

「なんでもよ」

　気になるなあ。どうも俺の知らないことをなんでも知っている素振りなんだよなあ。

「だって瀬能君の中ではデートじゃないんでしょう」

「当たり前じゃねえか」

「じゃあ平気」

「あの娘がデートだって言いふらしたらどうすんだよ」












「それでも平気よ」

　雫しずくは意味ありげに語り、俺おれを置いてさっさと降りていった。




　男子部二年四組に戻る。さっそく俺の周囲にはボンクラ男子高生どもがやってきて……にはならなかった。全員あちこちでだべっている。

　不審に感じて、近くの男を突っついた。

「おい東ひがし田だ」

「瀬せ能のうか。いなかったな」

「用事があってな」

　こいつはくるりと俺に向いた。

「そうだ、新聞部のやつから聞いたんだが、会長といたって？」

　来た。さすが新聞部のネットワークだ。もう男子部まで知れ渡っている。「三さん郷ごう雫様に罵ののしられる会」あたりが刺客を送り込んでくるかもしれない。目の前のこいつだって、いつ敵対するか。

「……ああ、いたよ」

「大変だな」

　東田はそれだけ言うと、また背を向けた。あれれ？

「おい。もう終わり？」

「なんだよ。教科書でも忘れたか。次の授業は日本史だぞ」

「そうじゃねえ。ますみちゃんからなんか聞かなかったか。その……デートとか」

「あー、そんなこと言ってたな」

　だがこいつは軽く流そうとした。

「ないだろ」

「へ？」

「だから、瀬能が会長とデートなんてないだろうってこと。あれだろ、欠席が多いから呼び出されて説教でもされてたんだろ」

「いやまあ……」

　説教でもなかったんだが。というか並んで弁当食べてたんだが。

　東田は腕を組んで、

「だいたいさ、瀬能みたいな地味な男に会長がデートなんて言うか？　もっとイケメンか、堅実なのがタイプだろ」

　地味とか言うな。派手でもねえけど。

「『三さん郷ごう雫しずく様に罵ののしられる会』でもお前をマークしていたそうだが、最近外れた。会長ならもっといい男を狙ねらうはずだ」

「……」

「だからデートなんてデマは、俺おれたちだって気にしないよ。それより不良生徒だって目をつけられない方がいいぜ」

「……そりゃどうも」

　助かったが、微妙に納得がいかないのはどういうことだ。

　東ひがし田だは背を向けようとして、言い添える。

「そういや水み琴ことちゃんが、お前を探してたらしいぞ」

「いつ」

「ついさっきだって。会長に説教されてんのが不安だったんじゃねえの」

　だから説教でもないんだけど。

　俺は自分の席に戻った。水琴云うん々ぬんは気になったが、用があるなら家まで来るだろ。またカレーを持って。

　それよりも今度の祝日だ。そんなに日がない。ケンプファー絡みだとすると、謎なぞの敵からの不意打ちも十分あり得た。注意しなければ。

　俺は気持ちを引き締めた。あんまり引き締めたせいで、教師に当てられてもしばらく気づかなかった。





　　○






　祝日になると、待ち合わせるのも一苦労。人通りが多いものだから、相手は見えないし自分は埋もれちまう。なにしろ地味ですからね。

　待ち合わせの時間に余裕を持って着いたはずなのだが、雫はすでにいた。

「えー、お待たせ」

　そう言ったら、彼女は左腕を返して時計を見た。

「まだ待ち合わせには早いわよ。いい心がけね」

「そうか？」

「学校もこうならいいんだけど」

　いきなり説教かよ。東田の言ってたことが、時間差で正解になるとは。

　雫は薄い茶色の上着に、なんとスカート姿だった。スタイルがいいもんだからキャバ嬢っぽくなるかと思いきや、うまく抑えて清せい楚そさまで出している。おまけによく見ると、化粧までしていた。鉄てつ火か場ばから生まれたような性格のくせに、なに女っぽいことしてんだろうか。

　これで先に来ていたなら、ナンパやスカウトや宗教勧誘がひっきりなしだったと思うが、そんな雰囲気は感じさせない。前に殴って追い返したことがあったから、噂うわさが広がっているのかもしれぬ。

　俺おれ？　簡単なシャツにジーンズ。いつでも変身できるようにだ。男女兼用の服なんてそうそうないから、なんか野暮ったくなってしまう。

「行きましょうか」

　と雫しずくは言った。

「どこへ」

「デートなんだから、どこでも」

　おいおい。そうはいかないだろう。

「……なあ、このまま殴り込んだりするのか」

　俺は囁ささやくように質問する。

「なに？」

「モデレーターのアジトとかに突撃するんじゃないだろうな」

　大げさではない。あり得る話だ。雫なら偵察と称して俺を犠牲にするくらい平気でやる。

　雫はどことなくだが呆あきれていた。

「ずいぶん変わったデートなのね。経験あるの？」

「会長が本当の目的を言わないからじゃないか」

「ちゃんと言ったわよ」

　あくまでしらを切るつもりだな。本当に本心を言わない女だ。

　そうならそうで仕方ないが、警戒だけは怠らないようにしないと。それはそれとして、雫が立ったまま動こうとしないのは何故なんだ。

「リードはしてくれないの」

「盗塁がどうした」

「せめてどこに行きたいかは訊きくべきよ。男なんだから」

「家かな」

　休日は寝るかゲームをしてるのが俺の一日だ。録画したお笑い番組を観みるってのもある。

「瀬せ能のう君は、あまりデートの相手に向いていないのかしらね」

「だってこれはデートじゃないだろ」

　雫に惑わされてはいかんと、体内の赤信号が警告しているのだ。

　生徒会長様は納得したのかしてないのか、よく分からない。

「そうね。あなたの中ではそうだったわ」

　どうやら納得していただいて嬉うれしい。トゲっぽいのが引っかかるが。

　結局、雫しずくが先導してくれた。俺おれはほんの少しだけ遅れ、斜め後ろに位置するようにした。

「横に並びなさい」

　雫が前を向いたまま言う。

「なんでだよ……ははあ、デートだからって言う気か」

「当然じゃない」

「そんなにデートっぽくないといけないのか。誰だれかに監視されてるとか」

「そういうことにしましょう」

　どうも言うことがいちいち不ふ明めい瞭りようだ。まあこれも、秘密主義と俺に対する嫌がらせの一環と思えば理解できる。

　しょうがないので二人並ぶことに。別にカップルの振りをしなくても。

　自動券売機で切符を買って、駅のホームへ。ＩＣカードは持ってない。雫によると、星せい鐵てつの男子部と女子部を分けているゲートと駅の自動改札は、基本的に同じシステムなんだそうだ。

「導入する時に、業者選定で揉もめたのよ。リベートをちらつかせるところもあったけど、安くて堅実なところを探すのが大変だった」

「いつの話だ」

「私が一年生の時」

「ふうん……って、会長が業者決めたのかよ!?」

「もちろん理事会が決めたことになっているわ」

　高校一年なんて、ようするについこないだまで中学生だったんだろ。どうやったらそんなことができるんだ。

　電車に乗って何駅か。降りると色鮮やかな緑が飛び込んできた。

　ここは水辺に作られた公園の側そばである。近くの人間にとっては結構有名。ジョギングコースになるくらい大きくて、観覧車まである。バーベキューができるエリアも付随しており、動物オーケイだから犬を散歩させている人も多い。

　雫の足は、そこへ向いていた。

　例によって俺は隣に並ばされている。なんだか本当にデートっぽいので、訊きいた。

「なあ会長」

「雫って呼んでいいわよ」

「あんたは会長なの」

「前に呼んでくれたじゃない」

　そういやそんなこともあったな。少しだけ「雫しずくさん」と呼んだ気がする。でも「会長」の方がしっくりくるから、いつの間にかそうなった。それにしてもよく覚えているな。

「会長でいいだろ。呼びやすいんだから」

「馬ば鹿かねえ。私は、瀬せ能のう君なら呼び捨てにしても構わないって言ったのよ」

「呼び捨てにしてるだろ。会長様の方がいいのか」

　雫は歩くのを止め、腰に手を当てた。

「まったく、瀬能君の空気の読めなさは異常ね」

「失礼なことを」

「私の彼氏にしたら、矯正する必要がありそう」

　そんなことないから安心しろ。だいたい雫の男になるなんて、ハードルが高そうで地球上にいる生物は無理なんじゃないのか。

　そんなことより、目的地のことだ。

「会長、あそこの公園に行くのか？」

「そうよ。お互い高校生なんだから、安くあげないと」

「そうじゃなくて、そこまでしてデートっぽいことをしなくてもいいじゃんか」

「デートよ」

　相変わらず本心を言わないやつである。これは敵の襲撃に自分で備えろという意味か。

　人はそれなりに多い。駐車場もあるんだが、徒歩も当然いる。俺おれたちとか。雫と二人で中に入った。

　樹木があちこちに生えているものの、基本的に見晴らしはいい。なんだか知らない鳥も鳴いていた。舗装された道を歩く。

「どうすんだ」

「どうするもなにも、デートなんだからこうしているのが目的なの」

「敵が襲って来るかもしれないんだろ。なんか仕掛けたりしないのかよ」

　雫は返事をしない。呆あきれたように見えるのは気のせいか。

「私と二人でいるのは退屈？」

「退屈っていうか、ああ公園だなあと」

「じゃああっちに行きましょうか」

　雫は、ドーム型の建物へうながした。

　あそこは俺も知っている。公園内に設けられた水族館である。ガイドブックで紹介されることが多くて、平日なんかは小学生が集団で見学に来ているんだそうだ。

　しかし水族館か。合理主義者の雫しずくが無駄なことをするわけないから、なにか意味があるんだな。敵のケンプファーが魚にでも化けているんだろうか。

　入り口から中は薄暗い。深海を思わせる視覚効果だ。

　いきなりサメがこんにちはした。

「わ」

　たじろぐ俺おれ。牙きばがでかい。いくら頑丈な水槽に入っているとはいえ、海の殺し屋である。

「怖がりなのね」

　雫に見られた。むむ。

「驚いただけだよ」

「怖がっていたわ」

「俺が怖いのはあんただけ」

「じゃあこれからは、怖がらないように」

　多分、というか当分無理。

　別に水族館は嫌いじゃない。というか生まれてこの方一度しか行ったことがない。しかも幼稚園のころで、水み琴ことと水琴の両親が一緒だった。水琴はなんとかして魚を持って帰ろうと画策しては職員を困らせていたのを覚えている。熱帯魚を懐ふところに隠そうとするとか無理がありすぎるだろう。












　俺おれは女と二人できたのは当然はじめて。相手が雫しずくってのがよくない。ここは沙さ倉くらさんであるべきなのに。

「楓かえでは動物園の方が好きかもね」

　だから見抜くなっての。

　凶暴な方が泳いでいるところは早々に通りすぎ、クラゲだタツノオトシゴだかがふよふよしているエリアへ。

　気楽な連中が水槽で、寝てるんだか起きてるんだか分からん動きをしている。そもそも人間に捕まったことを理解しているかどうかも疑わしく、自分の置かれている立場がぴんときていないものと思われる。気楽な人生だとは思うが、クラゲになれと言われたらごめんだ。でもケンプファーよりはましかもなあ。

　そこからウツボやハリセンボンが棲息する水槽へ移動。このあたりになると、俄が然ぜん動きが活発になり、生物であるとの自覚が激しい。ときどき俺を見ては水槽にぶつかるのも、水生生物であることのアピールだろう。水の中でたいして生きられない人間ごときが偉そうな顔をするなって言いたそう。ごもっともで。

　雫はどの水槽でも、説明をじっくり読んでじっくり魚を眺ながめている。興味深そうだ。なにごとも真剣なんだな。考えてみたら、彼女が真剣じゃない顔やだらしなくしているところを知らない。知ってるやつ自体がいなさそう。

　美少女研究会では何度か雫の謎なぞに迫ろうとしたことがある。あらかじめ言っておくと、俺が調べたわけじゃなくて東ひがし田だに無理矢理教えられたことだから。

　雫の私生活は知りたい連中も沢山いるので、かなりの人員を投入して調査をおこなったそうな。ところが成果はなし。生徒の身辺調査に関しては腕利きの連中が何度も挑んだが、まったく手がかりが摑つかめなかったらしい。住んでるところもおおざっぱにしか分かっておらず、尾行したらまかれたそうだ。

　この直後、生徒会の特命を受けた風紀委員によって美少女研究会の秘密アジトが急襲され、関係資料は全て押収ののち処分。数か月の活動停止を余儀なくされた。以後、雫の周囲を探ることは最大のタブーとなっている。もっとも美少女研究会では「ミステリアスな雫様」として適当なデータを本にして売りさばいたそうだから、商しよう魂こんというのはたくましい。

　俺と雫は別のエリアへ移動。ペンギンのコーナーである。

　ここは人が多い。みんな前で見ようと群がっている。黒と白のツートンカラーの生物は愛らしい。なんでも日本人はペンギンが大好きなんだそうだ。魚ではなくて鳥だが、ひょこひょこ動くところを見ると人気があるのもうなずける。ちなみに俺おれも好き。

　雫しずくもにこやかに見守って……ないや。普通。むしろ俺の方がにやにやしてキモかった。

　いかん、普通に楽しんでしまった。もっと緊張感が必要だ。

　人気があることを想定してか、ここのエリアは広く取られていた。通路に傾斜がつけられて、遠くからでもペンギンが見られるようになっている。

　なんとなくだが上がやばいなと思った。ペンギンが見下ろせるなら、俺たちも見下ろせるはずである。

「会長……」

「どうしたの」

「そろそろ仕掛けてくるんじゃないか」

「なにが」

「敵だよ」

　ほんの一瞬雫はなにかを考えた素振り。ついにその陰謀だらけの頭脳が動くか。

「……ああ、そういえばそうね」

「なにがああだ。吞のん気きにすんなって、いつも俺に言ってなかったか」

「瀬せ能のう君はここに、敵のケンプファーが隠れていると思っているの」

　一応思っている。というか、ひょっとしたらフンボルトペンギンに紛れているんじゃないかって思ってるくらいだ。あの動きの激しいやつが特に危ない。

「油断はできん」

「もう少しデート気分でもいいと思うけど」

「難しいな」

　そういう気楽さが死を招くのだ。日本の不景気だってもっと国民全体がしっかりしていれば防げたはずだ。高校生が言っても説得力ないけど。

「会長だろ。今日の計画を考えたのは」

「計画じゃなくて予定よ」

「どっちでもいいよ」

「もっと周りを見習ったら」

　周りったって、カップルと家族連れしかいないじゃねえか。

　そういえば館内にはカップルが多い。外でもちらちほら見かけたが、ここには濃縮されているみたいだ。水族館がデートスポットとして人気があるのは、都市部の真ん中にもあって臭いがきつくない、美術館みたいに難解ではないなどの理由があげられる。俺の研究成果ではなく、雑誌の受け売りなんだが。

　で、そいつらの視線が、ちらちらとだが俺おれたちに向けられている。

　正確には隣にいる雫しずくに、である。確かにこれだけの美人だ。関心やら驚嘆やらがあってもおかしくない。たまに「芸能人かしら」との声も聞こえてくるが、ただの高校生です。

　俺の方にも視線が飛んでくるんだが、こっちは妬ねたみやそねみのたぐい。雫みたいな美人の隣が地味でぱっとしないやつだと言いたいんだろう。俺には分かるぞ。

　しかし多数による抗議には逆らえず、俺はそっと雫から距離を取った。

「なにしてるの」

　こいつは全てをぶち壊してさっさと近づいてきた。

「隣にいること。いい？」

　何故命令されなければならない。

「だってさ……」

　ごにょごにょ俺は呟つぶやく。雫はざっと見渡して、

「つまらないことを気にするのね」

「悪意に慣れてないんだ」

「放っておけばいいの。私たちの名前を知ってるわけじゃないんだから」

「そういう問題じゃない」

「もっとうらやましがらせましょうか」

　いきなりこいつは俺と腕を組んだ。おいっ、こら。

　彼女の右腕が俺の左腕へ。雫の感触が俺に伝わる。うひゃあ。

　俺に突き刺さる視線の温度が上がる。前にもこんなことがあったが、こんどは見ず知らずの人間から、殺意ばりに向けられていた。なんか脂汗まで出てきましたよ。

　俺と対照的に、雫は平然としている。

「笑えとは言わないけど、もっと喜ぶものよ」

　難しいことを。俺以外の男子生徒だったら、転がり回って喜ぶかもしれないが。

　嬉うれしくなるのが普通の反応ではあるが、俺は無理。これが「三さん郷ごう雫様に罵ののしられる会」の連中になると、むしろお仕置を求めるようになる。以前彼らの妄想をまとめた同人誌みたいなのが発行されていて、「雫様にハイヒールで踏みつけられて、ボロ雑ぞう巾きんのように扱われたあげく退学処分にして欲しい」とか「裸で校門に立ってろと命じられて、登校する生徒から馬ば鹿かにされて泣く泣く生徒会室に駆け込むも、雫様に『お前誰だれだよ』ととぼけられたい」などの驚きよう愕がく文書に満ちあふれていた。どれもこれも変態日本選手権があったらいいところまでいきそうなのばかりで、中でもたまげたのは「日本が核攻撃されて一人廃はい墟きよとなった東京をさまよい、喉のどがからからになったあげく最後の水を飲もうとして水筒を落としてしまい、絶望にかられて『雫しずく様……』と呟つぶやきながら死ぬのが理想です」というものだった。本人出てこねえじゃん。

　そんな俺おれの気分とは関わりなく、雫は身体からだを押しつける。なにすんだよお。

　俺は必死に別のことを考えようとした。山奥で座禅しているつもりになる。が、そんな努力をあざ笑うかのようにぐいぐいと遠慮がない。わざとやっている気もする。あのですね、胸のあたりがわたくしめにぶつかって色々とその……ひい。

　確かこいつの胸のサイズは不明のはずだったが、どう考えてもＤとかＥとかある。グラビアで見た女優のヌードよりでけえもん。

　拷ごう問もんを受けているうちに、ふと疑問がわいてきた。もしかするとこれは、敵のケンプファーを誘い出すための罠わなか。こうやって油断させておいて、攻撃を誘発するのだ。

　雫ならやりかねん。きっとそうだろう。そのためにわざわざ人の多いところに来たのか。

　緊張感を高めつつ、力を抜く。こうなったら逃げるわけにもいかないか。腹をくくらないと。

「素直になったのね」

　雫が言う。なりましたとも。

「会長の計画が分かったからな」

「ほぼ間違いなく、瀬せ能のう君は勘違いをしているわよ」

　いやいや、そんなことは。

　俺たちはペンギンのエリアを離れた。俺たちのあとをついてくる人間がいたらビンゴだが、移動する人間は多いのでよく分からない。ちょっとしたスパイ気分だ。

　俺は小さい声で喋しやべる。

「会長、変身した方がよくないか」

「何故？」

「おいおい。その方が敵の攻撃を受けても対抗できるだろ」

　雫は俺に目を向けた。

「変身しちゃ駄目よ」

　なんか台詞せりふがきつい。

「私はあなたが女の姿でも、同じような気持ちでいる自信があるわ。でも今は男のままでいること。これは絶対」

　むむ、ここまで強くいうところを見ると、敵の油断を誘えるからだろうな。どうも性格の合わない女だが、さすが生徒会長である。

　また別のエリアへ移動。今度は海ではなく川の魚たちが沢山いる。マスは分かるがあとは知らないのが多い。

「……こういうのから化けたりすんのかな」

「なんの話」

「敵のケンプファーだよ。俺おれみたいに男か女になるんだから、魚が女になってもおかしくない」

「おかしいわよ」

　即座に否定された。

「特に瀬せ能のう君の発想が」

　馬ば鹿か呼ばわりですかそうですか。油断大敵って言葉を知らんのか。

　腕を組んだまま館内を歩いた。周囲の嫉しつ妬とはそのまま。俺の冷や汗もそのまま。

　なにを見学したのか記憶に残らないまま、水族館の巡回も終わり、外へ。結局見て歩くだけに終始した。

　外を行く。雫しずくは普通に歩いていた。

　深呼吸をしてると心に平穏が戻ってくる。少しずつだが緊張が身体からだを走る。やはり屋外か。ケンプファーが相手になるとドンパチは避けられない。俺の魔法ツアウバーは火器みたいなもんだし、雫の剣シユヴエアトは相手を切り刻む。どちらも射程が長いので、外で広い場所の方が有利なのだ。

　さすが雫だ、ちゃんと考えていると感心してたら、意外なことを言った。

「瀬能君、朝は食べた？」

「……え？」

「朝食よ」

「トマト一個」

　彼女は少しだが眉まゆを顰ひそめていた。

「ちゃんと食事をしなさい」

「カレーに飽きたんだよ」

　水み琴ことのやつは作りすぎだ。今週は家に来てないからいいようなものを。

「お腹なか減ったでしょう」

「まあな」

「じゃ、お昼にしましょうか。作ってきてよかったわ」

　なんだろう。地雷でも製造したんだろうか。

　そのまま公園の中央へ。ぽつぽつとであるが、家族連れやカップルの姿が目につく。昼時分なので、パンやおにぎりを食べている人が多い。

「座れるところがいいわ」

　雫しずくは芝生のエリアへと向かっていく。腰を下ろすと、いざ戦闘ってときに、ワンテンポ遅れちゃうんだけどなあ。

　芝生の一部が小高くなっていた。俺おれたち以外にも二人連れは何組かいて、そっちはちゃんとしたカップルだった。平和な人たちである。

　ベンチが空いていたので座る。

　雫は大きめのバッグから、これまた大きめのナプキンに包まれた箱を取り出していた。

　あの大きさはやっぱり地雷なのかと思ったら、今度はステンレス製のボトルを出した。戸惑う俺。

「……？」

「お弁当よ」

　と雫。

「……ほんとにメシ食うのか？」

　食事のふりをして、敵の油断を誘うのもありそうな計画だが。

「ええ。作ってきたって言ったでしょう」

「なんで俺の分まで……」

「こないだカレーばかり食べていて、気の毒だと思ったからよ」

　そりゃどうも。あんなことで同情されるとは複雑な気分だぜ。確かに最近じゃ、制服にまでカレーの匂においが染みついていたからな。

　蓋ふたを開ける。俵型のおにぎりに、ウインナーやら鰆さわらの焼き物やら揚げ物やら。形が微妙に不ふ揃ぞろいなところをみると、全部手作りっぽい。

「たいした手間じゃないわ」

　見透かしたような台詞せりふ。そうですかと言いたいが、俺はやれと命じられたらうんざりするぞ。万能会長なら楽ちんなんだろうか。

　俺と雫の間に弁当箱が置かれる。分け合うのか。

　割わり箸ばしも渡されたが、なんかためらいが出てきた。いくらデートのふりとはいえ、これは手間をかけすぎだと思うんだ。雫のモデレーターへの敵意は、ここまで大きかったか。

「食べないの？」

「いやまあ……」

「お腹なか空いてるんでしょう」

　空いてます。高校生にトマト一個はきつい。

　割わり箸ばしを割ろうとしたら制された。

「これ」

　おしぼりを渡される。紙製じゃない。ハンドタオルをわざわざ濡ぬらしてあった。

「は……ども」

　俺おれもなに卑屈になってんだ。

　手を拭ふいてから、いただきます。俵型のおにぎりを口へ。おや、軽く塩味まで効いている。かかっているゴマもいいですね。

　ううむ。本当にピクニックというかデートみたいだ。そもそも雫しずくが手製の弁当ってのがキャラクターに合わないんだ。ギャップがいいと言う人もいるかもしれないが、俺はイメージを大事にすべきだと主張したい。対応に困るじゃねえか。

　ぼんやりと公園を眺ながめる。水鉄砲を撃っている子供にフリスビーを追いかけている犬。

　世間の皆様は楽しそうで羨うらやましい。俺は学校からずっと緊張感のある生活が続いている。

　ああ、これで隣が沙さ倉くらさんだったらなあ。

「瀬せ能のう君がなにを考えているのか、想像つくわ」

　ちょっと睨にらまれた。

「まだ許してあげるけどね」

　なんか口調が冷たい。うわー、見抜かれた。でもこっちの方が雫らしいな。俺は奇妙に安心した。

　ウインナーでも食うか。タコの形はしていない。箸はしで摑つかもうとすると、いきなり横取りされた。

「はい、どうぞ」

　箸に摘まれたウインナーが目の前に出される。え、これ食うの？

　雫は薄笑いを浮かべているように感じられた。

「食べれば？」

「……」

　むー、食べるのはやぶさかではない、というか食べたいんだけど、雫の箸から直接って。なんかこう、ねえ。

　生徒会長様は例によって表情が変わらないものの、なんだか楽しそうだ。

「食べないの？」

「いや……」

「私を楓かえでだと思えばいいわよ」

「あんたは会長だろ」

「あら、認めてくれるのね。嬉うれしいわ」

　あまり嬉しそうに聞こえないんだが。

　ソーセージが目の前でちらちらする。

「あーん」

　なにがあーんだ。俺おれは子供か。逡しゆん巡じゆんしたものの、仕方なしに口を開ける。

　ウインナーが差し込まれた。うむ、この儀式のせいで味がよく分からん。ひな鳥になった気分だ。

「よくできました」

　珍しいことに雫しずくがくすくす笑っていた。意外と可愛かわいい、とは死んでも思わない。確かイタリアのナチ女刑務所なんちゃらって映画に、こんな看守がいたぞ。囚人を虐いじめては喜んでいるやつ。

　このサド女はともあれ、弁当に罪はない。というか美お味いしい。料理の腕っていうのは性格に反比例するのだろうか。

　喉のどが渇いたので、ステンレスのボトルを開ける。蓋ふたがコップになっているタイプ。中身はお茶だった。ちょっと変わった匂においがするところを見ると、そこらで売られているのとは違うな。

「なんだこれ」

「ブレンド茶よ。柚ゆずの香りがするでしょう」

　俺は感心しつつ注ぐ。こいつは色んなものを知っている。

　半分ほど口をつけた。へー、結構美う味まいもんだな。

　雫の手が伸びて、ひょいとコップを取り上げた。残りを飲み干す。

　むー、複雑な気分だ。

　彼女は俺を眺ながめ、

「口移しがいい？」

「馬ば鹿か」

　そうじゃねえ。間接キスじゃないか。まー、そんなことを気にするってのも中学生みたいでしょうもないんだけどさ。

　食べ続けると腹もくちくなる。公園の芝生で弁当を食べてぼんやりしているとは、実に平穏だ。

　……いやいやいや、平穏はおかしい。今日は身も心も凍るようなドンパチがはじまるんだった。覚悟だけはしておかないと。

　俺は弁当箱を片付けようとした。と、雫が手を伸ばす。












「こういうことは、女に任せるの」

　は、そうですか。でも会長たるもの雑事は部下に任せて鷹おう揚ように構えているもので……あ、そしたら俺おれが部下ってことになっちまう。危ねー危ねー。

　俺は大いばりで彼女が片付けるに任せた。これでいいのだ。多分。

　なんかすることもない。いや、あるのか。敵はどうした。早く襲ってこい。

　雫しずくがなにか仕掛ける気配もない。普通に平和である。一人で緊張している俺が馬ば鹿かみたいだ。水み琴ことなら遠慮なく「ばーかばーか」と騒ぐだろう。

　片付けが終わると、また雫が腕を絡めてきた。

　それが実に自然な動作で、さりげなく腕を回したもんだから、分からなかった。気づいたら雫と密着していたという始末である。

「おいおい。やりすぎだろ」

「そんなことないわよ」

「いやでも」

「私の彼氏は文句が多いのね」

　そういう冗談はやめろっての。あざむくのは敵だけで、俺にまでやらなくていいから。

　仕方ないので敵のことを考える。相手のケンプファーはどこで襲ってくるだろうか。そろそろ仕掛けてくる頃ころ合あいか。出方はまだ読めない。

「会長、腕を離してくれないかな」

「どうして」

「敵がきたら、戦いづらいんだ」

「……瀬せ能のう君、私が言うのもなんだけど、私とこうしたいって想像してる男の子は凄すごく多いのよ。あなた、自分から放棄するつもり？」

「んなこたあ分かってるけど、死にたくないだろ。両手を自由にしておきたいんだ」

「これでいいの」

　よくねえよ。

　それにしてもこいつは有無を言わさんなあ。生徒会の役員は、雫に絶対服従であり、あらゆる行動を即座に実行に移すよう教育されていると噂うわさされている。独裁的な権力を振るっているからだろうか、今も容赦がない。ああいう地位に就いたからこういう性格になったのか。それとも逆か。

　もっとも生徒会の連中も、はいはい言うこと聞いてりゃいいんだから、楽は楽だろう。

　生徒会所属なんだから内申書に箔はくもつくし。

「瀬能君」

「はいはい」

「肩に手を回して」

「はいは……え!?」

　俺おれは驚いて離れようとした。が、動けない。

　雫しずくが腕の力を緩ゆるめる。

「私の肩に手を回すの」

　なんでそんなことを。いくら戦うためとはいえ、まだ沙さ倉くらさんにもやったことがないのに。

　ためらっていると、雫は俺の腕を持ち上げて自分の肩に回してしまった。うわー。

「こら、勝手に……」

「いいじゃない」

　雫の身体からだどころか、顔まで俺に密着している。しなだれかかっているもんだから全ての感触があった。会長ったら、思ったよりずっとスリムで柔らかくていい匂においで……いやまあ。

「あの……こうしていると、恋人同士みたいなんだけど」

「みたい、じゃないわよ」

「だってデートしてるわけでもないのに」

「デートだって何回言わせるの」

「敵をおびき寄せに来たんだろ」

　ちっともケンプファーが出てきやしない。おーい、そろそろいいぞ。あまり待たせないでくれ。

「瀬せ能のう君、周りの人たちが私たちのことを注目してるでしょう」

　急いで周囲に気を配る。うわ、結構な数がちらちらこっちを見てるじゃないか。雫が美人だからなんだろうけど、やりすぎです。

「どう見られているのかしら」

　知らねえよ。どこかの国の秘密情報部員とか思ってくれないだろうか。でも、きっと違う。

「……おい、カップルだと思われるじゃないか」

「そういうこと」

「なにがそういうことなんだよ。どういうこった」

「どうもこうも、私は狙ねらってやってるんだけど」

　どう聞いても、カムフラージュのためってことだよなあ。そうに決まっている。そういうことにしてくれ。

　でも相手が雫しずくってのは心臓に悪いよ。プチ拷ごう問もんだ。

「楓かえでならいいの？」

「当たり前だろ」

「でも楓は手を回させてくれないわよ」

　はっきり言いやがって。そうだよ、あの人は優しいが歯し牙がにもかけてくれん。

「だから私にしておきなさい」

　なにをだ。恋人の真ま似ねの相手か。

　肩かた揉もみのときも思ったが、雫は意外に細い。楽々肩に手が回って抱き寄せられる。いや俺おれはやりませんよ。

　しかし俺は弱気すぎる。雫に強く出られたせいでくっついたままになっていた。時間ばっか無駄に流れている気がするなあ。

　二人でぼーっと景色を眺ながめる羽目になった。暖かいから、いいっちゃいいんだけど。

「ねえ瀬せ能のう君」

「はいよ」

「あなたどうして、楓のことが好きなの？」

　いきなりなにを言い出すんだ、こいつは。

　愚問というやつである。沙さ倉くらさんが沙倉さんだから、好きに決まっているのだ。あの人は天使のような笑顔で性格もよく、分け隔てなく優しく接してくれる。趣しゆ味みは……まあ置いておくとして、ちょっと世間知らずなお嬢様っぽいところもいい。

　さてどう説明しようか。男同士ならすぐに理解できるのだが、女には難しいかもしれん。特に雫には。

　結局無難なものになった。

「沙倉さんは綺き麗れいだろ」

「綺麗なら、近こん堂どうさんや美み嶋しまさん、あなたのクラスの委員長だって綺麗よ」

「性格だっていい」

「面倒見がいいってことならうちの学校にはいくらだっているわ」

「上品だし」

「品なら生徒会の副会長がかなりいいわね。社長令嬢だから」

「んー、そうじゃなくてさ」

　やはり難しい。俺はちょっといらいらしてきた。

「分かりやすいことから言っただけで、それだけじゃないんだって。もっとこう……」

「こう、なに？」

　雫しずくの顔が目の前にある。ああ、なんだか授業中に意地の悪い質問を受けている気分だ。

「沙さ倉くらさんだからだよ」

　こんな答えになってしまう。

「好感持つのに理由がいるのかよ。いいなと思ったからいいの」

　きっと馬ば鹿かにするだろうと思って、身構える。なんかまた冷酷な口調で辛辣な言葉を浴びせてくるに違いない。

　だが奇妙なことにあっさりうなずいた。

「そうね。よく分かるわ」

「……え？」

「こういうことに理由はいらないの。説明を求められても困るわよね」

「お、おう」

「きっと美み嶋しまさんや近こん堂どうさんもそうだと思うわ」

「……なんであいつらが」

　いくら俺おれの知人とはいえ、例として不適切ではないんでしょうか。

「私にも言えることだと思わない？」

「なんのことだか」

　謎なぞかけか。いわゆるとんちやひねりの利いた問題がどうも苦手なこの俺に、解けというのは難しい。子供向けの本に載ってた「ミカンとリンゴとナシを積んだトラックが急カーブにさしかかりました。落としたのはなんでしょう」って問題、一か月もの間悩んで正解が分からず、結局他人に聞いたことがあるのだ。ちなみに答えはスピード。分かるか馬鹿。

　なんにせよ、雫の台詞せりふの意図は不明だ。遠回しに「火星人が攻めてくる」とか言ってんのかな。

　彼女はそれ以上言ってくれない。代わりに違うことを喋しやべった。

「楓かえでは、瀬せ能のう君のことをどう思ってると思う？」

「やなこと聞くんだな」

　あの人は、女の俺に並々ならぬ好感を持っているのである。だって告白されちゃったんだぞ。女にしか興味がないタイプ……とは思いたくない。

「今の瀬能君のことよ」

「よくて友達くらいじゃねえの」

「あら弱気」

「現実くらい見てるよ。沙倉さんは分け隔てなくつきあってくれるから、一人に好意を向けることはしないんだ」

「よく分かってるじゃない」

「男子全員立場は同じ。だから俺おれも含めてみんな、今はただ憧あこがれているだけだ」

　女の立場だと、そうも言ってられないんだが。とりあえず男の俺とは距離が縮まる気がしない。前みたいにライバル宣言されたときはどうしようかと思っていたが。

「私なら瀬せ能のう君に、手の届くところにいる女の子を薦めるわね」

「いねえだろ」

「いるわよ」

　目の前にいるのはあんただけじゃんか。

「楓かえでは理想の女ひとなんでしょう」

「まあな」

「別の女の子だって、案外瀬能君の理想に合わせてくれるかもしれないわ。女は努力する生き物よ。瀬能君のためならなんだってしたいと考えてるんじゃない」

　むーん、本当にそんな娘こがいるんだろうか。妄想の中にならいそうというか、いないと妄想とは呼べないと思うが、現実となるとちょっとな。俺から金を巻き上げるとか罰ゲームとか、そんなのじゃねえのか。

　そんな俺の気持ちを察したか、雫しずくはなにやら面白そうに言う。

「瀬能君も、そういう娘に眼を向けると幸せになるんじゃない」

　まるで今の俺が不幸せのような言い方だな。当たってるけど。

「会長は、そんなタイプなのか」

「なに？」

「だから、男に合わせる方？」

「違うわね」

　当然だと言いたげな口調。

「私はいつも通りよ。向こうが勝手に好きになるから」

　たいした自信である。

「私から好きになることがあっても、最後は私に合わせてもらうから」

　恐ろしい。主導権は常に自分にあるのか。シャチみたいな女である。どうでもいいが、含みを持たせたような眼で俺を見るのはやめて欲しい。

「まあ、女はつきあってみなければ分からないこともあるけどね」

「沙さ倉くらさんは見たまんまだよ。きっと」

「そんなこと言ってるけど、私はあなたは別な娘とつきあうことになると思っているわ」

「人の将来を勝手に決めんな」

「あら」

　雫しずくはどうにも意味ありげである。

「勝手じゃないわ。確実に決まってるの」

　そんなことあるかよ。俺おれは沙さ倉くらさん一筋なのだ。多分、きっと。

　だいたい、沙倉さん以外の女性とつきあっているところなんて想像もつかない。俺の想像力が貧困だからとかそういう問題じゃなくて。ハラキリトラと所帯構えている方がよほど分かりやすいというものだ。

　雫のおかげで変なこと考えちまった。馬ば鹿からしい。気にするのは止めよう。

　なんだかうとうとしてきた。俺はあくびを嚙かみ殺ころした。

「眠いの？」

「ちょっとな」

「夜更かし？」

「海外サッカーやってたから観みてた」

「生徒会長としては、せめて勉強してたと言って欲しかったわね」

　ないから。休みの前日に勉強するなんて、受験生以外でやってたら頭を疑われる。

　雫は勉強してるのだろうか。天才肌だから、一度教科書読んだだけで全部暗記してそうなイメージがある。でも真の天才は継続の価値を知っていて、たゆまない努力で才能を安定させているとも聞いた。

　こいつはどっちのタイプなんだろうか。分からん。考えてみればミステリアスで、私生活のことはほとんど知らないんだ。

　目がしょぼしょぼしてきた。睡眠薬を盛られた……なんてことはなくて、本当に眠い。こんなことなら、サッカーの試合はビデオに撮っておくんだった。

　軽く目をつむる。ただそれだけのつもりだったのに、俺は瞬時に眠りに落ちていた。





　　○






　チャイムが鳴ると同時に、俺は急いで帰り支度をはじめた。

　級友東ひがし田だの誘いは軽くスルーし、教科書にノートを鞄かばんの中に放り込む。東田は「お前は最近付き合いが悪くなった」と嘆いているが、あたりまえだ。彼女ができたらそっちを優先するに決まっているじゃないか、キミ。

　む？　彼女？

　俺おれに彼女いたっけ。女性と付き合ったことがない歴イコール年齢のこの俺に、スウィートハートができたのか。

　次の瞬間に理解できた。そうそう、いたんだ。何故ならここは夢の世界で、夢である以上俺の好きなことができる。だから彼女もちゃんといるのだ。

　同時になんだ夢かと思った。でもまあ夢でもいいや。ここでは俺は彼女持ち。いないよりは遥はるかにましである。

　ホームルールが終わるのをじりじりしながら待つ。

　小学校ではないので帰りの挨あい拶さつはなし。東ひがし田だに片手だけ上げて俺は教室を飛び出した。

　星せい鐵てつ学院は男女交際に厳しい。なので、定番である校門待ち合わせが不可能だった。秘密捜査官のいる校門表はやめて、裏から敷地外へ。細い通りをまっすぐ進み、角を二回曲がる。

　コンビニエンスストア。星鐵のカップルの待合いに使われることで有名。場所は口く伝でんによって伝えられている。先輩から後輩へと受け継がれるよき伝統の一つ。もちろん俺たちもそれに乗っかっていた。いずれはここからさらに、下の世代へと伝えられる。

　彼女はまだいない。俺が早かったか。

　ではマンガでも立ち読みするか。店の人の迷惑にならないよう読むにはテクニックがいる。汚さないようにするにも神経を使うのだ。だったら読むな？　ごもっとも。でも他に時間を潰つぶす手段がないんだもん。

　俺みたいな高校生は他にもいる。店員も結構分かっていて、よほどのことがない限り学校に通報はせず、見逃していた。

　大きなガラス窓の向こうから、星鐵学院女子部の制服が駆けてくる。眼を細めて確認。

　彼女だ、間違いない。あんな魅力的な娘こは他にいないから。

　入ってくるより早く、俺が店から出る。とりあえずガムを一つ買った。彼女と会える代金だと思えば安いものだ。

　あの娘が手を上げる。俺も同じようにして応こたえる。いつもと同じ表情で、近寄ってきた。

　彼女は「待った？」と聞き、俺は「いいや」と返事。使い古されてはいるが、俺たちの間では色あせない。

　彼女はちょっと周囲を確認する。コンビニの前なので、もっと人ひと気けのない路地裏へと引っ張っていった。

　すっと両腕を俺の首筋に回してくる。俺は恥ずかしいんだが、彼女は嬉うれしいらしい。「自分の気持ちが分かるから」なんだそうだ。

　彼女のと俺の唇が、軽く触れる。しっとりとした感触が伝わってきた。





　　○






　目が覚めた。

　しまったなあとの気持ちが押し寄せる。畜生め、寝てしまったよ。

　それにしても変な夢だった。誰だれかと付き合っているらしくて、俺おれは楽しげに青春していた。ありゃ一体誰だ。確かに顔を見たはずなんだがどうしても思い出せない。沙さ倉くらさんだといいんだが、確証がない。将来俺と結婚するはずの人だと思えないなんて寂しすぎる。まったく知らない人じゃないはずで、はてどなたなんだろう。

　おまけに最後のあれだ。なんか映画みたいなことをしやがって。ほっぺたが熱くなったじゃねえか。妙に生々しかったし。

　そういやあ俺の唇は雫しずくに奪われたんだっけな。あれはじめてだったんだよな。夢であんなシーンを体験するなんて、禁忌がなくなったのだろうか。それとも欲求不満か。

　身体からだがなんか楽だ。あれ、俺横になってるのか。

　頭の下が柔らかい。変に感じ、急いで目の焦点を合わせた。胸らしきふくらみが二つ。長い黒髪。顔。

　しばらく単語が脳内で渦巻き、不意に組み合わさる。えええええ。もしかして、雫に膝ひざ枕まくらされてんのか!?

　がばっと上半身を起こす。うわー、耳の中に盗聴器とか仕込まれたりしてないだろうな。

　びくびくしていたら、不意に気づいた。おや、雫も目をつむっている。呼吸が軽い。なんだ、こいつまで寝てるのか。

　しみじみ眺ながめる。美人なだけあって、寝顔も綺き麗れいだ。好みとは遠くても、そのことはよく分かる。

　それにしても大人っぽいな。どうかするとキャリアウーマンに間違えられるという噂うわさを聞いたことがある。沙倉さんによると、小さいころは役者にならないかと芸能事務所から誘いが来ていたそうだが、そっちの方が不思議な感じだ。この姿のまま生まれてきたんじゃねえの。

「……人の横顔見るのが、そんなに楽しい？」

　わっ、起きてた。雫は目を開けてこっちを向いた。

「おはよう」

「驚かすなよ」

「驚かせたつもりはないわね」

　俺おれは座り直す。ちょっと身体からだが固いな。同じ体勢で横になっていたからだ。

「眠れた？」

「寝たけど……」

　膝ひざ枕まくらをされていた事実を思い出す。うわ、なんだか雫しずくの顔が見られん。照れ隠しに聞く。

「なんであんなことしたんだ」

「寝方が変だったから」

「放っといてくれていいよ」

　怒った口調を混ぜたつもりだったんだけど、やっぱりこの女には通じていない。

「可愛かわいかったわよ。寝顔」

　うあー、弱みを握られた気がする。うぬう、両親とクラスの男と小さいころの水み琴こと以外には誰だれにも見られたことがなかったのにって、結構多いか。

　太陽が傾きかけている。もう夕方になるのかあ。

　そこで我に返った。おい、敵はどうした。

　雫の方を向くと、相変わらず同じ顔。

「敵のことなら、来てないわよ」

「なんで」












「来る気がなかったからじゃない」

　なんだとー、勤勉さは日本人の特徴だろ。これじゃ丸一日デートしたのと同じじゃねえか。

　ふと唇を触る。む、なんか違うような……いやいつもと同じか？　コーティングされたようなされていないような。

「なあ会長、寝てる俺おれに……なにもしてないよな」

「瀬せ能のう君が起きたとき、私、寝ていなかった？」

「寝てた気がする」

「じゃあしてないわよ。できないから」

　そうだよな。とてもとてもひっかかる言い方だけど、そうだよな。雫しずくはわざとらしく自分の唇にも触っているけど、なにもしてないよな。

「そろそろ帰りましょうか」

　と雫。賛成です。

「夕食も一緒にって言いたかったけど、今日は遅くまで外出していられないから」

「そうなのか」

「私、家ではいい娘こなのよ」

　家族と同居してんのかな。普通の高校生女子ならおかしくないが、なにせパーフェクトソルジャー雫様だから。

　一直線に駅へ。帰り道も雫は俺と腕を組んだままだった。しかも電車の中でも同じことをしてた。恥ずかしいし他の客がじろじろ見てんだけど、なんであなたは平気なんですか。そんな涼しい顔をして。

　地元の駅で降りる。買い物帰りと行楽帰りの客で雑然としている。そこでようやく俺は解放された。

「わざとらしくほっとしないように」

　雫は俺に諭すような口調で言う。お前は俺のお姉ちゃんか。

「ほっともするだろ。連行される犯人じゃあるまいし、なんで離してくれねえんだよ」

「そうねえ、恋人同士だから？」

「それはやめろっての。車両の全員がこっち見てたぞ。絶対若い奴は恥知らずだって考えていた。そうに違いない」

「年寄りのひがみを気にするのはよしなさい」

「ひがみじゃなくてモラルだ。人の目ってもんがある。場合が場合だ」

「デートの場合だから、ありじゃない」

「なし。デートじゃなくて会長の企たくらんだ計画だろう」

　敵は来なかったけどな。

　もう夕方で、ぼやぼやしてると夜になってしまう。いざってときのために心の準備はおこたりなかったのに、モデレーターはなにをやっているんだ。もしかしたら休日出勤はしたくないのか。時給で働くバイトみてえだな。

　ああ、もう家に帰ろう。テレビでも観みよう。夜になったらサッカーの試合でも観よう。マルセイユルーレットの練習を頭の中でしよう。

　だが雫しずくが俺おれのささやかな願いを奪い取らんばかりに言う。

「送ってくれるわよね」

　どこへだ。黄泉の国か。

「一人で帰れるだろ……」

「女の願いは聞くものよ」

「俺の願いはどうなる」

「私の自宅を知りたい男の子は多いんだけど」

　俺は数少ない例外なんだよ。少数派を差別するな。個性を生かす教育をしろ。

「だいたい歩いて帰れる距離なんだろうな。俺もう余分な金ねえぞ」

　あっても送るかどうか疑問だが。

「ちょっと遠いけど平気よ」

「遠いんじゃねえか」

「なんなら泊まっていく？」

　馬ば鹿かなことを、と言いかけてやめた。なんか雫の瞳ひとみが本気っぽい。

　えーっと、本当に男の俺を泊めるんですか。なにかの罠わなか。太らせてから食うつもりか。どうしていきなりお泊まりなんだ。着替えとか持ってねえぞ。

　今まで雫の家に泊まった男がいるんだろうか。いないだろう。それはなんとなくだが分かる。でも泊まりとかって、家族とかいるんじゃないのか。

　ううう、この女がなに考えているのか分からない。本気かよ。ていうか、どうして敵と戦うはずの一日がこんなことになるんだ。

　雫がまた手を伸ばす。俺を引っ張っていくつもりだ。えーと、わあ。

　とその時。

「あーっ、ナツルと会長！」

　凄すごく大きな声がして、横断歩道の向こうから女の子が一人ダッシュしてきた。

「なにしてんのよー！」

　水み琴ことだった。中東で秘密警察とのチェイスで鍛きたえられたとの健けん脚きやくをそのままに、目の前まで瞬時にやってくる。

「どりゃー！」

　急いで避よけなければ、ドロップキックの餌え食じきになっていたところだった。

　水琴は見事に着地してから怒鳴る。

「なにやってんのよ二人とも！」

　俺おれはとりあえず返事をする。

「なにって、お前こそ」

「あたしはナツルが会長とデートだって聞いたから、捜し回ってたのよ。ますみから聞いたことが本当だったとはね！」

　なんて行動力だ。それよかいつもみたいに家に来てくれりゃ、ちゃんと説明したのに。

「さあ説明しなさいよ。どういうこと」

「どうって……敵のケンプファーを誘い出すためにだな」

「見え透いた噓うそついてんじゃないわよ！」

　手が伸びる。首を絞めるつもりだ。俺は慌ててかわした。

「この噓つきが！」

「待て待て、おい会長、説明してくれ」

「いいわよ」

　雫しずくはわりと素直に応じてくれた。

「近こん堂どうさん、私たちほんとにデートだったの」

「なにー！」

　俺と水琴の声がハモってしまった。

「ナツル！　あんた沙さ倉くらさん以外に興味がないとか言っておいて……！」

「いやそれは本当だ。噓をついているのは会長の方だ！」

「男と女が二人で出かけたら、普通はデートなのよ！」

　それは正しいがこのケースには当てはまらない。そのはずなんだ。敵が攻めてこなかったけど、そりゃ向こうの事情で俺は戦うつもりだったの。

「どう落とし前つけんのよ！」

「ヤクザか俺は！」

「どうせこれから会長の家に行こうとしてたんでしょう！」

　ぎくっ。てめー鋭いじゃねえかおい。でもそれだって無理矢理であって。

　雫は少しだけ肩をすくめた。

「……ま、今日はいいわ」

　大人しく引いてくれたが、こういうのはもっと早く言ってくれ。俺おれの心臓がもたないだろうが。

「あとは近こん堂どうさんに譲る。お好きにどうぞ」

　そして自分の唇に指を当てた。

「いたずらもしたし」

　水み琴ことが嚙かみつきそうな表情を浮かべる。こらー、会長、やっぱなんかしたのか。

　雫しずくはすっと背を向けた。モデル体型のせいでこのあたりの動きはさまになっている。だけどこらこらちょっと待て。誤解を解いてからにしてくれないか。

「会長会長、今日のはデートじゃないって証言してくれ」

　くるりと振り返る。

「デートだって、私はずっと言ってたわよ」

「だって敵をおびき寄せて……」

「誰だれがそんなこと言って誰が攻めてきたの？」

「……」

　そりゃそうだけどさ。改めて思い出してみたら、雫はずっとそう言ってたな。でもそんな事実はどうでもいいんだ。俺の危機だ。

　生徒会長様は、なにやら面白そうにしていた。

「雫」

「は？」

　彼女ははっきり言った。

「証明して欲しかったら、私を雫って呼びなさい」

「えー……」

「早く」

　水琴の両手はすでに俺の首に届いている。このままブロイラーみたいに締められる運命なのか。

「わ、分かったよ。えーと……雫さん」

「呼び捨てで」

「ぐ……」

　うえーん、仕方ない。俺は決意を固めた。

「し……雫……さん」

「ちゃんと」

「……雫しずく」

「よろしい」

　彼女は満足そうな顔をした。

「今日のデートは楽しかったわよ、ナツル」

　そしてまた背を向ける。俺おれは絶望の色を浮かべて、去っていく背中を見つめていた。












第四章







　俺おれは高校生らしく携帯電話を持っているんだが。

　厄介なことに型落ちのうえ安売り店の大幅値引きを利用して買ったせいか、いまいち使い勝手がよくない。おまけにバッテリーがすぐにへたり、始終充電していないとぴーぴー警告するようになった。頭に来て放置していたら、ついに電源を入れて十分もすると「電池がありません。バッテリー替えろよこの貧乏人」とメッセージが出るようになってしまい、使用頻度が大幅に低下した。この機械、コードレスホンより使えねえよ。

　そのため普段は電源を入れないままにしている。当然持ち歩いていない。「携帯」電話の意味がないが仕方ない。部屋のオブジェと化していた。

　でまあ、さすがに様子を見るかと思って久しぶりに電源を入れたところ、なんとジャストタイミングで着信があった。うわお、着メロにしたドリフの大爆笑も久しぶり。

　液晶画面には美み嶋しま紅あか音ねの文字が浮かんでいた。

　ありゃこれは珍しい。彼女には番号を教えていたのだが、直後に電源を落とすようになったのだ。おかげで電話を受けたことはなく、一度「ナツルさん、なんでいつかけても『電波の届かないところ』にいるんですか」と恨み言を言われた。すみません、悪いのはバッテリーとボロをつかませた売り場のねーちゃんです。

　充電のソケットを差しっぱなしにしたまま、通話ボタンを押す。すっかり有線電話。

「もしもし？」

「ナツルさん！」

　確かに紅音の声だ。だがやけに大きい。いつもの彼女なら、蚊の鳴くような囁ささやきなのに。猛犬モードでもなさそうなのに何故。

「ど、どうしたの？」

「水み琴ことさんから聞きました！」

　なにを。あいつまた噓うそでもつきやがったのか。

「かっ……会長とデートしたんですか」

「いや、してな……」

「水琴さんはデートだって言ってました」

　水琴ならそう言うだろう。それどころか、雫しずくだってそう言うだろう。否定するのは俺だけだろう。なんで今日はこんなに寒いんだろう。

　俺は雫に騙だまされて、公園で遊び水族館を見学した。敵のケンプファーをおびき出す一環だと思っていたのだが、どうやらあれは「でへと」なる儀式だったらしい。個人的には近年稀まれなる悪夢として秘密にしておくつもりだったのだが、もう紅あか音ねにまで知られていたか。

「なんで……そんな……」

「いやなんでって、俺おれにもよく分からないんだけど」

「ナツルさんはそれでいいんですか……」

　よくはないけど。

　俺だってあのあとは大変だったんだ。殺しにかかる水み琴ことの魔の手から這ほう々ほうの体ていで逃げ出し、夜となった街をさまよい歩いた。傷だらけの心を癒いやそうと入ったゲーセンでは金を投入した途端に機械が故障し、係員を呼んだらまったく関係ない酔っぱらいと喧けん嘩かを始める始末。やけくそになって辻つじ占うらない師に、残り少ない金を渡して手相を見てもらったところ、「あー」と呟つぶやいたきり無言。なんだそれは、金を返せとわめいたら「確かに、これは受け取れませんね」と色までつけた額が戻ってきた。世の中が一度敵意を持つと俺のような小市民にはどうにもならない。

「ナツルさんは、そんなに会長がいいんですか……！」

「だからよくないって」

「沙さ倉くらさんだけが相手だと思っていたのに……」

　なんか水琴と似たようなことを言うなあ。紅音は沙倉さんのことが好きではなく、しばしば敵意を見せるのだが、雫しずくのことも好ましく思っていないようだ。

　そこは無理もないというか同感。俺だって好ましく思ってない。むしろ憎い。あの女は悪魔です。ＮＨＫのニュースで特集を組むべきだ。

　あいつは俺を馬車馬のようにこき使うわ、あちこちひっぱり回すわとろくなことをしない。おまけに唇まで奪いやがったんだぞ。あまりのショックに心の奥にしまって他言してないが、もう少し勇気があったら弁護士事務所に駆け込んでいるところだ。

「ナツルさん……？」

　いかん、彼女を放置してしまった。

「あ、ごめん」

「あたしのことなんかどうでもいいんですか……」

「ごめんごめん。違うって」

「ひどいです」

　電波の向こう側で瞳ひとみをウルウルさせているのが目に浮かぶようだ。変身していないあの娘こは、ウスバカゲロウよりも弱々しい。

「いやあのね、ちょっと考えごとを」

「会長のことですか……」

　それは正解なんだが、口に出すともっとまずいことになりそうだ。

「そうじゃなくて、ええっと、お詫わびのことをね」

「お詫び……？」

「うん……」

「お詫びに、なんですか」

　彼女の声質が、期待に満ちたものに変わる。

　なんでしょう。勢いで口走ってしまったが、なんも考えていない。そもそもなんで俺おれが詫びるのだ。詫びるなら俺じゃなくて雫しずくだろう。やいやい三さん郷ごう雫よ。今から美み嶋しま家に電話をしてきちんと謝罪をするのだ。万能生徒会長ならそれくらいできるだろう。

　紅あか音ねは黙っているが、これは俺の言葉を待っているから。なにか言わねば。

「あのね……」

「……はい」

「俺の秘蔵の『伊い集じゆう院いん光ひかる深夜の馬ば鹿か力ぢから』録音セット、二〇〇〇年代版をあげるというのはどうかな」

　これは傑作深夜ラジオなのだ。わざわざ夜中に起きて手動で録音した逸品である。カセットテープってところも愛あい嬌きようじゃね。

　しかし紅音はもう、はっきりと落胆しているのが分かった。

「あの、もしもし？」

「……」

「なにか気に入らないことでも」

「……」

「紅音ちゃんの家って、もしかしてカセットデッキがない？」

　これはあり得る。俺の家も、今あるのがぶっ壊れたらどうにもならないのだ。さっさとＭＤかハードディスクに落とさなきゃなんない。

「えー、紅音ちゃん」

「……もういいです」

　通話が切れた。俺はしんとしたままの携帯電話を、試しに何度か振る。

　繫つながるわけがない。どうも怒らせてしまったようだ。原因はやはりラジオか。あんな面白いものに興味を示さないなんて、女心というのはとんと分からん。

「そりゃまあ、腹も立てますねえ」

　と言ったのは俺ではない。机の上に置かれたぬいぐるみだ。

　アイパッチをつけたトラが、内臓を露出させながらにやにやしていた。

　これは世にも趣しゆ味みの悪いシリーズで、臓物アニマルという。おもちゃメーカーが一発当てるべく、大量に出荷して大量に売れ残った代物だ。どう考えてもグロ不良債権なのにテーマパークの青写真までできていたというから、社長以下宇宙人に操られているんじゃないかとの噂うわさまである。

　ちなみに机の上のこいつはハラキリトラ。モデレーターの手先なので、喋しやべる。

　俺おれはこいつをぎろりと睨にらんだ。

「聞いていたのか？」

「ナツルさんのところだけは」

「なんで分かる」

「分かるというか、想像ですね。相手は紅あか音ねさんでしょう」

　正解。ぬいぐるみのくせに見事だな。

「ナツルさんが喋ったことが原因で、切られてしまったと」

「そうだよ。理由は分からねえけどな」

「でもあれは、紅音さんも悪いですね」

「そうなのか」

「ナツルさんに女心の理解を期待することは間違ってますから」

　はっはっはと笑う。うわ、こいつ売れねえグッズなのに上から目線だよ。

　まあ女心が分からないのは同意ではある。紅音だけじゃなくて、雫しずくも水み琴こともみんなそうだが、あれほど複雑なものは世の中にない。受験システムがあれだけ批判を浴びつつも存続しているのは、女心に比べれば遥はるかに簡単だからだろう。俺に理解できるのは沙さ倉くらさんだけで、あの人は女の俺が好き。

「なにかお詫わびをしたほうがいいんじゃないですか」

「しようとしたら切られた」

「そうでしたね。じゃあ、自分の気持ちをはっきり伝えたらいかが」

「は？」

「思うんですが、ナツルさんがただでさえ優柔不断で、しかもびっくりするほど鈍感なのがいけないんでしょう。いっそ自分から仕掛けたらどうです」

「なに言ってんだ。鈍感なんて勝手に決めんな」

　むしろ沙倉さんへは常に全力投球である。仕掛けだっていくらでも作ってやらあ。魚釣りと同じ要領でいいんだろ。

　ハラキリトラは、今度は呆あきれたように笑う。

「ああ、なるほど。鈍感というよりは周りが見えていないんですね。ははは」

「いちいち引っかかるね」

「引っかかりを覚えるくらいなら、まだ平気かもしれませんねえ」

　くそ。こいつの台詞せりふはわけが分からん。

　鈍感とか周りが見えてないとかなにを言ってるんだ。空気の読めないところがあるのは認めるが、東ひがし田だに比べればかなりましな方なんだぞ。

　紅あか音ねになにかフォローが必要なところはちゃんと理解してるの。具体策がどうしても出てこないだけで。

　そう言おうとしたが、ハラキリトラは動きを止めていた。あ、寝たのか。ぬいぐるみなのに、ときどき睡眠時間を必要としてんだよな。

　まあいいや、フォローのネタはいずれ考えよう。俺おれはそう呟つぶやいて、役立たずの携帯電話をコンセントから引っこ抜いた。





　　○






　最近の俺の学校生活は、課題に満ちている。比ひ喩ゆや文学表現ではなく、マジで宿題がどっさりやってくるのだ。これは遅刻と欠席がとても増えた瀬せ能のうナツルへ、教師からの暖かいプレゼントらしい。要約すると「補習じゃないだけマシ」ということになる。

　本日も大変沢山の宿題をいただいた。ただこれは男子部だけで、女子部でこういうことはない。恐らくあのゲームが好きで授業を面倒くさがる担任教師のおかげだろう。やる気がなくて助かった。

　とはいえ、男子部の分はこなさなきゃならない。俺はずっしりと重いプリント群を抱えて途方に暮れた。どうすんべ。

　通常、こういうときは自分より勉強のできる人間に教えてもらうに限る。が、どうも適当なやつがいない。男子部だと東田は俺とどっこい。半はん澤ざわはやや劣る。他も友人は似たり寄ったりだ。

　とすると女子部なのか。桁けた違ちがいに優秀なのは、なんといっても雫しずくである。全教科満点の恐るべき成績で入学したのだ。定期試験でもずっと一位。ちょっと前に全国模試があったらしいんだが、上位三本の指に入っていたとのこと。なんで星せい鐵てつなんかにいるのかね。

　でも俺は、雫と顔を合わせづらかった。だってほら、あれがあったから。

　同じ理由で紅音も難しい。電話であんなことがあったので、誤解を解きたいといえば解きたいんだけど。成績は俺よりはかなり上のはず。

　委員長さん副委員長さん会計さんの三人は成績がなんだろうと論外。すると水み琴ことかな。でもあいつは天才肌で、おまけに「教科書を燃やして焼け残ったところが試験範囲」とかオカルトめいたことも口にする。凡人の俺おれには理解が困難だ。

　こうなると残るはただ一人。そう、沙さ倉くらさん。

　俺は顔がにやにやするのを抑えきれなかった。沙倉さんに勉強を教えてもらう。あの人は頭の方も優秀で、学年では上位十番以内に必ず入る成績を残している。そんな才さい媛えんに教えてもらうのは、この上ない喜びである。こんなもって回った表現しなくていいか。超うれしい。

　沙倉さんを狙ねらっている野郎共は多いが、ここで一歩俺のリードが確定する。さすがに見ず知らずのやつが頼みに言っても断られるだろうが、俺は中学からの同級生。向こうもこっちも顔なじみだ。

　もちろん今の時点では、捕らぬ狸たぬきの皮算用。虫のいい希望である。

　だが俺は、沙倉さんと出会う手段をちゃんと心得ている。女に変身しなくたって、できることはあるのだよ。

　学校帰り、俺は一直線にある場所へと向かった。

　目的地は市立の図書館。あのでっかい建物である。二重のガラス扉をくぐってロビーに入ると、一定に保たれた空調と大きな貸し出しカウンターが出迎えてくれた。

　実は沙倉さん、月に二度ほどこの図書館を利用する。ファッション雑誌が置いてあるので、新しい情報をチェックするのだ。顔に似合わず意外とせこ……堅実である。

　この情報はあまり知られていない。俺は東ひがし田だを通して、美少女同好会から買った。かなりの高値だと言われたが、そこは特別顧問なので。

　ロビーをすぎるとソファがあり、その奥に雑誌類が並べられている。俺はうきうきしながら近づいた。

　さて沙倉さんは……ありゃ。

「いねえや……」

　呟つぶやく。姿がない。いつもなら制服姿で寄るとのことだったが、東田め、ガセを摑つかませたか。

　ま、遅れてるってこともあるだろう。鷹おう揚ように構えることにして、俺はソファに座った。

　近くにあった新聞を手に取る。普段の俺なら読みもしないが、場所が場所なので、いっちょ広げるかという気になっていた。

　小難しい単語が質の悪い紙の上で踊っている。

「ううむ、蔵相会議に石油の高騰。ロシアマフィアの策動と下院への影響力増大。ＥＵによる環境問題への取り組みとバイオ燃料依存を原因とする先物マーケットへの影響と環境負荷の増大か……さっぱり分からん」

　アラビア語を翻訳しろと言われているようなものだ。俺おれに理解しろと言うのが根本的に間違っている。そもそも字は苦手だ。これちゃんと読む人いるんだろ。立派だな。

　全てをあきらめてスポーツ欄に目を通す。Ｊリーグ注目選手。これはよく分かる。こっちの方が俺にはいいや。

　ベガルタ仙台の熊くまみたいな選手の写真を眺ながめていたら、目の前が影になった。

「……ナツルさん？」

　沙さ倉くらさん、と思って顔を上げたら違った。

　女子部の制服に眼鏡の娘こ。紅あか音ねであった。




　俺と紅音は二階へ移動。別に下でもいいんだけど、まあなんとなく。

　移動しながら「沙倉さん見なかった？」と訊きいたら、ちゃんと答えがあった。

「……見ました」

「え、どこにいんの」

「もう出ていきましたけど……。今日、ジャンプの発売日ですから」

　うわ、少年漫画誌を買いに行ったのか。そういや雫しずくが「楓かえではジャンプが好き」って言っていたな。一歩遅かった。

「んー、じゃあいても仕方ないか。紅音ちゃんなんで図書館に？」

　口にしてから愚問だと思った。この娘は図書委員で本好きなのだ。

「図書委員の仕事です。あとは……色々と本が読みたくて」

　やはりそうか。ハチが花の蜜みつに吸い寄せられるように、本好きは図書館と本屋に吸い込まれる。以前聞いたところによると、この図書館での紅音の貸し出しカード番号はかなり若いんだそうだ。何年前から利用しているんだろう。

「ナツルさんは、どうして……」

「勉強しようと思って」

　彼女はさすがに意外そうにしたので、誤解のないよう言い添える。

「あ、いや。補習の代わりに宿題渡されちゃって。分かんないところを訊こうと思ってたんだ」

「……あの、それなら」

　紅音がうつむき加減にごにょごにょ言う。

「ん？」

「あたしが、お手伝いを……してもいいんですけど……」

「手伝い……？」

　と言ったよな、今。

　紅あか音ねは目をそらし気味だ。

「ナツルさんが、本当に困っているならお手伝いしますけど……でも会長とデートする人なんて、幸せそうですから、宿題なんてなんでもないですよね……」

　む。電話の影響か。まだこだわっているらしい。

「あれは会長とデートじゃなくて、騙だまされたんだけど……」

「デートはデートです……」

　すみません、そこはなんっとしても否定したい出来事なんですが。

　こう言っちゃなんだが、俺おれは雫しずくにやられっぱなしなのだ。やつの手のひらの上で好きなように転がされている。否定し続けないと、蜘く蛛もみたいに絡め取られてしまうだろう。

「本当ですか……」

「本当本当」

　なに必死になってんだ、俺。

「本当なんですね……」

　紅音がほっとしたようになる。同じく俺もほっ。なんかもう、女の子の心ってのは難しいね。

　彼女はそらしていた目を、戻した。

「じゃあ、お手伝いします」

「ああ、いいよそこまでしなくて」

　安心ついでに、俺はご遠慮申し上げた。これは紅音がどうこうではなく、沙さ倉くらさんが目的なのだ。

「紅音ちゃんの邪魔しちゃ悪いから」

「そんな……邪魔なんかじゃありません」

　いきなり反はん駁ぱくする。さっきまでの態度とは正反対だ。こっちが驚いてしまった。

「ナ……ナツルさんのお手伝いなら、喜んでします」

「いやそこまでは。沙倉さんに頼もうと考えていたから」

「いえ、そんな重大なこと、沙倉さんに任せてられませんっ」

　なんとも頼もしい。だけど俺は沙倉さんがいいんだけど。そっちが狙ねらいで本ばっかの場所に来たわけで。

「えー、でもなあ」

「あ、あたしじゃ駄目なんですか……」

「そういうことじゃなくてさ」

「だったら、任せて……ください」

「……うん。お願い」

　あんまり紅あか音ねが強く出るものだから、つい承諾してしまった。

　俺おれたちは二階の席の、窓側へと陣取る。そういやあ、前にも来たことがあったな。あのときよりはちょっと違うところ。

　鞄かばんからプリント類を取り出し、机の上にどさりと置く。紅音は目を丸くしていた。

「……ずいぶんありますね」

「先生たちは俺のことが好きみたいなんだ」

　個人的には無視してくれていいんだけどね。

　紅音はプリントをざっと見て、教科ごとにまとめてくれた。

「ナツルさん……苦手なところはどこですか」

「全部、かな」

「……絞ってください」

「英語と国語と社会」

　ほとんど全部といっても過言ではない。一年時、成績はちょうど真ん中だったのだが、最近はケンプファーのおかげで成績も下降気味である。

「じゃあ、チェックします」

　彼女は手早く、確認をした。

　珍しかったのは、彼女はまず俺にやらせるのではなく、自分で全部読んだところだ。その上で「ここはできますか？」と聞いてくる。その都つ度ど俺が返事。

　変わったやり方だなあと思っていたら、

「教える人が、ちゃんと把握した方がいいですから」

　と彼女は言った。

「家庭教師があらかじめ、やることを予習するのと同じです」

「へーえ。経験あるみたいな言い方だね」

「中学生の従妹に、教えたことがあるんです」

　とのこと。高校二年で中学生の家庭教師とは、こりゃまた立派である。

　彼女は自分が確認した分から、俺にプリントを渡す。

「じゃあ、それ、やってください。ポイントになるところに丸をつけておきましたから」

　言われたとおりにする。俺はシャーペンを持って問題を解いていった。

　驚いた。解答のスピードがいつもより速い。英文をやってるとよく分かるが、紅あか音ねの丸印に注目するとすらすら訳せるのだ。古文も同じ。日本史は暗記科目だからそうもいかないが、実に効果的だった。

　意外と言っては失礼だが、隠された才能である。

　俺おれは一度手を止め、「ほけーっ」と紅音を眺ながめていた。いやはや、人は見かけによらぬもの。失礼ながら、本が好きなだけでなにかに生かしていないと思いこんでいたのだが、こんな特技があったとは。将来は予備校の教師で食えるんじゃないだろうか。

　俺もよく「もっと真面目まじめだと思っていた」とか「不真面目になりきれない不真面目な人かと思っていた」とか「真面目って言われるとストレスになるけどまあいいやで流している人かと思っていた」とか「犬の散歩をしているうちに転がってきたボールを蹴けっ飛とばしたら見知らぬ家の窓ガラスを割ってしまい、謝りに行ったら実はガス漏れで爆発寸前で家や主ぬしに感謝される人かと思った」なんて言われる。最後のは長い割に内容がないな。

「これでチェックは終わりました……」

　彼女は最後のプリントを渡してくれた。

「基本的なことばかりですから、難しくないと思います。それでも分からなかったら、あたしに聞いてください」

「あ、ありがとう」

　何故かたじろぐ俺。うわ、紅音が輝いて見えるよー。

　彼女はにこにこしている。人の役に立つのが嬉うれしいんだろう。素晴らしいことだ。沙さ倉くらさんの次にいい人である。

　俺は手元に集中しようとした。ふと顔を上げ、

「紅音ちゃん、別に付き合わなくていいよ」

「え……」

「なんか用事とかあるんじゃ」

「ありますけど……ナツルさんの助けになるんでしたら」

「さすがに邪魔しちゃ悪いから」

「悪くありません。それより、あたしこそナツルさんの邪魔にならないといいんですけど……」

「いやいや。助かってるよ。邪魔なんてないから」

　順調に進みそうなのだ。全て彼女のおかげである。これは本気で感謝している。

　紅音はちょっとだけ考えた。

「じゃあ、本を持ってきていいですか？」

「え？　いいけど」

「邪魔にならないように、本を読んで待ってますね」

　言うや否や、彼女は書架へ歩いていった。

　いくらもしないうちに、ハードカバーを抱えて戻ってくる。もう決めていたのかもしれない。

　机の上に広げて、すぐに没頭していた。

　しばらく時間だけが過ぎる。

　俺おれはプリントを片付けつつ、ちらちらと紅あか音ねの様子を観察していた。

　読んでる本は歴史関係だった。自信はないが多分歴史。十八世紀のハプスブルグ家がどうのこうのというタイトル。ハプスブルグにはなんとなく聞き覚えがあるんだが、お菓子のメーカーだったろうか。

　その隣に置いてあるのはギリシャ神話の本。歴史と神話が好きなのか。確かＳＦも読んでいたな。この分だと推理小説も読んでいそうだ。ようするに活字ならなんでも好きなのか。

　それにしてもたいした集中力だ。俺のことなんか頭からなくなったようで、ただひたすら字を追っている。やけに細かい上に絵もなんにもないんだが、頭に入るんだろうか。入るんだろうな。












　彼女に限らず、本好きはすさまじい。男子部の二年四組にもそういうのがいて、休み時間になると必ずなんか読んでいる。帰るまでに一冊読みきってしまうと言うからとんでもない。しかもそいつによると、速読でもなんでもないんだそうだ。本ってのはそこまで魔力に満ちたものなのか。

　紅あか音ねの指だけが、ひたすらページをめくっている。こうやっていると本当に罪のない文学少女で、あの口の悪い猛犬女と同一人物とは思えなかった。

　恐らくたまたまなのだろう。彼女は本から顔を上げ、俺おれと目があった。

「あ……」

　見る見るうちに顔が赤くなる。

「あ、あたし……変でした？」

「いや、別に」

「ナツルさんじっと見ていたから、なにか変なことしてたのかなって」

「そんなことないよ。熱心なんでびっくりしたけど」

「あ……これ、読みたかった本なんです」

　紅音は照れ隠しに笑みを浮かべていた。

「ちょっと高くて、買えませんから。こういうとき図書館って本当に便利です」

「紅音ちゃんは、そういう本ばかり読むの？」

「そうでもないですよ。家ではＳＦとかミステリとか。ファンタジーだって読みます」

「えーっと、そうじゃなくって」

「ホラーはあまり……。怖いの苦手です」

「違うって。ファッション雑誌とかは」

「え……」

　いきなり紅音が動揺した。そんなにびっくりするような質問だったかな。

「ああいうのも安くないと思うけど。沙さ倉くらさんは読んでるみたいだから」

「えと……あたし……あまりそういうの……」

　小さくなっていく。むむむ。地雷だったんだろうか。

「興味がないっていうか……分からないんです。図書委員の先輩にも、女っぽさがなさすぎるなんて言われちゃって……。でもおしゃれする気も起こらないから……」

　紅音は地味だが眼鏡の似合う可愛かわいい系ではあるので、ちょっとめかし込めばかなりいいところまでいくはずである。ある意味もったいない。

「その……読んだ方がいいんですか……」

「いや、俺おれは分かんないけど」

　自分で話振っといてなんだが、俺も服飾の趣しゆ味みは皆無に近い。ジーパン穿はいてりゃこと足りるからな。

　彼女はますます声を小さくした。

「でもナツルさん……沙さ倉くらさんが読んでるって……」

「うん。そうなんだって」

「はあ……」

　目に見えて落ち込んでいた。なんでなんで？　ファッション雑誌と沙倉さんはノロウィルス並に破壊力あるのか。当の本人はジャンプを買いに行っているというのに。

「ああならなきゃ駄目なんですか……」

「別にそのままでいいと思うけど」

「だってナツルさん、沙倉さんのことばっかり……」

　それは仕方ない。俺の頭の中は常に沙倉さんのことを考えるようにできている。沙倉さん専用パソコンが沙倉さん専用プログラムによって活動しているのである。効率を考えるとどうよ、という感じがなきにしもあらずだが、俺にとっては十分だ。

「あたしチャンスないかも……」

　なんのことか判然としないが、沙倉さんから星せい鐵てつ三大美女の地位を奪おうというのだろうか。確かに無謀かも。

「紅あか音ねちゃん、そんなに沙倉さんのこと嫌い？」

「嫌いっていうか……」

「なんなら俺が、沙倉さんのよさを教えてあげるけど」

　これは前から考えていたのだ。紅音と沙倉さんはどうも馬が合わないらしく、互いに火花を散らす。特に紅音は前から警戒していたようなので筋金入りだ。沙倉さんファンとしては、一肌脱がずにいられないじゃないか。

「あのね紅音ちゃん、まず沙倉さんの中学一年から話すと……」

「いいです……」

「え、いいの？　聞けばきっと沙倉さん好きになるのに。勉強手伝ってくれたお礼」

「いりません……」

　むう。妙にしょんぼりした彼女を見ると、強要するのもちと難しい。しかし俺の沙倉さんトークを断るとは、どこか身体からだの具合が悪いんだろう。

　しばらく紅音は無言で、しかも口を尖とがらせていた。

「ナツルさん……」

「なに？」

　ついに沙さ倉くらさん話を聞きたくなったかと思ったら、微妙に違った。

「沙倉さんがそんなにいいんですか」

　雫しずくと同じようなこと言うね。

「趣しゆ味みが分かりません……」

「沙倉さん好きで趣味が分かんなかったら、男子部のほぼ全員が悪趣味になるよ」

「ナツルさんモテるんですから、沙倉さんじゃなくてもいいのに」

　いきなりなにを言ってるんだ。

「そんなことないけど」

「モテてます。ずるいです」

「いやずるいって……女の子の知り合い少ないし」

　そもそもモテていたら、美少女同好会の特別顧問とかいう地位にいない。東ひがし田だたちにやっかまれて、火あぶりになってしまうだろう。それになにも、モテなきゃいけないという法律があるわけでもなく。

「なんで、あんなに女の子に縁があるんですか……」

「縁って、誰だれかいるかなあ」

「会長とか近こん堂どうさんとか」

「二人だけじゃん」

「二人でも多すぎます！　女のナツルさんも合わせれば沢山……！」

　いやいや、それは変だろう。むしろ「女の俺おれに好意を抱いている女の子」なら沢山いるが、これはモテとは言わないと思うんだ。自然災害みたいなもんだろう。

「あたしのチャンスがないです……会長も近堂さんも綺き麗れいなのに……」

「なんか変なこと気にしてない？」

「変じゃないです……」

　んー、話がよく分からない。沙倉さんのことを言ってたと思ったら、いきなり俺のこと。ついにはモテがどうのと言い出した。本を読みすぎて知恵熱でも出たんだろうか。

「いいですね、沢山の人にモテて。あたしなんか男の人と付き合ったこともありません……」

「それは俺もそうなんだけど」

「男の人の時でもモテて、女の人の時でもモテるなんて……」

　後者は俺も遠慮したいんだけど。

「手当たり次第なんですか……」

「そりゃ誤解だ」

　なんかネガティブ思考に陥ってるぞ。危険な兆候ではないのか。

　紅あか音ねはきっと俺おれを見つめる。

「じゃあナツルさん、どんな人が好みなんですか」

「もちろん沙さ倉くらさん」

「沙倉さん以外でです。一般的な人や好みで……」

「んー」

　なんかとんでもない話になってきたが、成り行き上仕方がない。俺は勉強とは別に頭を働かせた。

「クールなのはそれほどでもないし、がさつってのもなあ。背も普通でいいし、顔がどうってのも……性格もそれほど……乱暴のは断るけど……」

　あれ。俺ってこう考えると好みがないんだな。守備範囲が広いってよりは、定まったものがないんだ。

　いやこれは難しい問いだわ。美人や可愛かわいい子がいいに決まっているが、実はそれほどこだわりはない。むしろ雰囲気とかノリのよさに偏ることが多い。だって一緒にいて楽しい方がいいから。

　楽しくなくても適度に緊張しなきゃ大丈夫で、こうなってくると生物学的に女性だったら誰だれでもいいのかも知れぬ。それも乱暴な話で、やっぱりコンセントみたいにぴたっとはまるほうが気持ちがいいだろう。

　女の俺の姿はかなりいい線なんだが、自分に欲情したらとんでもない変態だろう。ナルシストなんてもんじゃない。

　うーむ、沙倉さん以外だろ。あえて絞るとなると……。

「……紅音ちゃんみたいな娘こ、かな」

「え……」

　次の瞬間、閃せん光こうが走った。

　前を向いて仰天した。今まで紅音が座っていたところに、猛犬女がいたのである。瞬時にケンプファーとなったのだ。

「おいナツル、今の本当か!?」

　馬ば鹿か、声がでけえよ。ここは図書館だぞ。だがこいつは気にしない。

「本当なのか!?」

「なんでいきなり変身したんだ……!?」

「うるせえぞ放っとけ。本当か、本当なのか!?」

　左手を伸ばし、俺おれの胸ぐらを摑つかむ。こらっ、苦しい。

　こいつはしきりと揺さぶった。頭がシェイクされていく。ぐえ、目まいがする。脳みそがクリームチーズになる。

「噓うそじゃねえよ……」

「お前の言うことはいまいち信用ならねえ。なんであたしが好みなんだ。おい」

「正確にはお前じゃ……」

「変身前のあたしでも構わねえ。理由を教えろ。でなきゃ鉛弾をプレゼントしてやるぞ」

　拳けん銃じゆうが出現。眉み間けんに真っ黒な銃口が押し当てられる。なんだってこの女は、こうやって武力で解決しようとするんだ。

　俺は両手を前に出して、紅あか音ねをなだめようとした。

「どうどう」

「なんだと、あたしを犬扱いするのか。殺されたいのか」

　犬じゃねえか。人語を解するだけで、あとは犬とまるで同じだ。でもこんなことを言うと本当に殺されてしまうので、心の奥に押し込めるしかない。

「分かった分かった。待てって」

「言うんだな」

「言うよ」

「よし、教えろ」

「理由は……ねえよ」

　猛犬女の目が、これまでにないくらい鋭くなった。

「てめえ死にてえようだな。願いを叶かなえてやらあ」

「撃つな！　好みのタイプに理由なんかないだろ。好きじゃないことを省はぶいていったら、紅音になったんだよ」

「でまかせじゃねえだろうな。アニメじゃよく第二期やりますよって言って、立ち消えになることがあるんだ」

「一緒にするなよ。本当」

　実際噓ではない。沙さ倉くらさんが至高の存在だが、彼女以外となると、なんというか、こうなっちゃったんだな。

　だって雫しずくはあんな性格だろ。一緒にいたら体液吸われそうだし。水み琴ことはなんというか騒がしいのがちょっと。ますみもいるが、彼女を好みと見るのは不可能だ。委員長さん副委員長さん会計さんの三人は、山の向こうに置いておきたい。そうなるとあら不思議、残るは紅音ただ一人。

　彼女がにんまりとした。

「そうかそうか、いいこと聞いたぜ相棒。こいつぁエヴァンゲリオン劇場版よりもいいニュースだ。会長や水み琴ことに言いふらしてやりてえもんだな」

「お前、余計なこと……」

「安心しろ。あたしだって馬ば鹿かな真ま似ねはしねえ。こういうのは大事にとっておいて、ここってときに使うもんだ。そうだろ」

　そんなことは知らん。というか、俺おれはもしかして、取り返しのつかないことを喋しやべってしまったんではなかろうか。なんで紅あか音ねがこんなに嬉うれしそうなんだよ。

「よーし、じゃあ誓ってもらおうか」

「へ？」

　誓うってなんだ。なにをさせるつもりだ。

「神様に誓うのか……？」

「間抜け。お前はどっかの信者なのか」

「いいや。葬式は仏式でやると思うけど」

「あたしだってそんなもんだ。誓う相手はキリストでもアラーでも仏ぶつ陀だでもねえ。ましてフリーメーソンでもねえ。こいつに誓うんだよ」

　やつは俺の口元に、銃口を突き出した。

「あたしのいっとう大事な武器しるしだ。こいつにさっき言ったことが噓うそじゃねえって誓いな」

「なんの儀式なんだよ」

「ガンズセレモニーさ。さあやんな」

　聞いたことねえよ、そんなセレモニー。

　だが紅音の瞳ひとみは真面目まじめだ。こんな猛犬に真面目ってのもおかしいが、とにかく真剣だ。本気と狂気が洗剤入れた洗濯機みたいに渦うず巻いている。逆らったら殺されるってことがよく分かった。なあ、これって脅しじゃないの。

　しょうがない。俺は自分の好みが紅音であることを、もう一度口に出して誓う羽目になった。

「そんなわけで誓う」

「真実だな」

「お前は牧師か」

「牧師でも神父でもどうでもいいんだ。虚言だったらこいつがただじゃすまさねえぞ」

　ガバメント似の拳けん銃じゆうが揺れる。

「わあ、やめろ。本当だ」

「よし」

　猛犬女は銀行襲撃に成功して大金せしめた強盗みたいににやりとすると、銃口を持ち上げ、自分の唇にゆっくり近づけた。

　そしてちゅっとキスする。

「これで完璧だ。お前の誓いは確かに聞いた」

　なんてシチュエーションなんだ。ほとんど脅迫に近い。ショットガンマリッジの親しん戚せきか。しかも紅あか音ねときたら、こういうときだけ可愛かわいい笑顔になっている。

「今日はいい日じゃねえか。最高だぜ」

「そうなのか」

　俺おれはなんだか分からん。宿題が片付いたのはいいが、拳けん銃じゆうでさんざん脅されて誓いを立てさせられた。沙さ倉くらさんには会えないし。

　考えてみたら、このところずっと私生活がおかしかった。委員長さんのお姉さんにはメイド喫きつ茶さの真ま似ね事ごとをやらされて、水み琴ことはまたカレーを作った上に俺は身体からだにかぶっちまって、雫しずくには散々引っ張り回されてデートとか言われる。

　最後はこれだ。なんで俺は自分の好みを告白したあげく拳銃に約束しなきゃなんないの。ねえ。












　だが俺おれのそんな気持ちをまるで無視して、紅あか音ねは片目をつぶった。

「いい日はいい日なんだよ」

　まったく西部劇みたいな仕草が似合うよお前は。

　それから真顔になり、

「誓いは破るなよ」

　恐ろしげな声で言うのだった。





あとがき







　築つき地じです。奥さんのパソコンでは、初はつ音ねミクが歌っています。鏡かがみ音ねリンとレンもいます。ＭＥＩＫＯもいます。ＭＩＲＩＡＭもいます。ＫＡＩＴＯはいません。みんなＳＯＮＡＲで連動するので合唱してます。ていうかＭＩＲＩＡＭってミリアム・ストックリーだったんだ。すげー！




　新刊をお送りします。これまでとはちょっと趣向を変えて、短編集にしました。箸はし休やすめ的なものなので、戦闘はなしです。その代わりといってはなんですが、人間関係はぐっと進んでいます。

　早いもので、けんぷファーもシリーズを開始してから一年以上過ぎました。もう六巻目。我ながらオーバーペース気味の感もあります。シリーズを続けている最中、何度か「そろそろ手を緩ゆるめて店じまいの準備でも」と考えましたが、読者の皆さんのご声援によりその都つ度ど盛り返し、ここまでたどり着きました。これから戦闘も恋愛もナツルの独り言も本格化していきます。ご期待ください。




　ちょっと前に、アンケートをざっと見せてもらったのですが、このところ生徒会長三さん郷ごう雫しずくの人気が急上昇中です。どうもというかやはりというか、三巻のラストが効いたらしく、ぐぐっと票を集めています。いまだから告白すると、三巻であれはちょっと早かったかなとも思っていたのですが、筆がのってしまい、気がついたらあんなことに。人気があると分かると、やはり力が入ってしまうもので、この巻でもこんなことになりました。なんかこの文章、代名詞ばかりですね。

　裏の人気は女ナツルと猛犬紅あか音ね。ナツルはやはり主人公だからか、女になった姿も人気を集めています。そして紅音ですが、彼女は（一応）この小説でのヒロインです。女ナツルがヒロインのような気がして、なんかそれでもいいんじゃないかとも思いますが、それでも紅音がヒロインです。変身前と変身後の紅音は二人で一人といった印象。最近は変身前も頑張っております。涙目になりながらもナツルに迫る健けな気げなところが、読者の皆さんの心にも響いているのでしょうか。変身後は相変わらず。




　さてさて、ここでさりげなく発表。けんぷファーですが、実はコミックになります。メディアファクリーの月刊コミックアライブにおいて、二月二十七日発売号から連載開始です。私もゲラを見せてもらったのですが、特徴をきちんととらえてもらっており、大変面白いものになっています。ハラキリトラがいきなり喋しやべり出すあたりもいい感じ。

　この小説は変身シーンと戦闘シーンがあるため、作者が言うのもなんですが、非常にビジュアルのメディアに向いた作品だと思っています。今までのことが目で見て分かるようになるなんて、原作者としても嬉うれしい限りです。

　ついにコミックにまでなった「けんぷファー」。これもひとえに本を買い続けてくれる読者の皆様のおかげです。これからもコミック共々、よろしくお願いします。
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